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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「奇遇ですわね、一かず大ひろ様。こんなところでお会いするなんて」

「そ……そうだね、真さな愛えさん」

　そう答える一大の頭の中は、真っ白を通り越してまぶしいくらいのハレーション状態だった。

　学校帰りに早少女さおとめと一緒にファーストフードに立ち寄って、何となくお喋しやべりしていたところに、まさか真愛が現れるなんて。

　しかも真愛の口元には笑みが浮かんでいるけれど、目はちっとも笑っていない。

　こんな怖い顔を見るのは初めてだった。

　いや。こういう顔を怖いと理解するきっかけが一六年の人生にはなかった。

　八や木ぎ本もと一大には、現在三人の恋人がいる。

　星ほし川かわ早少女。天てん弓きゆう院いん真愛。氷ひ魚お鷹たか奈な。

　だけど実は、全員がニセ彼女。それぞれの事情で頼まれ、彼氏役を引き受けてしまったのである。

　しかもその三人が友達だったというオマケ付き。

　幸いこれまでは一大が一緒の時に女の子同士が鉢合わせするシチュエーションはなかったけれど、遂ついに恐れていた事態が起こってしまった。

「あ、あれぇ？　真さな愛えって、八や木ぎ本もとくんと知り合いだったの？」

　いきなり早少女さおとめが大きな声を出した。

　プロ声優とは思えない空々しい口調で。

　三人の中で、彼女だけは一かず大ひろが三みつ股また（？）状態なのを知っている。とっさに話を合わせてくれたらしい。

「ええ。アルバイト先の喫茶店で、いろいろとご指導いただいております」

　感情の籠こもらない淡々とした口調が、ますます怖い。

「へぇー、そうなんだ。真愛。ボク、八木本くんのクラスメイトなんだよ。八木本くん、知らなかったでしょ？　ボクと真愛も前からの友達っ！　みんな知り合いなんて、すごい偶然だねっ！」

「う、うん。そうそう。クラスメイト、クラスメイトだよ。わはははは」

　自分でも呆あきれるくらいの棒読み笑いだ。

「そうなんですか。クラスメイト、なんですか？」

　丁寧な口調と真剣な表情、つまりまったくスキのない態度で真愛は問い詰めてくる。

　背後には黒服＆サングラスのガードマンが三人控えていて、言葉に威圧感を添えていた。

　全盛期のシュワルツェネッガーをコピー＆ペーストで増やしたようなトリオ。

「うんっ。そうだよ。ただの、ごく普通の、何て事ないクラスメイト」

　まだまだ不自然な口調で早少女が答える。

「わたくしは幼稚園からずっと女子校なのでよく知らないのですけれども」

「し、知らないって何を？」

　自分の背中が冷や汗でびっしょり濡ぬれているのを、一大は感じていた。

「共学の学校ですとそのような事は普通なのでしょうか？」

「そ、そのような事って？」

「単なる級友であってそれ以上の間柄ではない男女が、このように寄り道して談笑するような事ですわ」

　堅苦しい言い回しが緊張を高める。

「べ、別に珍しくないよね、八木本くんっ」

「あ、ああ、そうだよな」

「そ、そうそう。別に普通だよね、八木本くんっ！　ボクだっていつも八木本くんとだけ一緒っていう訳じゃないし。ねー、八木本くん」

　名字で呼んだところに早少女が四回ともアクセントをつける。

　これはまるっきりのウソ。早少女は基本的に一大以外の男子とは縁がない。

「うんうん。その通りっ！」

　こっちも釣られて、言葉を強める。

　だけど真愛の瞳はまだ真夜中の湖面のような──あるいは底なし沼のような、静かだが暗く、何もかも飲み込んでしまいそうな色を湛たたえていた。

「田た峰みね、五ご利り、胡こ満まん堂どう」

　振り返りもせず、ガードマン三人の名前を呼ぶ。

　バイト先では実感できなかったが、真さな愛えは紛れもなく人に命令を下す事に慣れている人間だった。

「あなたたちはどう思います？　共学校では普通の事なのですか？」

　ヤバいっ！

　一かず大ひろの背筋に、冷たい電気が走る。

　さすがにあり得ないとまでは言わないけれど、ごく普通の事でもない。

「あいにくとずっと男子校だったもので」

「同じく。仲の良い男女は、すべて残らずことごとく嫉妬と憎悪の対象でした」

「自分はアメリカ生活が長いもので日本の習慣はよく分かりません」

　運のいい事にトリオ・ザ・アーノルドの中に一大と早少女さおとめのごまかしを指摘できる者はいなかった。

「や、八や木ぎ本もとくんは親切で優しいから、女子はみんな頼りにしてるんだよっ！　ね？」

「ま、まあな」

　こっちはウソではない──正確には、ウソではなかった。二か月前までは。

　全校女子の便利な『いい人』という評価を、欲しくもないのにほしいままにしていたのが一大だ。ただし早少女と（ニセ）恋人になって以来は、他の女の子の頼みを引き受ける事はほとんどなくなっている。

「そ、そうだっ！　八木本くん。ケータイ、見せてあげたら？」

「え？　あ、ああ。うん」

　言われて思い出し、ケータイを取りだしてアドレスを表示させた。

　真愛は機械に触ると故障させてしまう体質なので、彼女には渡さずにこちらが持ったままご老公の印いん籠ろうみたいにかざして見せる。

　ずらり並んでいるのはクラスの女子の名前だ。

　事務的に、本名フルネームで入力するのは一大のクセである。早少女の名もここにある。

　さすがにわざわざ『ニセ彼女』フォルダを作って三人をまとめるような真ま似ねはしない。

　本当に本命の彼女ができたらその名前だけ特別のニックネームで登録しようとか、一人だけ別フォルダに移そうとか、そんな想像はしてたけど。

　次のフォルダは同学年。それから先輩その他。

　いい人歴が長いだけあって登録されている名前は多い。

『プライベート』というフォルダにはバイト先である『スウィート・ドロップ』の番号などが並んでいた。

「田峰、どうですか？」

　ちらりと振り返った真愛は背後の一人に声をかける。

　ずい、と身を乗り出したニセシュワルツェネッガー一号がケータイの小さな画面をサングラス越しにのぞき込む。

「特に不自然な点は見受けられませんが。……取り上げて確認いたしますか？」

　ドスの利いた声で、何気なく恐ろしい事を口にする。

「そこまでは必要ないでしょう。今のところは。……一かず大ひろ様」

「は、はいっ！　何でしょうっ？」

　真さな愛えに名前を呼ばれ、思わず立ち上がって直立不動の姿勢になる。

　接着剤で固められて天井から吊つるされてるみたいなカチコチのポーズだ。

「一大様が皆から信頼される方かたで、わたくしとしてもとても誇らしく思います」

「は、はは……そりゃどーも」

「携帯電話の登録の中に、わたくしの名前がないのは悲しい事ですが」

「そ、それはほらっ！　真愛さんケータイ持ってないから」

「そうですわね。ですが天てん弓きゆう院いんの家の方でしたら。近いうちにお越しいただく事になっておりますし」

　お越しいただくって何ですか？

　来てほしいとは言われたけれど、いつの間に訪問するのが確定事項に？

「紳士として、他のご婦人にも親切であり誠実であるのはいい事です。それでもやはりわたくしの事を第一に考えていただかないと……」

「そ、それはちょっと！　ここで話すような話題でもないしっ！　それこそ今度訪問した時にでもっ！」

　慌てて両手をぶんぶん振って、話を遮さえぎる。

「さ、さ、真愛さん、落ち着いてよ。あくまでニセなんだよね？」

　耳元に顔を寄せて、周囲に聞こえない小声で囁ささやく。

「真愛さんの彼氏役がイヤとかダメって訳じゃないよ。だけど、オレにも学校でのつき合いもあるし。ね？」

「あ、あの……一大様」

　不意に、真愛が頰ほおを染めた。

「お話は分かりましたが……その……耳がくすぐったいです……息が……」

「えっ？　あ！　ご、ごめんっ！」

　思わず飛とび退のいて距離を空ける。

　こっそり話そうとして、つい真愛の耳に息がかかってしまった。

「わ、わたくしとした事が、思わぬところで一大様に出会い、つい頑かたくなになってしまったようですわ。失礼いたしました」

　ようやくいつもの穏やかな表情に戻って、ぺこりと頭を下げる。

「例の件については極めて重要な問題ですので、後日改めてご連絡を差し上げます。一大様はその事を十分にご考こう慮りよいただくようお願いいたしますわ」

「う、うん」

　最初の『笑ってない笑顔』ではない。本当に真剣な表情だ。

　単に志し束づかと再度の顔合わせというだけでなく、もっと深刻な用件が待っているのか。

「ご理解いただけて幸いです。では、早少女さおとめさんもごきげんよう」

　ようやくにっこり笑ってから軽く頭を下げ、真さな愛えはガードマンたちを引き連れて去っていった。

「ふぅっ！」

　緊張で強こわ張ばっていた全身の筋肉が、一気に緩ゆるむ。

　腰の力が抜けて、お尻がすとんと椅い子すに落ちる。

「あはは……何とか助かったね」

　早少女も苦笑しながらハンカチを差し出して、一かず大ひろの額に浮かんだ冷や汗を拭ぬぐう。

「あ、ありがと……」

　恐縮していると、早少女はそのハンカチを妙に大切そうに両手で包むと、ポケットに戻した。

「ああっ！」

　不意にある事に気づいて、思わず大声を上げる。

　拭ふいてもらった汗が、もう一度流れ出してくる。

「ど、どうしたの、一大？」

　真愛がいなくなったので、早少女の呼び方もいつものに戻った。

「せっかくのチャンスだったんだから、ちゃんと事情を説明すればよかったじゃないか！」

　まるっきりの偶然で女の子ふたりが鉢合わせしてしまったんだから、この機に双方ニセ彼女であると話せば、問題の一部は解決したはず。

　それなのにますます状況をドロ沼化させてしまった。

　真愛に『早少女はただのクラスメイト』と言っちゃったから、今さら本当の事を喋しやべったら『どうしてウソをついたのか』と問い詰められる。

　なんでそんな行動に出ちゃったのか──理由は二つ思いついた。

　まず真愛が妙に怖くて気け圧おされてしまった事。

　そして早少女が積極的にごまかしたので、ついそれに調子を合わせちゃった事。

「……気利かせるなら話を逸そらすんじゃなくて、ちゃんと話してくれればよかったのに」

「え？　そ、そーだね。ボクってばちょっとパニクっちゃって。ごめんねっ」

　小さく舌を出して謝る早少女。

　頭の回転が速い彼女らしくもない失策だった。

　まあ仕方ないか。誰もが常に冷静で賢明な最適の選択ができる訳もない。

　一大自身のいろんなミスも積み重なって現状があるのだし。

「はぁ……。ここまでこじれる前に何とかすればよかったんだけどなぁ……」

　肘ひじを突いた腕に頰ほおを乗せて、一大は大きくため息をついた。

「そう言えば真さな愛えの家に訪ねていくって？」

「うん。そういう話が持ち上がっててさ」

　真愛の保護者である志し束づかおばさんを安心させるのがニセ彼氏としての一かず大ひろの使命だ。

　前に一度顔合わせをしたけれど、あれで万事解決という事にはならない。

　うまく納得させたいが、さっきの真愛の様子が気にかかる。

　彼女がどうしてあんな態度を取るのか、どうしても理解できない。

　あくまでニセ恋人のはずなのに、まるで本気で怒っている──あるいは嫉妬しているみたいに見えた。

　いや。嫉妬というのは勘違いだろう。そんな感情を抱いだく必然性がない。

　自分が本当に好かれてるなんて思い込みは禁物だ。

　でもこっちが自覚していないまま、真愛がヘソを曲げてしまうような事をしてしまったのかも知れない。

　彼女があれでは、天てん弓きゆう院いん家訪問ミッションもスムーズにクリアできるかどうか。

「ひょっとして……どこに誰の目があるか分からないから、自分のニセ彼氏としての立場が危うくなるような真ま似ねはするなって事なのかなぁ……。けど、早少女さおとめや鷹たか奈なとの約束だって反ほ故ごにする訳にはいかないし……」

「そ、そうだよっ！」

　思わずこぼれた愚痴に、早少女が身を乗り出して賛同する。

「ボクだって一大の彼女──っていうかニセ彼女なんだし、真愛の事ばっかり気にしてちゃ困るよ」

「困るのか？」

「こ、困るのっ！」

　正確に言えば早少女が一大のニセ彼女なんじゃなくて、一大が早少女のニセ彼氏。

　あくまで主体は早少女の方。

　声優で、言葉に敏感なはずの早少女らしくもない言い方だった。

「まあ、成り行きでずいぶん込み入った形になっちゃったけど……やっぱり現状って問題があるよなぁ……あっ！」

「どうしたの？」

「真愛さんだけじゃない。鷹奈の問題もあったんだ！」

　不意に思い出す。

　幼なじみの鷹奈が、近いうちにバイト先に行くと宣言している。

　喫茶店なのだから客として来る分には別に構わないはずなのだけど、やっぱり二つの厄介ポイントがある。

　第一は『スウィート・ドロップ』がメイド喫茶だという事。

　そして第二に、バイト先では真愛が一緒だという事。

　真愛と鷹奈も友達で、それぞれ一大との関係は知らない。多分、現場ではさっきの早少女さおとめＶＳ真さな愛えよりもずっとこじれそうだ。

「どーすりゃいいんだよ、これは……」

　前にデートの予定がダブルブッキングした時は、早少女が協力してくれたおかげで何とか乗り切る事ができた。

　だけど差し迫った二つの問題は、どっちも早少女には頼れない。

　女の子連れで自宅訪問なんてのは論外だし、鷹たか奈ながいつ『スウィート・ドロップ』に来るか正確には分からない。

　それに二人揃そろっただけでもこんな緊張が生まれたのに、三人顔合わせしたらどうなってしまうのか。

　想像できないというか、したくない。

　彼女がほしいと思って女の子の頼みを引き受けていただけなのに、どうしてこんな面倒な状況に陥おちいってしまったのか。

　八方美人というのは、そこまで許されざる罪だとでも言うのか。

「えっと……ボクにも責任がない訳じゃないし、何とか……」

「いいよ。早少女が変に首突っ込んだら余計ややこしくなりそうだし、仕事だってこれから忙しくなるんだろ？」

　例の主役話は流れたけれど、その代わりに別のレギュラーが決まった。

　声優としての早少女はこれからますます忙しくなる。

　やっぱりこのトラブルは、自力で何とかしなければ。

　決意を固める一かず大ひろの顔を、早少女は心配そうに見つめていた。





第１話　この中に一人男性がいる？







「ようしっ！　じゃあ今日の稽けい古こはこれで終わりっ！」

「ありがとうございましたーっ！」

　私立聖せい穹きゆう女じよ学がく院いんの武道場。顧問が宣言すると、鷹たか奈なたち部員が一斉に礼をする。

　空手部は数々の大会で実績を残している名門で、少数精鋭の分ハードだ。

　もっとも天性の才能だけで熊にも勝てる鷹奈にとっては大した練習量じゃないけれど、体を動かした後のシャワーはやっぱり気持ちいい。

　熱く強いお湯のジェットが、肌の表面から汗を洗い落としていく。

「おねーさまっ♪　お背中流しましょうか？」

「あわっ！」

　声をかけてきた羊ひつじ飼かい桃もも乃のが、言うが早いか体に巻いていたバスタオルを投げ捨ててシャワーブースの中に乱入してきた。

　女子校なので鷹奈をアイドル的に持てはやす者も少なくないけれど、本気で恋愛対象として追いかけてくるのは桃乃くらいだ。

　まるっきり未経験なのに鷹奈を追って空手部に入り、猛練習にもついてきている。彼女を遠ざけたくて一かず大ひろにニセ彼氏を頼んだ鷹奈も、この本気だけは評価せざるを得ない。

　もちろん評価するだけで同意も容認もしないけど。

「ま、待って！　ここ狭いしっ！」

「狭くて密着できるのが狙ねらいですっ！」

　堂々と断言すると桃乃は背後からぴったりと体を張りつけてきた。

「バ、バカッ！　やめろってばっ！」

「遠慮しなくても、桃乃がたっぷりじっくりねっとり洗って差し上げますよ～♡」

　手に取ったボディソープを素早く泡立てて互いの全身に塗りたくり、ささやかに膨らんだ胸を鷹奈の背筋に這はわせる。

　その間にも、両手は鷹奈の乳房を捕らえている。

「ねっとりって何？　も、揉もまないでよっ！　そこ……つまんじゃイヤ♡」

「ふふっ。このハリ、この形、この重さ……やっぱりおねーさまって素敵」

「や……やだっ♡　こんなの……あンッ♡」

「おねーさま、ここがいいんですの？　ここが感じますの？」

「やめろってばっ！」

　どいんっ！

　萎なえそうになる腰に力を込めて、ヒップアタックで桃乃を突き飛ばす。

　スイングドアを大きく揺らし、ブースから弾はじかれた桃乃がぺたんと尻しり餅もちをつく。

「だ、大丈夫？」

　一応手加減はしたつもりだった。さすがにここでパンチやキックを出したらシャレじゃ済まないと判断する程度の理性は残っていた。

「あぅんっ♡　おねーさまのお尻と胸の手触り。それにナマ滴っ。じゅるり……」

　桃もも乃のが恍こう惚こつとしているスキにコックを捻ひねってシャワーを止め、素早く体を拭ふいてタオルを巻く。

「じょ、冗談でもやっていい事と悪い事があるんだからねっ！」

「はぁーい。ねえ、おねーさま。帰りにどこか寄っていきません？　駅裏通りの喫茶店で期間限定新メニューが始まったんですよ」

　ショーツとブラを着ける鷹たか奈なを見上げ、はぁはぁと息も荒く桃乃が訊たずねてくる。

「い、いいよ。用事あるし」

「うう……残念です。おねーさまと一緒にお茶したかったのにっ」

　今日は一かず大ひろのバイト先に訪ねていって、どんな店でどんな風に働いているのか確かめなければならない。

　先日、部屋で用意していた変なコスチュームは本当に仕事で使う物なのか。

　そうじゃなくて個人的に持ってるなら何とかしないといけないし、仕事用なら仕事用でそんな店でいつまでも働かせてる訳にはいかない。

「……そうだよ。あたしは幼なじみなんだし……。あいつが変な道に走ったりしないようにしっかり見ててやらなきゃいけないんだから……」












　小声でぶつぶつ呟つぶやく。

　ただ、一つ大きな問題がある。

　バイト先の店について、名前も場所も知らないのだ。

　よく行くのはハンバーガーショップや、あまり女の子らしくないけどラーメン屋や牛丼屋カレー屋。馴な染じみの喫茶店なんて早少女さおとめや真さな愛えと集まる場所くらい。

　一かず大ひろが働いているのがいわゆるメイドカフェなのははっきりしているけれど、最近は東京のはずれである九く比ひ戸と市界かい隈わいにもその手の店が何軒もできている。

　まさか全部順繰りにチェックして回る？　メイド喫茶を？

　はっきり言ってその手の店にはあまり近づきたくないのに？

　そもそも全部で何軒あるかも知らないのに？

「あ、そーだ。桃もも乃の」

「はいっ！　何でしょうか、おねーさまっ！」

「この街に、メイド喫茶ってどのくらいあるの？」

　基本的に戦う事と食べる事──特に一大の手料理──だけが楽しみの鷹たか奈なと違って、桃乃は普通に『女の子』だ。同性に言い寄るところが特殊なだけで、おしゃれとか流は行やりのお店の情報は空手部の中でも一番詳しい。

　この子ならひょっとしたらメイド喫茶の事も知ってるかも。

「メイド喫茶？　おねーさま、そういうところに興味あるんですか？　だったらあたしも明日からメイド服をっ！」

「そ、そーじゃないっ！　今日の用事っていうのはちょっとそこに行かなきゃならないんだけど、具体的にどこの店なのか知らないからさ」

　口にしてしまってから後悔する。ここまで言う必要はなかったかも。

　でもまあ、喋しやべっちゃったものは仕方ない。とりあえず『一年以上前からある』という条件を教える。一大は、結構前からバイトしているのだから。

「この街のメイドカフェはどれも比較的新しいはずですけど……あ、一軒だけ！　あそこって確か……」

　顎あごの先に指を当てて考え込んでいた桃乃が急に声を上げた。

「心当たり、あるの？　教えて！」

　裸の肩を思わず両手でつかむ。

　桃乃の全身がいきなり真っ赤に染まって、触れている手にまで温度上昇が伝わってきた。

「……教えてもいいですけど、条件があります」

「な、何っ？」

　今度は手を離し、飛とび退のくようにして身構える。

　一体何を要求されるのか。

　まさかあんな事とかこんな事とか？

　それはダメ！　絶対ダメ！

　初めては好きな人と、ハネムーン先の海の見えるホテルでと心に決めているのに。

　あ、ちょっと待って。

　女の子同士ってひょっとしてノーカウント？

　そんな事ないってば！

　相手が誰でもあたしの唇は一つしかなくて、ファーストキスは一度しかないんだから！

　そんな事を考えていたら、シャワーから冷めたはずの体が妙に火ほ照てってくる。

「いくらあたしでも、こんな情報一つで無む茶ちやなお願いはしませんよぉ。おねーさまのお役に立てるのって嬉うれしいですし」

　自分の肩を両腕で抱だき、桃もも乃のがくねくね体をよじる。

「じゃ……じゃあ、条件って？」

　ほっとしたけれど、完全には安心できず疑いの眼まな差ざしで訊たずねる。

「これからそのお店に行くんでしょ？　だったらあたしも一緒に行きますっ☆」

「ちょ！　ちょっとそれは！　場所教えてくれるだけでいいからっ！」

　予想よりもずっとソフトな要求にも鷹たか奈なは尻込みしてしまう。

「ふふふ。中には結構分かりづらい立地のお店もありますよ。それにおねーさまがダメって言ってもあたしはあたしでそのお店に行くだけですもん」

「……うっ……」

　そう言われたらどうしようもない。

　しょせん一介のお客さんである鷹奈に、桃乃の来店を拒む権限などないし、さすがに実力行使で追い払う訳にもいかない。

「……分かったよ」

「ありがとうございます～っ！　ああっ、おねーさまとデートっ♡」

「そーいうんじゃないからっ！　一緒に喫茶店行くだけ！　いい？」

　念を押してから制服に着替え、桃乃の案内で駅前へと向かう。

　桃乃が言うには、鷹奈が探してるのは『スウィート・ドロップ』と言って、老舗しにせの純喫茶だったのが模様替えした店らしい。だからメイドカフェとしての歴史は一年弱だけど、店そのものはずっと前からあるという訳だ。

　じゃあ最初からメイドさん目当てだった訳じゃなくて、一かず大ひろが働き始めてからメイドカフェになったって事なのか──ほっとしてから、ほっとしてしまった自分に腹が立つ。

　別に本当の恋人同士とかじゃないし、そんな事気にする必要なんてないはずなのに。

　でも一大がえっちな本とかビデオとか見てると変な気持ちになるし。

　だいたいあいつが家の中であんなコスチュームとか出してるから悪いんだよ！

　そんな事を考えてると、いきなり半はん袖そでから出した素肌に、桃乃の手が絡んできた。

「おねーさま、腕組んで歩いてもいいですか？」

「組んでから訊きかないの！　デートとかじゃないって言ったでしょ！」

　思わず振りほどいたけれど、桃乃はまだニコニコしたままだ。

「ほら、おねーさま。ここですよ！」

　桃もも乃のが指差したのは、駅前のメインストリートから一本脇に入った道にある、雑居ビルの一階だ。

　メイドカフェというといかにもな女の子イラストが飾られてて、派手だけど安っぽいという偏見を鷹たか奈なは持っていたのだけれど、『スウィート・ドロップ』の店構えはアンティーク風で思ったよりシックだった。元が純喫茶だからだろうか。

　だけど油断は禁物──ドアの前で鷹奈は考える。

　スカートが短すぎるコスチュームとか、水着とかブルマとか、そういういかがわしい格好でサービスするような店だったら絶対に許さない。一かず大ひろのバイトも辞めさせる。

　具体的にどう許さないのかは考えてないけれど、鷹奈は拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

　繰り返すが、彼女の空手は熊殺しレベル。素手で鉄パイプを曲げるどころか引きちぎる力を持っている。

　本気で暴れれば、その辺の喫茶店などたやすく廃はい墟きよに変える事ができるのだ。

「ど、どうしたんですか、おねーさま。怖い顔しちゃって？」

「え？　な、何でもないよ」

　不安そうに見上げる桃乃に答えてから、まずい事に思い当たる。

　ここでは一大が働いている──はずだ。だけど桃乃には一大の事を自分の彼氏、しかも長い武者修行から帰ってきたばかりの最強の格闘家だと紹介してある。

　もしもメイドカフェで超ミニスカートに囲まれて、鼻の下を伸ばして働いている一大を見られたりしたら、どう説明すればいいのか。

　いいや！　その時はその時！

　堕落した彼をあたしのこの手で叩たたきのめして、真人間の道に引き戻すだけ！　つじつま合わせは後で何とかする！

　元々込み入った事を考えるのは苦手なんだし。

　いざ、尋じん常じように勝負っ！

　メイドカフェ来店というより、道場破りみたいな勢いでドアを押し開ける。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

「え？」

　思わずその場に立ち尽くし、きょとんと目を丸くする。

　確かにあいさつはメイドカフェの定番として鷹奈も知っているものだった。

　けれど、目の前にいるのはメイドさんではない。

　黒い礼服をまとった少年だったのだ。

　すぐに鷹奈は認識を改める。中学生くらいの男の子かと思ったけれど、紳士服を着た女の子だ。ずいぶん若いけれど、こんな子供まで働いているのだろうか。

「こちらへどーぞ」

　女の子がとてとて歩いて、鷹奈たちを席へ案内する。頑張って気取っても背伸びしてる感じがつきまとっていた。

「こ、これって一体……？」

「今日は男装執事デーなんですよ─。おねーさま、それを知っててこの店探してたんじゃないんですか？」

「男装……？」

「そうですっ！　男装の麗れい人じんに関心があるという事は百ゆ合りとの親和性も高いって本に書いてあったんですよ。だから絶対にこれはチャンス！」

「何の本よ、何の？」

「今度お貸しします。あ、一緒に見た方が楽しいかも」

「絶対やだ！」

　桃もも乃のがそんな風に勧めるという事は女の子×女の子のいかがわしい本に決まってる。

　そんなのは絶対パス。あたしはあくまでノーマルなんだから。

　きゅっと唇を結んで、席を探す。

　男装執事デーの効果なのか、男性客だけじゃなく女性ばかりのグループもいる。おかげでさほど広くない店内で、空いているのは奥のボックスが一つだけだった。

　さっきの中学生（？）の他にも、メガネの人とかおでこの広い人とかウェーブヘアの人とか、みんなモノトーンの執事スタイルで働いていた。

「……なんか思ったより上品っていうか……ちょっとカッコいいかも」

　恥ずかしい服装で、もっと騒々しい雰囲気かと想像していたのに。

「ああ……おねーさまがこんな風にタキシードや礼服を着こなしてくれたら……」

　男装の麗人たちと目の前の鷹たか奈なを交互に見つめて、桃乃はうっとりと愛用のデジカメを抱だきしめる。

「あたしはこういうのダメ！　似合わないもんっ！」

　子供の頃からがさつだとか男っぽいとか何度も言われたけれど、問題は気品だ。

「おねーさまは胸が大きいですもんね。でも大丈夫ですっ！　ぎゅっとサラシを巻いても押さえきれない膨らみのミスマッチ加減というのも、それはそれでエロス満点っ！」

「そういう事言いながらヨダレ垂らさないのっ！」

　あっちの世界に行ってしまいそうな桃乃の頭を小突いて、現世に呼び戻す。

「お嬢様、ご注文はお決まりでしょうか？」

　そうこうしているとウェイトレス──それともウェイターと呼んだ方がいいのか──がオーダーを取りに来た。

「え？　さ、真さな愛えっ？」

　店中じゆうの人間がこっちに注目するくらいの大声が出てしまった。

　目の前に立っているのは、親友の真愛なのだから。

　長い黒髪はアップにして男みたいな服を着ているけれど、見間違えるはずはない。

　華きや奢しやで柔らかな体の線は男性的ではないが、育ちの良さを感じさせる真まっ直すぐに背筋を伸ばした立ち居振る舞いが、執事スタイルをそれらしく見せていた。

　胸はサラシでも巻いているのだろうか。いつもより膨らみ具合はささやかだ。

「え？　ええっ？　た、鷹たか奈なさん……？」

　向こうも驚いた表情でこちらを見下ろしている。

「え、えーと……。真さな愛えのバイト先って、ここだったの？」

「は、はい。奇遇ですわね……あ、いけません。奇遇ですね。それはさておき、お嬢様。まずはご注文をお願いいたします」

　ほんの少しの差だけれど、一応は男っぽく真愛は言い直した。

「せっかくの執事デーなんだし、あたしはイギリスっぽくミルクティーにします。おねーさまは？」

「え、えーと……何にしようかな」

「お嬢様。本日は限定特製英国風カレーがお薦めですけれど、いかがでしょうか？」

　知っている人、しかも本物のお嬢様にこう呼ばれると腰のあたりがむずがゆい。

「あ、じゃあそれとミックスサンドと野菜ジュース」

「かしこまりました。それにしても鷹奈さん──いえ。鷹奈お嬢様がこちらにお帰りになられるとは、珍しいですね」

　メイドカフェなので女性客は『お嬢様』。来店じゃなく『お帰り』。

　お約束のせいで、真愛の口から出たのは変なフレーズになってしまった。












「今日はあたしとおねーさまのデートなんでーすっ！」

　両目を完全にハート形にして、桃もも乃のはくねくね体をよじる。

「まあ！　鷹たか奈なさんがお付き合いしているというのは女の方かただったのですか？」

「そうでーすっ☆」

「違う違うっ！」

　素直に驚く真さな愛えに、二人はそれぞれの答を返す。

「あたしにはちゃんとつきあってる彼氏がいるの！　桃乃だって知ってるでしょ？」

「でも今おねーさまとデートしてるのは桃乃ですもんっ」

「デートじゃない！　学校帰りに喫茶店に寄っただけっ！」

「友達みんなのグループならいざ知らず！　学校帰りに二人きりでお茶したら立派にデートなんですっ！」

「そりゃ男と女だったらそういう事になるかも知れないけど、あたしたち両方女だよ？」

「性別なんて些さ細さいな事ですっ！　むしろ女の子の事を一番理解できるのは女の子自身っ！　汚けがらわしい男──特にあの、名前がたった一五画しかないくせにおねーさまの恋人気取りの奴やつなんて論外ですっ！」

「一五画って……名前は関係ないでしょ」

　無む闇やみにエキサイトする桃乃を前に、鷹奈は大きくため息をつく。

「じゅ、一五画？」

　不意に真愛の顔が青ざめた。

　しかも指先がまるで字を書くみたいに小刻みに動いている。

「そう！　幼なじみという肩書きを悪用し、愛いとしのおねーさまにすり寄るふらちな一五画男がいるんですっ！」

　拳こぶしを握りしめて桃乃が熱弁する。

　説明を聞いて真愛の柳りゆう眉びがぴくんと反応する。

「あれ？　真愛、どうかしたの？」

「え、えーと……その……。少々気にかかった事がございまして」

「何？」

「今お二人が仰おつしやっていた事です。学校帰りに二人きりで寄り道してお茶を楽しんだなら、それはデートに当たるのでしょうか？」

「もちろんデートですっ！　だから今のこれもデートなんですよっ☆」

「違う違うっ！　あたしと桃乃はただのクラブの先輩後輩だからっ！　真愛ほどじゃないけど、あたしも中学からずーっと女子校で男の子と一緒に帰った事なんてないしっ！」

　向かいの席から身を乗り出して抱だきつこうとする桃乃を片手でブロックしながら、懸命に言い訳する。

「だってぇ！　おねーさまとあの一五画男と一緒にゲームセンター寄っただけでもデート扱いだったじゃないですかぁ。だったら今日のこれも立派にデートですっ！　既き成せい事じ実じつ達成っ！　これであたしと一五画男は少なくとも互角っ！」

「互角じゃないってば！」

　ずでんっ！

　手加減して軽く押し返しただけで、桃もも乃のは勢いよく着席する。

「か、勘違いしないでよ、真さな愛えっ！　あたしは幼なじみがここで働いているって聞いたから、仕事ぶりを確かめようと思っただけ！　本当にデートとかじゃないんだから」

「幼なじみ……というと、女性の方かたですか？」

「違うよ。男。その……例の、ほら」

　思わずうつむいた鷹たか奈なは、自分の頰ほおが熱く火ほ照てるのを感じていた。

　前に会った時の話と、さっきのやり取りで全部言ってしまったも同然だ。

　本当は頼んでやってもらってるニセ彼氏なんだけど。

『男』と言った途端、真愛がいきなり何度もぱちぱち瞬まばたきした。まるで不安を隠そうとするみたいに。

「そ、そうですか。男の方ですか？」

「うん……。あいつがウソついてるとか、後輩が勘違いしてるとかじゃない限り、ここで働いているはずなんだけどね」

『後輩』のところで親指を立てて桃乃を差す。

「あ、あの……っ！　幼なじみの方かたというのはひょっとして、以前にお話ししていた……例の方で、間違いありませんよね？」

　言わずもがなの事を、耳元に寄せられた唇が小声で囁ささやく。

「う、うん……。まあ、その……ね」

　合間に言葉を濁にごしたけれど、それでも肯定は肯定だった。

「つまり鷹奈さんと……小さな頃に結婚の約束をしたという……？」

　声には出さず、無言で肯うなずく。

「そそそ、そうなんですか！　ととと、とりあえずわたくし仕事に戻らせていただきます。では、ご注文、確かに承りました。ではっ！」

　すさささささささっ！

　なぜだか逃げるみたいな早足で真愛は下がっていった。

「あの人、おねーさまのお知り合いなんですか？」

「うん。友達だけど……」

「だったらあたしに確かめなくてもその人に聞けば店の場所分かったはずなのに。それをわざわざ質問したという事はっ！　それを口実にしてデートっ？」

「違うっ！　今の会話聞いてたら分かるでしょ？　ここで働いてたなんて知らなかったの！　えーと……。まず整理しなきゃ」

　しつこく食い下がる桃乃を無視して、鷹奈は考え込む。

　断片的にはいろんな情報が集まっているはず。それなのに頭の中で上う手まく線が結べない。

　考え込む。

　考え込む。

　ひたすら考え込む。

「どうしました？　考え事なんておねーさまには似合いませんわよ」

　ある意味失礼な事を言いながら、桃もも乃のが心配そうにのぞき込んでくる。

「大事な事なんだから、ちょっと黙ってて」

　熟じゆつ考こうらしく腕を組もうとしたけれど、胸がちょっと邪魔だ。仕方なくテーブルに両りよう肘ひじをのせて頰ほお杖づえをつくが、もちろん形だけそれっぽくしたところで考えが進む訳ではない。

　しかもなかなか食べ物が来ない。

「ちょっとー！　こっちの注文、まだですかー？」

「ご、ごめんなさーい……じゃなかった。申し訳ありません、お嬢様。本日キッチン担当が一人だけで、手が回らなくなっておりますぅ～。あ～んっ！　女性のお客さんがいっぱい来てくれるのは嬉うれしいけど、予想以上だよぉ～」

　他の席で女性客が文句を言ってるのに対して、さっきの中学生風が執事らしくない舌っ足らずな口調で言い訳と悲鳴を口にしていた。

「大変おまたセいたしまシた、お嬢サマ」

　そうこうしているうちに鷹たか奈なたちのテーブルに料理を運んで来たのは、真さな愛えではなく奇妙なイントネーションのウェイター（？）だった。

　特製英国風とか言ってるけど、要するにごく普通のビーフカレーである。ただし添えられているのが福神漬けではなく、洋風のピクルスだ。

「考えても仕方ないかな。いただきます──んっ！」

　最初の一口を何気なく舌に乗せた途端、稲妻みたいなパルスが脳裏に迸ほとばしった。

　基本はよくある業務用レトルト。ただし一手間かけてある。パックをお湯で温めたのではなく、中身を小鍋に移してスパイスやバターを足して軽く煮込んだのだろう。仕上げとして表面に生クリームのラインで、納得の英国風。

　この味付けの傾向には覚えがある。

　右手にスプーンをつかんだまま、左手をサンドウィッチに伸ばす。

　野菜サンドにはマヨネーズとマスタードに加えて、隠し味にぴりっと全体を引き締めるブラックペッパー。

　間違いない。

　食べ慣れた、大好きな味だ。

　そして同時に、頭の中でバラバラに散らばっていたパーツが組み上がっていく。

『一かず大ひろは間違いなくこの店で働いてる』

『真愛もここで働いている』

『真愛の彼氏は、店の同僚だと言っていた』

「──って言う事は！」

　真さな愛えの彼氏って一かず大ひろ？

　叫びそうになって、慌てて口を押さえる。

「どうしました、おねーさま？　カレー、美お味いしくなかったんですか？」

「う、ううんっ！　すっごく美味しいよ。あたしの好みにぴったり！」

　無む理り矢や理り笑顔を作ってごまかす。

　そりゃ当然好みには合う。いつも一大が作ってくれるのと似た味付けなんだから。

　確かに筋は通ったけれど、逆にますます混乱していく。

　一大はあたしと真愛の二ふた股またかけていたって事？

　あ、でも最初にあたしの方から『ニセ彼氏になって』と頼んだんだっけ。

　じゃあ真愛の方は本当の本気の本命？

　たかなはこんらんしている。

　ほとんど無意識に自分の頭をこんこん小突く。

「お、おねーさまっ？」

　たかなはたかなをこうげきした！　四ポイントのダメージ！

　どこかに抜け道はないか？

　そうだ！　真愛は彼氏をバイト先で世話になっている先輩としか言ってなかった。

　つまりここで一大以外の男性が働いていたら、そっちが真愛の彼氏という可能性があるじゃあありませんか！

　何て素晴らしい可能性！

　きっとそうだ。

　だって真愛が言っていた彼氏の人物像と、一大では全然違うし。

　教養あって上品なんてあいつのガラじゃない。

　確かに優しいっていうか、マメで働き者なのは確かだけど、ずーっとあたしと一緒に育ってきたごく普通の庶民なんだし。

　変なえっち本も読むし、ちっとも紳士じゃない。

「ねーぇっ！　真愛！　ちょっと来て！」

　大声で手を振り、真愛を呼び寄せる。

「な、何のご用でしょう、お嬢様？」

　男の服装が慣れないのか。緊張した様子で真愛が近づいてくる。

「ちょっと聞きたいんだけどさ。この店って、男は何人働いてるの？」

「きょ、今日はその質問はタブーですわよ……ではなくて、タブーとなっております、お嬢様っ！」

「そーですよぉ、おねーさま。それは無粋で・す・よ☆　さあ、性別を超越した世界に旅立ちましょうっ！」

「……そうか。ごちそう様。桃もも乃の、行くよ」

　スプーンを置くと、カチンと金属音が鳴った。

「え？　あの？　お、おねーさま？　せっかく来たんですから、もっとゆっくり二人きりの時を……じゃなくてお店の雰囲気を楽しみましょーよぉーっ」

　とか言いながら、席を立った鷹たか奈なの後を桃もも乃のはちょこちょことついてくる。

　店を出ても、頭の中のぐるぐる渦巻きは収まらない。

「えーと……ちょっと質問あるんだけどさ」

「は、はいっ！　なんでしょうか、おねーさまっ！　おねーさまのご質問とあれば、桃乃は何でもお答えいたしますっ！　今日の下着の色だろうとっ！」

　両目に無数の星をきらめかせて、桃乃が鷹奈を見上げる。

「ピンクのしましまでしょ？　それはさっきシャワー室で見たし」

「はうっ！　答えるまでもない事だったとは、羊ひつじ飼かい桃乃一生の不覚っ！　かくなる上は正解の賞品としておねーさまにこの肉体をっ！　どうぞお持ち帰りくださいっ。その上で下着の中身をじっくりとっ！」

「んなモンいらないっ！　そうじゃなくて桃乃の眼力を見込んでっていうか……。もう店から離れたから教えてくれてもいいと思うんだけどさ。あそこウェイターって全員男装の女？　本物の男が混じってたりしてない？」

「どうしてそんな事をっ？　まさかあの中におねーさまの意中の人がっ？　女の恋こい仇がたきがあらわれるなんて、桃乃まさかの大ピンチ？」

　桃乃の顔が一瞬で青ざめる。

「そ、そうじゃないっ！　あんたも知ってるでしょ！　あたしにはちゃんと前からつき合ってる彼氏がいるのっ！」

　実はニセ彼氏だけど。

　桃乃を諦あきらめさせるためだけなら、真さな愛えや早少女さおとめには最初から真実を話しても構わなかったはず。

　単なる幼なじみ。本当につき合ってる訳じゃない、と。

　だけど親友の二人にもウソをついてしまった。

　どうしてあんな風に言ってしまったのか、自分でもよく分からない。

　ただ一かず大ひろの事を本当の恋人みたいに話すのが嬉うれしくて、楽しくて、胸の真ん中がきゅっと温かくなって──。

「もちろん全員本当は女の人ですよ。この桃乃の嗅きゆう覚かく、男女のホルモンフェロモンを嗅かぎ間違えたりしませんっ！」

　ガチ百ゆ合りである事が奇跡的に役立った。

　元々メイドカフェなのだし、わざわざ『男装』執事デーと銘打ってるんだから、当然の答ではある。

「じゃ、あたしこっちだから」

「はい、おねーさま。名残惜しいですけど、今日のデート楽しかったですっ♪」

「だからデートじゃないってば！」

　桃もも乃のと別れ、一人歩きながら鷹たか奈なは頭の中に転がっている断片を選より分わける。

『男装のウェイター陣は間違いなく女性』

『ちっちゃい子は、キッチンで働いてるのは一人だけと言っていた』

『そしてカレーもサンドウィッチも一かず大ひろの味付け』

　もう結論はひとつしかない。

　あの店で働いている唯一の男性は一大。

　しかも真さな愛えが、一大イコール鷹奈の幼なじみと気づいたなら、当然鷹奈のウソも理解しているだろう。

　だってずっとあの店でバイトしてて、武者修行で世界中を回ったりしてないんだから。

「……カズは本当は真愛とつき合ってるのに、あたしの頼みだからニセ彼氏役を引き受けてくれたって事……？」

　あり得ない話じゃない。

「カズはちょっと優柔不断だけど、優しいもんね。幼なじみのあたしが頼んだら、イヤとは言いにくいだろうし……」

　幼なじみと呟つぶやくと、胸の真ん中がチクッと痛む。

　そうだ。本当はただの幼なじみ。恋人なんかじゃない。

　でもそれならどうして真愛は、さっき店でその話が出た時にこっちに文句を言わなかったんだろう。

　鷹奈が真愛の立場だったらいくら友達でも──友達だからこそ許せない。

　だって向こうはニセ恋人だって知らないんだから、彼氏が二ふた股またかけているとしか考えられないはず。

「あーっ！　もうっ！」

　ゴチャゴチャ細かい事を考えるのは性に合わない。

　夜空に向けて叫ぶと、鷹奈は猛ダッシュした。

　近くにある大きめの公園に駆け込んで広い空間を確保すると、気合いを入れながら氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの型を繰り返す。

「はぁっ！　ふんっ！　とあっ！」

　制服の短いスカートが翻ひるがえるのもお構いなし。

　ポニーテールを揺らしながら、ハイキックや回まわし蹴げりを空想上の敵へと打ち込む。

　熊や象でもイメージしたいのに、何な故ぜだか一大の顔や真愛の姿が思い浮かんでしまう。

「これじゃダメだってば！」

　思わず声が漏れる。

　二人とも普通の人間だ。鷹奈が殴ったら即死してしまう。

　それでも手足は止まらない。

　夜気の中に浮かんだ一大の姿がパンチを受けてもやもやと溶けて消える。

「てぃやああっ！」

　思いっきりジャンプして、虚空に跳とび蹴げりを放って着地する。

　大きな声に驚いたのか、茂みの中からいちゃついていたカップルが服を直すのもそこそこにガサゴソ飛び出してきたりする。

「ふぅうう……っ！」

　そんな事には構わず、鷹たか奈なは長く息を吐いて気持ちを落ち着かせようとする。

　もちろん意味もなく体を動かしたところで、冷静になれるはずなんかない。

　疑問は全然解決してないんだし。

　じゃあ結局のところ一かず大ひろを問い詰めるしかないのか？

　自分から頼んだ事で、何度も本気じゃないよニセの彼女だよって念を押したのに？

　これじゃむしろ会いづらい。

　もしも確かめて、言われたらどうしよう？

『真さな愛えと付き合ってるよ。だってお前とはニセだろ？　ただの幼なじみだし』

　そんな返事が戻ってきたらどうしていいのか──どうなってしまうのか分からない。

「あーっ、もうっ！　どうしてニセだなんて言っちゃったんだろ？」

　それが分かるなら──素直に言えるなら、最初からこんな事にはなってない訳で。

　物心つく前からずっと一緒にいるのが当たり前。

　どこかのタイミングでドラマティックな出来事があって、『幼なじみ』からの切り替えスイッチがオンになった訳じゃない。

　この気持ちがいつスタートして、どこからやってきたのか簡単に分かるような代物なら、マンガや映画やドラマであんなに手を変え品を変え描かれたりしない。

　思い出してみると、彼氏役を頼んだ時は軽い気持ちだった。

　形から入っただけなのに、だんだんその気になって。

　そういう目で見ると、一大って結構イケてるんじゃないかと思うようになって。

　何だかんだ言いながらあたしのワガママに付き合ってくれるし、失敗だって笑って許してくれるし。

　予想外のえっち本読んだりしてるけど、あれも年頃の男の子なら普通の範はん囲いだろうし。

　悩む鷹奈のポケットで、ケータイが電子音を奏でた。

　機械には疎うといし、面倒くさがりなので一大以外は全員デフォルトの着信音のままだから、画面で確認して初めて早少女さおとめからだと分かる。

「……何だろ？」

　大きく深呼吸して、今の気持ちが向こうに伝わらないようにしてから電話を取る。

「もしもし？」

『鷹奈？　大事な話があるの。何も言わずに、明日会って』

　きれいな声と明めい瞭りような発音で親友が告げたのは、真剣そのものの一言だった。




「ふぃ」

　ラストオーダーを終え、洗い物も片付けて、ぐったり疲れた一かず大ひろはキッチンの隅にある椅い子すに体を預けた。

　また朋とも店長の思いつきで実行された男装執事デー。

　ただし今度は即実行じゃなくてちゃんとコスチュームを調達し、ウェイトレス一同にセリフや歩き方の練習をさせ、宣伝もした。

　ただし『執事デーだからメニューもイギリスっぽいのにしようよ』というのは今日いきなりの発案。

　おかげで厨ちゆう房ぼうを受け持つ一大は、例によっててんてこ舞いだったのだ。

　だいたいイギリスっぽいメニューって何だ？

　あそこは食生活が残念な事でお馴な染じみの国だぞ。行った事はないけど。

　仕方がないんで、起源はインドでも日本にはイギリス経由で伝わったカレーライスにそれっぽく工夫して、後は紅茶のバリエーションを増やすくらいしかできない。

　しかもいつもの客層に加えて女性客まで大量に来店したから、注文の量もバリエーションも多くて、息をつくヒマもなかった。

　やっぱり厨房要員の増強は急務だ。

　経営陣（約一名）の行き当たりばったりを現場（約一名）のやりくりで何とかするにも、当然限界がある。

「でもまあ……今日は忙しくてある意味助かったかな……」

　疲れた肺からこぼれた息が弱々しい言葉に変わった。

　混雑している中でも自分の名前、聞き覚えのある声や口調なら耳が敏感に反応する。

　いわゆるカクテルパーティ効果という奴やつだ。

　だから鷹たか奈なが来店したのはキッチンにいても分かった。

　真さな愛えと一ひと悶もん着ちやくあるかと思ったのだけれど、男装執事デーだったおかげで結局うやむやになってしまったようだ。

　今回ばかりは朋店長の無責任な思いつきに助けられた。

　最悪の事態が回避された事を思えば、仕事で疲れるくらい──

「って、そうじゃないだろっ！」

　最悪というのは、このままの状態がズルズル続く事だ。気がつけばどんどん傷が深くなっている。

　だけど一体何をどうすればいいのか、まるっきり手がかりがない。

　三件とも女の子の方から頼まれた事なのだから『オレは悪くない』と全部ぶっちゃけて放ほうり投げてしまうのも一つの解決策だけど、あいにくそんな事ができる性分じゃない。

「本日はいつも以上に頑張ってましたわね。お疲れ様です」

　だらしなく椅子に腰を下ろしたままの一大に、真愛がカフェオレを差し出してきた。

「あ、ありがと……」

　カップを取ると手に感じるのは飲みやすい温ぬるめの温度だ。砂糖多めの甘い味が、全身の筋肉にじんわり染み渡っていく。

「ふぅ……このような服装も男性のような口調で話すのも初めてでしたけれど、何だかいつもと違う事をするというのはワクワクいたしますわね」

　ヘアピンを抜くと、アップにまとめていた長い黒髪がふわりと背中に落ちる。

　いかにも女の子らしくおしとやかな真さな愛えの男装は、倒とう錯さく的という程ではないけれど何だか妙な雰囲気だ。

「ところで一かず大ひろ様。『そうじゃない』と仰おつしやったのは何の事ですか？」

「え？　えーと……いや、その……何でもないんだ。はは……。やっぱり店長にお願いして厨ちゆう房ぼうの増員してもらわないといけないなーって」

　また話を逸そらしてしまった。

　本当の事を言わなきゃいけないと思いつつ、一度タイミングを逃してしまうとその場しのぎのごまかしが積み重なり、それがバリケードになって行く手を阻はばんでしまう。

　それに今はいつもの穏やかな笑顔だけど、早少女さおとめと一緒にいた時の態度を考えるとよっぽど上う手まく切り出さないと何かとんでもない事になりそうな気がするし。

「あの……っ！　一大様。唐突な質問で申し訳ないのですが」

「ん？　何？」

　ぬるいカフェオレが癒いやしてくれても、めいっぱい疲れているのは紛れもない事実。

　物事を深く考えたり、用心したりするだけの注意力は今の一大には無く、いきなりな問いかけにも無警戒に反応してしまう。

「先日街でお会いした際には、級友同士で放課後お茶などに立ち寄るのはありふれた事だとうかがいました」

　驚きでカフェオレを吹き出しそうになるのを辛うじてこらえ、どうにか飲み下す。

　こめかみのあたりにズキンと痛みが走った。

「そ、そうだよ！　あの時説明した通り！」

「ですがたまたま今日のお客様から『やはりそれはデートではないか』という指摘をいただきまして」

　和紙を貼はりつけたみたいな真愛の表情──いや、無表情。

　一大の背筋に冷たいものが伝わり落ちる。

「そ、それはほら！　学校によって空気っていうか雰囲気が違うんじゃないかな？」

　意識するより早く、舌が勝手に回転する。

「ウチの高校はそういう事についてはゆるいっていうか。つき合ってる連中も多いし、だいたい誰と誰がカップルかなんてみんな知ってるから！　そうでない組み合わせが何かの事情で一緒にいても、誰もデートなんて思わないの！」

「なるほど……。校風が違うというのは思い至りませんでしたわ」

「そうそう！　真愛さん、バイトも社会勉強なんでしょ？　だったら世の中にはいろんな人やいろんなグループがあって、それぞれで習慣も変わる訳なんだよ！　多様な価値観を受け入れ、多面的な見方を身に付ける！　それこそが社会勉強だとオレは思うんだ！」

　思わず拳こぶしを握りしめる。

　頭の内側で『この際だから全部言っちゃえ』と言う声と『バレたらマズい。何とかごまかせ』という声が左右から囁ささやかれている。

　どっちが天使でどっちが悪魔なのか、区別は不可能。

　両方悪魔のような気もする。

「確かに一かず大ひろ様の仰おつしやる通りですわね。わたくし、まだまだ世間知らずでした」

　真さな愛えの目元に少しずつ表情が戻ってくる。

　どうやら納得してもらえたらしい。

　果たしてこの状況を喜んでいいのだろうか。

　結局またごまかしてしまった。

「ところで、もう一つ質問をしてもよろしいでしょうか？」

　確かにさっきまでとは目つきが違うけれど、完全に朗らかになっている訳でもなかった。

　まだ微妙な眼まな差ざしが、一大に向けられる。

「な……何でしょうか？」

　緊張で口調が変わってしまう。

「約束というものについて、どのようにお考えでしょうか？」

「……そりゃまあ、大切だと思うよ」

　さっきよりは素直に答えやすい質問だった。誰だって日常的に、大小軽重さまざまな約束を交わしている。

　そもそも約束を簡単に破れるような性分なら、ニセ彼氏トリプルバインドなんて事態には陥おちいっていない訳で。

「わたくしもですわ。人と人が関かかわっていく上でそれぞれの気持ちはもちろん重要ですけれど、きちんと形式を整え、お互いの意志を確かめ合う事も欠かせないと思うのです」

「う、うん……。そうだね」

「もしも……もしもですよ。両立しない二つの約束を交わした場合は、先約とより新しい方と、どちらが優先されるべきとお考えでしょうか？」

「え？　えーと……何の話かな？　それは」

　一大のこめかみを、何な故ぜだか冷たい汗がつーっと流れた。

　油断してたら、実はさっきよりクリティカルな質問だった？

『両立しない約束』って何の事？

　例えば本当の恋人だったら二ふた股または道義的に許されないし、結婚だったら人の道だけじゃなくて法律にも背く行為だ。

　だけど一大はあくまでニセ恋人だし、あの三件はどれが先とも後とも言い難い。

「あくまで一般論とお考えください。例えば遺言状などでは、後から書かれた日付の新しい方が有効という事になっております。それにいくら先であっても、子供の頃の他た愛あいもない口約束と、ある程度分別がついてからの約束は同列には扱えないとわたくしは考えております」

　遺言状？

　一六年生きてて、マンガやドラマでしかお目にかかった事のない単語が、どうしてそんなところでさらりと出てくる？

　代々受け継つがれている財団の当主（予定）としては、そういう事も日常茶飯事？

　普通なら遺言なんて無縁の一かず大ひろだけど、先日鷹たか奈ながいきなり『カズを殺してあたしも死ぬ』とか言い出したし。

　言ってる事は支離滅裂意味不明でも、鷹奈の殺傷力だけは本物だ。

「え、えーと……真さな愛えさん。しつこいようだけど確認するよ。オレと真愛さんはあくまでニセの恋人同士、だよね？」

「え？　は、はい。そうです。つまりその……約束というのは……。そう、あの話をしようと思っていたのですわ。先日お願いした、家にいらしてほしいという件について」

　その場で考えたみたいに間の空いた説明だった。

　心臓のあたりをキリキリ締め付けていた緊張が、一気にほぐれる。

　そりゃそうだ。そうに決まっている。

　あくまでニセ恋人。

　本物だったら嬉うれしいけれど、そんな都合のいい展開を期待しちゃいけない。

　それに──前は『誰でもいいから彼女がほしい』と思っていたけれど、ニセとはいえ恋人みたいな事を経験してしまうと、そんな考えが恥ずかしくなってしまう。

「つまりこちらにもいろいろと事情がありますので、お招きするのがいつになるのかなかなか決められないのです。ですから不意にお願いしてもいいよう、なるべく他の予定などを入れずにいてほしいという事です」

「ああ、そういう事ね」

　志し束づかおばさんの都合などもあるから、余裕を見て日程を決めるのが難しいのだろう。

「は、はい。そういう事なのです」

　どこか落ち着かないというか、うろたえた様子で真愛が答える。

「えーと……。学校の事とかもあるし、悪いけど真愛さんの都合最優先にするって約束はできないよ」

「そうですか……。仕方ないですね。分かりましたわ。何しろ重要な事ですので」

　残念そうに真愛がうなだれた。

「それって単に志束さんにもう一度挨拶するだけじゃないって事？」

「わたくしもまだ詳しい話は聞いていないのです。ただ志束おばさまが『大事な話があるので、改めてお会いしたい』と」

　口振りからすると本当に深刻な用件があるらしい。

　つまり断ったり、ごまかしたりしたら真愛の立場が危なくなるような。

「でも、そういう事情ならオレも何とかするよ。真さな愛えさんから話があったら、できるだけすぐに応じられるようにしておく。だけどさすがにいつまでもその状態って訳にはいかないから、なるべく早く日付だけでも確定させるように志し束づかさんに伝えてもらえるかな？」

「はい。では、そのように」

　現実的な妥協点はこんなものだ。

　早少女さおとめや鷹たか奈なから何か頼まれる事だってあるし、真愛のためだけに全部断って待機という訳にはいかない。

　そういえば、例えば明日早少女から明後日つき合って欲しいと頼まれたとして、当日に真愛から『前からお願いしてた通り、今日来てください』とか言われたら──。

　どっちが先約という事になっちゃうんだろうか。

　今のトラブルのスタートにもつながる深遠な疑問に、一かず大ひろはずっと囚とらわれていた。





第２話　ガールズトーク・タイム（みんなのヤルタ会談編）







　鷹奈と真愛──昨日早少女からの電話で呼び出された二人は、いつもの喫茶店で向かい合っていた。

　もちろん真愛の方は自分で電話は取れないので、メイドの言づてで聞いたのだけど。

「きゅ、急に何の話でしょうね？」

「さ、さあね」

　お互いに相手から目を逸そらさない。

　先に来ていた真愛のカップはキャラメル色のミルクティーを満たしたまま、だけど湯気は収まっている。

　鷹奈がオーダーしたミックスサンドセットも手つかず。彼女が食べ物を放置するなんてよほどの非常事態だ。

　まるで周りの空気がカチコチに固まったみたいな居心地の悪さの中、鷹奈も真愛もぎこちない作り笑いだった。

　まるで『笑顔を崩した方が負け』の逆にらめっこ状態。

　昨日の話をどう切り出していいのか、お互いに量りかねているのだ。

　だって友達同士。それもただクラスが同じとか、そういう理由じゃない。

　敬意と憧れを抱いだき合っている間柄。憶測だけで変な事を口にしたら、その関係が壊れてしまう。

　鷹たか奈なにしてみれば『一かず大ひろの本命は真さな愛え。それなのに自分は無む理り矢や理りニセ彼氏なんか頼んでしまった』と思ってるし。

　真愛は真愛で『子供の頃に鷹奈と結婚の約束をした一大に、それとは知らずにニセ彼氏をお願いしてしまった』と考えている訳で。

　だけど素直に謝れない。

　だって先に頭を下げたら、相手の優位を認めてしまう事になってしまう。

　事情を知らないうちにそんな事はできない。

　事情が明かされない限りは、まだ五分と五分だ。

「さ、早少女さおとめさん、遅いですわね」

「そ、そーだね。あっちが呼び出したくせに」

　ズジュルッ！

　不自然な笑みのまま、鷹奈が野菜ジュースをストローで吸い上げる。

　早く早少女が来てくれないと困る──その思いは二人に共通していた。

　昨日『スウィート・ドロップ』で起きた一件の当事者だけがこうしているのは、あまりにも気まずすぎる。気まずさ大爆発だ。

　カラランッ！

　淀よどんだ空気を浄化する聖なる鐘のように、ドアに吊つるした真しん鍮ちゆうのベルが鳴った。

　鷹奈も真愛も、即座にそちらに顔を向ける。

「遅くなっちゃってごめんっ！　仕事関係でちょっと！」

　早少女は両手を合わせてウインクしながら二人に頭を下げ、アイスコーヒーを頼んで席に着く。

　えっち系ラブコメマンガ『キミの萌もえツボエグっちゃえ』が頓とん挫ざした代わりにアニメ化が決まった美少女バトルアクション『幻げん葬そうのソワレ』の製作は急ピッチで進んでいる。

　アニメ本編はもちろん先行リリースされるドラマＣＤの収録。さらには主役チームを演じる女性声優によるアイドルユニットでの主題歌やウェブラジオなどのプランが既に動きだしている。

　もちろん早少女もその一員。

　今までも教育番組やファミリー向け作品で複数のレギュラーを抱えていたけれど、どちらも早少女以外のキャストはベテランが多く、安定している現場だ。適度な緊張感はあるけれど、手慣れたスタッフにも支えられてゆったり落ち着いた気持ちで仕事ができる。

　こんな風に、短期集中型のスケジュールてんこ盛りというのは初めての経験だった。

　現状は本格始動に向けての準備段階だけど、実際に動き出したら体が追いつくかどうか。今度の週末だって急きゆう遽きよグラビア撮影が入った。

　だからこそ仕事が忙しくて他の事に構ってられなくなった時に後悔しないよう、みんなに集まってもらったのだ。

「それなら仕方ないけどさ。急に呼び出したりして何の話？」

「わたくしも、壇だんさんから伝言を受けてびっくりいたしましたわ。これほど急な呼び出しなんて、今までありませんでしたから」

　席に着いた早少女さおとめに二人が訊たずねる。

　ただし一度貼はりついちゃった表情はそう簡単に落ちないようで、どっちも微妙な笑顔のまま。

「うん……。その……ね」

　来る前に──いや。二人を呼び出した時には決心していたはずなのに、実行に移そうとすると心臓も喉のども竦すくんでしまう。

　決めておいたセリフを口にするのは本職のはずなのに。

　テーブルの下、膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　子役時代、『クラフトくらら』第一話の最初のセリフを言った時だって、ここまで緊張はしなかった。

「二人とも、彼氏とは上う手まくいってる？」

　決意とともに放たれた早少女の言葉と同時に、再び空気がカチカチに固化した。

「なななっ！　何言ってんだよ！　も、もちろん上手くいってるよ！」

「わわわ、わたくしの方も特に変わった事などありません。今まで通りですわ。ほ、ほら、早少女さんもご存じでしょう？　あの方かたともお知り合いなのですし」

「えっ？　真さな愛えの彼氏、知ってんの？」

「ええ。奇遇な事に、早少女さんの級友なのだそうです」

　身を乗り出した鷹たか奈なに答えたのは、訊ねられた早少女ではなく真愛の方だ。

「あの時の男性が間違いなくわたくしがつき合っている相手である事は、早少女さんも承知してますわよね？」

　有無を言わせぬ表情で、真愛が念を押す。

　意図は明白。自分と一かず大ひろがつき合っている事実を、第三者に保証してもらうためだ。

「あのさ……真愛。ちょっとあたしも確かめたい事があるんだけど。彼氏って、真愛と同じ店でバイトしている男、なんだよね？」

「そ、そうですけど……それが何か？」

　一秒前までの強気な態度が、いきなりうろたえる。

　ただしそれでも平静と強気を崩すまいとしているのは、真愛が受けてきた教育のたまものだ。

　決して激高せず、上品に、穏やかに。

　ただし下手に出ず、弱みは見せない。安易に譲らない。

　格式と財産を持つ名家の娘として、そういう態度を保つのは必須なのだ。

　たとえ世間知らずで純情で、恋には不慣れであっても。

「店では会えなかったけどさ。あいつ多分、あたしの幼なじみなんだよね」

「ど、どうしてそんな事が分かりますの？　顔を見ていないのでしょう？」

「間違いないよ。あの味付けは、間違いなくあいつの仕事。何度もあいつの手料理食べてるんだから絶対間違ったりしない。子供の頃に結婚の約束もしたし」

　鷹たか奈なもとうとう宣言してしまった。

　こっちはこっちで天性の最強ファイター。

　誰が相手でも、簡単に引き下がったりはできない。

　しかも退ひいて守ったりせず、ガンガン攻めるのが本来の性分だ。

　一かず大ひろの本当の気持ちが分からないという事は、真さな愛えがいくらアドバンテージを主張しても勝負が決している訳じゃない。こっちにだって『思い出』という必殺技がある。

　実のところはそこまで筋道立てて考えていた訳でもない。

　自分自身の気持ちもよく分かってなかったりするのだけど、考えるより先に行動してしまうのが鷹奈だ。

　にらみ合った二人の間で固まっていた空気が、激しい火花を散らしながら渦を巻く。

　マンガだったら背景に『ゴゴゴゴゴゴゴゴ！』と極太の書き文字が浮かび上がるシチュエーション。

　なまじ公平な第三者──と二人からは見える──早少女さおとめがいるから、ここで折れた方がずっと砂を嚙かむ事になってしまうのだ。

「ちょ、ちょっと待って！　二人とも落ち着いて、ボクの話を聞いてよ！」

　その間に早少女が割って入る。

　文字通り、身を乗り出して両手を差し伸べ、真愛と鷹奈の間に割り込む形だ。

「あいつ──八や木ぎ本もと一大は、ボクがつき合ってる彼氏でもあるの！」

　公平な第三者どころか、もろに当事者だった。

「ええっ？」

「どういう事ですの、それは？」

　それまでお互いだけに向いていたベクトルが、早少女方向へと二分される。

　もちろん臆おくせずにそれを受け止め、受け流す。

　大金持ちの令嬢でも無敵の格闘家でもない。

　だけど早少女は役者だ。

　小さい頃から大人たちの中で揉もまれてきたし、他人の感情を受け止めたり受け流したりするのは仕事のうちだ。

　自分の感情は持て余し気味だったりするのだけど。

　鷹奈と真愛の気持ちが行き場を失い、一瞬だけボックス席に真空状態が生まれる。

　その僅わずかなタイミングを逃さず、ウェイトレスは早少女のアイスコーヒーをテーブルに置き、すぐにそそくさと席を離れる。

　それを合図キユーに、早少女は大きく息を吸い込み、大事なセリフを一気に吐き出す。

「っていうか……ごめんっ！　真さな愛えや鷹たか奈なに話してたのは、本当の彼氏って事じゃなくて、ニセの恋人だったんだ」

　早少女さおとめの告白に、二人がきょとんと目を丸くする。

「ニセって……どういう事？」

「つまりつき合ってはいるけれど、本心から結ばれている間柄ではない？　早少女さんはそういうふしだらな人だったのですか？」

「ち、違うってば！　ニセってそういう事じゃないの！　形の上で彼氏役をお願いしただけなの！」

「……どういう事？　あたしにも分かるように説明してよ」

「ほら。ボク、昔あんな事があったから若い男の人がダメで……。でもこのままじゃ仕事に差し支えると思って。恋する女の子を演じるためには、そういう経験も積まなきゃいけないし。それで一かず大ひろに本気じゃなくていいからつき合ってってお願いしたの」

　ついに言ってしまった。

　三人の中で自分だけが一大を取り巻く状況を知っている。

　唯一の共犯者であるという強力な手札。

　このカードは一度切ってしまえばそれでおしまいだ。

　けれどこのままでは一大が八方ふさがりのまま。

　彼の苦しみと悩みを和らげるために、今こそカードの切り時。

　こんなに重い決意をしたのは、ニセ彼氏を頼もうと思った時以来かも知れない。

　衝撃の告白に、真愛と鷹奈がまた顔を見合わせる。

　だけどさっきまでの一触即発の気配とは違う。

　緊張は緊張なんだけど、どこか生ぬるい。

　むしろいたずらをしちゃった子供のグループが先生の前に引っ立てられて『誰がやったんです!?』と問い詰められているような空気だった。

　みんな仲良し。みんなでやっちゃった事。

　だけど先生は『誰か一人』を犯人として糾きゆう弾だんしたがってる。

「え、えっとさ……。あたしもなんだよね……その……ニセの彼氏っていうの？」

　真っ赤な顔の鷹奈が、人差し指一本で頰ほおを搔かきながら、ちょっぴり顔を伏せる。

「真愛は昨日の後輩見たでしょ？　女子校だから、ああいうのに言い寄られたりして……。だからカズに頼んだんだよ。ちゃんと彼氏いて、つき合ってるって思わせたくて」

「わたくしもずっと女子校ですけれど、そういう話は耳にした事はありませんが？」

「あ、あたしのトコと真愛のトコじゃ校風が全然違うのっ！」

　鷹奈が通う聖せい穹きゆう女じよ学がく院いんは世間では『お嬢様学校』なんて呼ばれているけれど、実態はちょっとリッチな中高一貫私立女子校でしかない。

　幼稚園から大学までエスカレーター式。中等部以降の外部入学枠ナシという、真愛が在籍している本物の箱入り娘を入れておく高級化粧箱とはレベルが違う。

「ああ。確かに学校ごとに気風が違うというのはよくある話ですわね。先日もそのような話をうかがいました」

「そんな事より真さな愛えはどうなの？　あ、あたしも早少女さおとめもニセ彼女だっていうんだったら……カ、カズの本命は……やっぱり真愛って事？」

　大きな瞳がわずかに潤んでいる。

　今にも涙が溢あふれ出だしそうだ。

「そ、それは……」

「どうなの？　真愛も何か事情があったんじゃない？」

　ためらい、口ごもる真愛に早少女が尋ねる。

「申し訳ございません。実を申しますと、わたくしも……」

　もじもじと指を絡ませながら、最後の告白も開封された。

「志し束づかおばさまから縁談やお見合いを勧められるもので、お付き合いしている方かたがいるという事にしたくて……」

「な、なんだ……。あははっ！　じゃあ三人ともニセ彼女なんだ」

　怒ってて、泣いてた鷹たか奈なの顔が、一気に笑いに変わる。

　目をつり上げた先生も、叱しかられそうな子供も、それぞれ自分の中にいる。

　相手を指差して『あいつがやったんです！』と言っちゃうのは楽だけど、きっと後からイヤな気持ちになる。

　だからこんな風に『自分も悪いんです』と打ち明けちゃう方がいい。

　三人とも、大切な友達なんだから。

「ところで、お二人が一かず大ひろ様に彼氏のフリを頼んだのはいつの事なのでしょうか？　子供の頃の結婚の約束などではなく、あくまでも現状につながる事として」

　真愛の質問に、また緊張が生まれる。

「それって普通は先にしたのが優先だよね？」

「あら？　わたくしは後からの約束の方が尊重されるべきだと思いますわ。先約があった上で、熟慮して決めたのでしょうから」

　言葉と気持ちの押し合いが再開された。

「ちょ、ちょっと待って！」

　早少女はまた間に入って、左右の顔を交互に見つめる。

「お互い、どっちの約束が先なのか分かってないんじゃない？　それなのにそんな風に言っちゃっていいの？」

「あ……！」

「そ、それもそうでした」

　二人ともポカンと口を開けた。

　ただし真愛の方だけが口元に手を当てて隠している。

　事実を知らないのに自然と鷹奈は先を、真愛は後の優位を主張した。

　もしも互いが言っている優先権と実情が逆だったらどうなってしまうのかを、全然考えないままベクトルをそっちに向けてしまったのだ。

「とりあえず、実際にいつ約束したか確認しようよ」

　そう言って切り出した早少女さおとめが、まず五月の日付を口にする。

「その日の放課後に頼んで、その場で引き受けてもらった訳」

「まあ。では同じ日だったのですね。わたくしも、確約をいただいたのはその日のアルバイトが終わった後でした」

「あたしもだよ！　バイトから帰った後だから、あたしが一番最後になっちゃうのか……。あ！　でも頼みがあるっていうのはずっと前に切り出した！　一週間くらい前に！」

「それを言うなら、わたくしも以前から一かず大ひろ様からできる事であれば何でも引き受けると聞いておりましたわ」

「けどさ。それって具体的にどんな事を頼むかってはっきりさせてない訳でしょ？　そういう話だったらあたしなんか子供の頃からずーっとだし」

　見事なまでに後先がグチャグチャになってしまった。

　これでは鷹たか奈なも真さな愛えも、胸を張って自分の優位を押し通せない。

　実を言うと、この状態に持ち込む勝算が早少女にはあった。

　もしも先に真愛や鷹奈とニセ恋人の約束をしていたのなら、早少女が話を持ちかけた時にもっとこじれたはずだ。

　一番先が自分という事が確定しているのなら、優先順位の問題である程度のイニシアティブは取れるし、こじれた話を軟着陸させられる。

　さすがにここまでややこしい事になっているとは思わなかったけど。

「……これでは、後先で争っても仕方がありませんわね」

「だね」

　真愛と鷹奈も、勝ち目が微妙なのを理解して苦笑を浮かべる。

　ほっ。

　二人には気づかれないよう、早少女は小さく安あん堵どの息をついた。

　これで予定通り。

　いきなり三人がこの場でカップや皿を投げつけあったり、引ひっ搔かきあったり、友達同士が憎み合うという事態は避けられた。

　鷹奈が本気になったら店そのものが残るかどうか怪しいし、財閥令嬢の真愛はもちろん、芸能人の早少女だってその身に何かあったら平穏な話ではすまない。

　そんな事になったら、きっと一大が責任を感じてしまう。

　実は事情を知っている早少女が全部ぶちまけるのではなく、鷹奈と真愛がそれぞれ真実を告白するという流れもベスト。

　後は三人一緒に仲良く一大に『ごめんね』と言えば、全部丸く収まるはず。

「でも……！　カズはあたしとつき合う……っていうか彼氏……じゃなくてニセ彼氏やってもらわないと困るよ！」

　いきなり鷹たか奈なが断言した。

「え？」

　早少女さおとめは目を丸くする。

　ここまで予定通りだったのに、いきなり予想外の展開。

　みんなで笑って手打ちして、丸く収める方向に進まないの？

「だ、だってほら！　真さな愛えが昨日見た通り桃もも乃のがすっごくしつこいしっ！　最低でも桃乃が諦あきらめるまでは頑張ってくれないとさ！」

　一気に言い終えると、鷹奈は放置していたサンドウィッチを口の中に押し込んだ。それ以上の言葉を塞ふさぐ栓か。それとも次に備えてのエネルギー補給か。

「それを言うならわたくしも同じですわ」

　真愛は真愛で、一歩も後退しない。

「差し迫った問題として、志し束づかおばさまとの会見が控えているのです。その際には一かず大ひろ様には今まで通り、将来まで見越した交際相手となっていただかないと」

　張り合った訳でもないだろうけど、真愛もミルクティーで唇を潤す。

　二人とも口元は笑っているけれど、目は真剣だった。声の調子も明るすぎて不自然。

「え、えーと……」

　ストローにかき回されたアイスコーヒーの氷がカラカラ音を立てる。

　残された早少女としてはどうするのが正解か。

『そんな風にワガママ言ったら一大が困るよ。みんなで謝っちゃおうよ』と言って、あくまでも無事着陸させるよう主張もできた。

　でも──。

「ボ、ボクだってそうだよ！　まだまだ未熟で、恋とか分からない事が多いし。目の前に迫った仕事をきちんとこなすためにも、一大につきあってもらわないと！」

　つい張り合ってしまった。

　理屈は後から。

　まず直感──いや。それよりも深い本能に近い部分が命じた。

『ここで引き下がってはいけない』と。

　三人が三人とも『ニセでも彼女』という現在のポジションを放棄したくないのだ。

　きっかけや理屈はどうであっても、今の気持ちは本物だから──たとえはっきり自覚はできなくても。

　首を揃そろえて一緒に一大に謝罪すれば、事は簡単。

　だけどそうしたら『じゃあこれ以上こじれないように、全員公平にニセ恋人やめちゃおう』なんて事になりかねない。

　性格的に女の子の頼みを断らないけれど、不公平なのも嫌がるのが一大だ。

　だからこそ現状ではニセ彼氏トライアングルの中心にいる訳で。

　もちろん自分だけが身を退ひくなんて論外。

　だったら結論は一つ──現状維持しかない。

　少しでも譲歩したり弱みを見せたりすれば、あっという間に他の誰かにつけ込まれる。

『一かず大ひろだけが、ニセ三みつ股またを知っている』という状態から『ニセ三股がバレているのを一大だけが知らない』という、新しいルールの下もとで。

　早少女さおとめは気づいた。

　今日は、ヤルタ会談だ。

　第二次世界大戦が終結する直前の一九四五年二月、アメリカのルーズベルト、ソ連のスターリン、イギリスのチャーチルという三首脳がクリミア半島に集まり、これからの世界秩序について話し合った。

　だがそれは、平和の始まりを意味しなかった。

　覇権を賭かけての次なる戦争のスタート──それも直接の砲火が飛び交ったりしない戦争。

　お互いに過剰な破壊力を手に入れてしまったから、核弾頭ＩＣＢＭを飛ばし合ったら地球そのものが粉々になってしまう。

　だから真っ向から戦ったりしない。

　とりあえずは己の領土を確保した上で影響力を広げ、敵陣営の力を削そぎ、いかにして最終的に世界の主導権を握るか。

　冷たく、静かで、言い換えればインケンな、新しい形の長い長い世界大戦。

　冷戦コールドウオーの始まりなのである。

　地球だって分割して支配できる。

　だけどたった一人の人間を分け合う事なんてできない。

「あ、そうだ！　ちょ、ちょっと提案っ！」

　勢いよく、早少女の右腕が挙がる。

「みんなそれぞれ事情があって、一大に助けてもらいたい。それは間違いないよね？　あくまでもニセ彼氏」

『事情』のところに微妙にアクセントを置きつつ、真さな愛えと鷹たか奈なを交互に見つめる。

「え、ええ。そうですわよ。やむを得ない事情がございますもの」

「あ、あたしだってそう！　ホント、どうしようもないって奴やつで」

　お互いをちらちら見ながら、ちょっと上滑りした口調で二人が答えた。

「でもボクたちがそれぞれ勝手な都合でデ……じゃない。鷹奈は後輩の子、真愛は志し束づかおばさんに会わせたいって事になっても、一大の体は一つしかないんだから、同時に両方やってくれるのは無理だよね？」

　もちろん不可能。

　早少女は一度その無む茶ちやを成し遂げるべく協力した事があるけれど、あれで上う手まくいったのは幸運というレベルを超えて奇跡の部類だ。

　もちろん奇跡を引き寄せたのは、一大本人が頑張ったからだけど。

　鷹たか奈なの期待にも真さな愛えの要求にも応こたえて、ビルの上と下を何度も行ったり来たりして、エレベーターが使えない時は階段を必死に上って。

　刃物を持ったストーカーに立ち向かって、ボクを守ってくれて──。

　思い出すと早少女さおとめの胸の奥がきゅんとうずく。

「う、うん。そりゃまあ……そうだよね」

「確かに早少女さんの仰おつしやる通りですわ」

「だからできるだけ予定がぶつからないように、ボクたちで調整できるところは調整する。そうすれば一かず大ひろにも迷惑かかんないでしょ？」

「そ、それがいいねっ！　うんっ、そうしよう！」

　鷹奈がパンと両手を打ち鳴らす。

「仕方ないですわね。一大様のためですから……」

　真愛が真剣というよりは深刻な表情で答えて、きっと唇を結ぶ。

　これでいい──早少女は胸を撫なで下おろす。

　一大が振り回されてにっちもさっちも行かなくなってる現状をクリアする。

　その目的だけは果たされた。

　冷戦でにらみ合う国同士だって地球が壊れてしまわないように、ちゃんと条約を結ぶのだから。

「ところで『調整の必要があり、可能な時はそうする』という事は、わたくしたち三人の中で誰かに優先すべき事情がある場合は、他の二人が譲って協力してくださる、という事ですわよね？」

　礼儀正しい笑みで口元を飾って、真愛が静かに身を乗り出す。

　しまった──！

　思わず顔を見合わせた早少女と鷹奈の脳裏には、同じセリフが浮かんでいた。

　事情の深刻さという点では、保護者から縁談を持ち込まれている真愛が一番シリアスだ。

　彼女はこの状況を利用して既き成せい事じ実じつを積み重ねようとしている！

「そ、そりゃそうだよ。でも言い換えれば別に調整とか必要ない時は何をしても自由だし、カズ自身の気持ちに任せていいんだよね」

　勝ち誇った表情の鷹奈の言葉に、今度は早少女と真愛の視線が絡んでつながった。

　学校もバイトも休みの日はある。

　だけど自宅には毎日必ず帰って、ご飯を食べて寝起きもする。一大との距離や一緒にいられる時間では、鷹奈が最も有利になる。

　早少女は自分自身の仕事もあって放課後や日曜はなかなか時間が取れないし、ニセ彼氏を必要とする大義名分もさほど強くない。

　戦時条約なし、無法状態での実力行使は回避したけれど、鷹奈も真愛も、しっかり自分の取り分を手放すまいとしていたのだ。

「と、とにかくさ！　ボクたちみんな『ニセ彼女』だよね？　別に一大に好きって言った訳じゃないでしょ？」

　早少女さおとめが念を押すと、二人も微妙な表情で肯うなずく。

「だからそれぞれ事情はあるけれど、あまりワガママ言って一かず大ひろを困らせたりしない方がいいんじゃないかな？　ボクたち、お願いしてる側なんだし、みんな友達なんだし」

「そ、そうだね。うん。あんまり勝手な事言うのもまずいよね」

「確かにわたくしの都合ばかりを優先して、一大様にご迷惑をおかけしたり、早少女さんや鷹たか奈なさんを困らせるのも宜よろしくありませんわね」

　二人の笑顔が、バツの悪そうなものに変わった。

　友達でも譲れない事はある。

　けれど譲れない事があっても友達だ。

　冷戦当時のアメリカとソ連だって、地球そのものをぶっ壊しかねない最終戦争なんかしたくなかった。相手が折れて諦あきらめて、自分たちと同じ考えを持つ仲間になってくれたならそれに越した事はないと望んでいた。

　憎みあって永遠にさよならするよりも、自分が最後の勝者になった時に『よかったね』って祝福してくれる友でいてくれる方が嬉うれしいに決まってる。

　とんでもない身勝手な願いなのは承知だけど、多分三人とも同じだ。

「それにしても、まさかみんな同じだったなんてね。ま、カズは昔からちょっと優柔不断っていうか、頼まれたらイヤって言えないタイプだったからさ」

　微妙な沈黙を破った鷹奈は、はっきりと『昔から』にアクセントをつけた。

「ええ。それはもう、わたくしも存じております。ですが彼の人柄は優柔不断ではなく、優しく、包容力があると評すべきでしょう。バイトとはいえ職場でご一緒しておりますから。仮に将来も仕事などでご一緒したとしても、一大様が信頼できる男性である事は、わたくしが保証いたしますわ」

『将来』を強調したのは真さな愛え。

「そ、そうだよねっ！　ボクも学校でいつも一緒だから、一大がどんな女の子にも親切なのは知ってるし」

　だから対抗上、早少女としては『いつも』と『どんな女の子にも』を強く打ち出すしかない。

「え、ええ。そうですわね。うふふ……」

「ホント、あたしたちって気の合う友達だよな。あははは……」

「うんうん。ボクもそう思う。はは……っ」

　ぎこちない笑顔。

　だけど、どんなにぎこちなくても笑顔でいたい──友達だという事。

　昔の偉い人は言っていた。

『戦争と恋愛は何でもアリ。どんな手段も正当化される』と。

　確かに戦争と恋愛は似ている。

　恋って何なのかよく分からない早少女さおとめだけど、その事ははっきり理解した。

　いや。自覚してしまった。

　大切な何かを守るため。あるいは手に入れるため。独り占めするため。

　絶対に負けられなくて、やってる最中には興奮しちゃって。

　そして──たとえ正当化されるとしても、ちょっと後ろめたくて。

　だからこそドキドキしちゃうものだという事を。





第３話　包囲網は狭せばまった







　その日は朝から雨だった。

　夏の盛さかりを目前に控えた梅雨明け前の最後の雨天で、気温も高いからかなり鬱うつ陶とうしい。

　もっとも教室の机に突っ伏す一かず大ひろに元気がないのは、湿気や暑さのせいではない。

　数日前の放課後、早少女と一緒にいるところを真さな愛えに見られてからこっち、ずーっと精神的に追い詰められている状態だ。

『スウィート・ドロップ』で真愛と鷹たか奈なが遭遇したのに何もなかったのは幸いだけど、あれはあれで新しい時限爆弾が埋め込まれたようなもの。

　あの日以来、鷹奈も真愛も何も言ってこないのがかえって恐ろしい。

　いっそ改めて問い詰められたら一から事情を説明しなおすチャンスなのに。

　おまけに相談相手になってくれそうな早少女は、この二日ばかり学校を休んでいる。

「おはよっ☆　一大っ♪」

「おわっ！」

　背中にいきなり、心地よい重さと二つの弾力。

　登校してきた早少女が、背中に抱だきついてきたのだ。

「お、おはようっ！　えっと……カゼは、もういいのか？」

　慌てながらも、どうにか話を合わせる。

　表向きは夏カゼという事になっているけれど、早少女さおとめが欠席していたのはインタビュー取材とグラビア撮影、それにウェブラジオの収録のためだ。

　知っているのは、クラスで一かず大ひろだけ。

「うんっ。一大が看病に来てくれたから」

　おおーっ！

　抱だきついたままぐりぐり胸を押し当てる早少女が明るく言い放った言葉に、教室内にざわめきが起きる。

「確か早少女さんって一人暮らしだよね？」

「そこへヤギちゃんが看病に行った訳？」

「彼氏ならそのくらい当然だよねー」

　ミキたち女子を中心にクラスメイトが盛り上がる。

「お、おい……っ！」

　周囲に悟られないよう、一大は小声で抗議する。

　そもそも仮病なのだから看病に行ったという事実も、もちろん存在しないのである。

「いいから話合わせて。ボクたちなら、そのくらいじゃないと不自然でしょ？」

　耳元に早少女が囁ささやく。

　確かに校内では誰もが認める熱烈バカップル。しかもどっちも一人暮らし。

　早少女がカゼで寝込んでいるなら、一大が見舞いに行かない方がおかしい。

「ああもうっ！　その時の光景が目に浮かんじゃうっ！」

　うっとりと目を閉じたミキが、自分の両肩を抱いてくねくね身をよじる。

「訪ねていったヤギちゃんがキッチンでお粥かゆ作って、パジャマ姿の早少女ちゃんにレンゲを差し伸べてふーふー冷ましてあげるのねっ！　早少女ちゃんは早少女ちゃんで『やだ。あたし、お風ふ呂ろ入ってないし……』とか恥ずかしがって。『バカ。今さらオレたちの間でそんな事とか気にするなよ』なんてヤギちゃんがかっこつけて！」

　ミキの一人芝居に、教室中のみんながうんうん肯うなずいている。

「『お風呂入ってないなら、オレが体拭ふいてやろうか？』『ううん……それよりも……汗かいた方が早く治るって言うよね……』『人にうつすといいんだぜ。早少女のカゼなら、オレが全部貰もらってやるよ』とかなんとかっ！」

「バ、バカっ！　そんな事してないっ！　現にオレはカゼ引いてないしっ！」

　一大は真っ赤になって両手を振り回す。

　病気がウソ。それ以前に彼氏彼女がウソ。

　それなのにみんなが変な事言うから、うっかりそのシーンを想像しちゃったじゃないか。

　何しろこっちは早少女のいろんな表情だとか、柔らかい感触だとか、ほんのりいい香りだとか、いろいろ具体的なディテールを知っちゃっているのだし。

　悪気がないのは分かっているけれど、こんなシチュエーションが既き成せい事じ実じつとして知れ渡ったら、かりそめの関係が終わった後で困るのは早少女さおとめの方じゃないか。












　自分は男だし、多少は泥被かぶったって構わないけれど。

「そ、そうだよ……。全部は……」

　なのに背中から離れた早少女は、ぽっと頰ほおを赤らめてうつむく。

『全部は』と言う事は『一部はその通り』という事じゃないか！

「そ、そうっ！　看病には行った！　お粥かゆも作った！」

　仕方ないから、一かず大ひろとしてはここを肯定するしかない。

「それにふーふーもしてくれたよね？」

　だから早少女！

　どうしてお前がそういう方向に持っていきますか？

　先に言われちゃったら話を合わせるしかないじゃないか！

「あ、ああ。それもやったけど、ミキちゃんが正解したのはそこまで！　そこから先の事は断じてやってないからっ！」

　これ以上先に進まないよう、力ずくでシャットアウト。

　一大の熱弁に、早少女はやっぱり赤い顔のままでうつむいている。

　頼むからここは一緒に否定してくれよ──頭の回転が速くて察しのいい早少女が、なぜか今回はこっちの意図を汲くんでくれない。

　そんな態度では『本当はもっと先があったんだけど一大はウソをついている。早少女は事実の方を思い出してて恥ずかしさのあまり言葉も出ない』みたいな勘違いも可能じゃありませんか？

　そんな状態のまま午前の授業が終わって昼休み。

「ね、一かず大ひろ。お弁当食べよ」

　早少女さおとめがやってくると、気を利かせて隣のクラスメイトが席を譲る。

　じゃあいつも通り屋上へ──と言いかけて一大は気づいた。この雨では、屋根のないところでランチという訳にはいかない。

　今日だけじゃない。これから夏本番になれば熱いコンクリのフロアと直射日光の挟み撃ちは辛つらすぎるし、冬は冬で風が冷たい。

　ニセ恋人のまま、教室でお昼というケースもこれから増えていくのか。

　仕方なく一大が机を動かし、二つが向かい合う形にしようとすると──。

「待って。これでいいよ」

　早少女は隣席から借りた椅い子すだけを、一大とは反対の位置に置いた。一個の机を二人で挟んだ形だ。

「これじゃ狭いだろ？」

「だからいいんじゃない。一大と近くて」

　普段は屋上に逃げられるから見られない、噂うわさのバカップルのランチ風景。教室のあちこちから、囃はやす口笛が鳴り響く。

　机の上に広げられた早少女謹製のお弁当は、いつも以上に豪華だった。

　白身魚の一口フライとチリソースを絡めた鶏とり団だん子ごをメインに、緑黄色野菜入りの炒いり卵たまごやきんぴらレンコンなど、栄養のバランスも考えられたメニューだった。

　そしてそれ以上に衝撃的なのは──

「おおっ！　あれはっ！　まさか実在したとはっ！」

　脇からのぞき込んだクラスメイトが、眩まぶしそうに目元に手をかざしながら叫ぶ。

　早少女が作ってきたお弁当、白いご飯の上には桜でんぶで大きなハートマークが描かれていたのである。

　皆が驚くのも無理はない。一大だって見るのは初めてだ。

「じゃ……じゃあいただきますっ！」

　だけどここで驚いたりしたら、いつも屋上でバカップルお昼のラブラブランチタイムをやっているという設定が不自然になる。

　どうにか平静を装いつつ、箸はしを伸ばす。

「待ってよ。一口目はいつものアレをやらないと」

　いつものアレって何だ──反論する間もなく、早少女は鶏団子を一つつまんだ箸を一大の口元に差し伸べた。

「はい。あーんして」

　おおおおおーっ！

　教室内が一斉にどよめく。

「あ、あれが噂うわさ……いや、伝説の『あーんして』かっ！」

「使い手は絶えて久しいと聞いていたが、まさか現代に使い手が残っていたとはっ！」

「てっきりツチノコやネッシーと同じで架空の存在だと思ってたぜ」

「悔しいっ！　悔しすぎるっ！」

　最後の叫びはタケシ。

　彼がつき合っているミキは料理が苦手で、お弁当の手作りなんて夢のまた夢なのだ。

「へー？　そんなに羨ましい？　だったらお口開けて。はい、あーん」

「ふごっ！　ほごごばぼごげぼ！」

　眉まゆをつり上げたミキは、売店で買ってきたパンを容赦なくタケシの口にねじ込んだ。

　周囲の反応はさておき、ここは早少女さおとめにつき合うしかない。

　内心の緊張を隠して開いた口に、鶏とり団だん子ごが放ほうり込まれる。

「美う味まいっ！」

　思わず声が漏れた。

「ひょっとして、鶏とり肉にくをミンチにするところから手作り？」

　口を突いて飛び出した疑問に、早少女は無言の笑顔で肯うなずく。

　自分でも大ざっぱながら料理をするからよく分かる。

　出来合いの鶏肉団子どころか、機械で挽ひいたのを買って作ったのでもない。胸肉を包丁で叩たたいて作った本物の自家製だ。

　粒がいい感じに不ふ揃ぞろいで、肉の食感が充分に味わえる。

　団子仕立てにしたのは、冷めても味が落ちないようにする工夫だろう。辛さの中に甘あま味みと酸味がほどよく馴な染じんだ中華風のチリソースが、淡泊な肉によく絡んでいる。

「美味いっ！　ホント美味いよっ！」

『あーん』をやったのは最初の一口だけ。後は一かず大ひろがちゃんと自分で箸はしを動かしているのだけど、それがどんどん進む。

　きんぴらのレンコンははごたえシャキシャキ。魚のフライはマスタードとマヨネーズで下味がつけてあるのでソース不要。おかげで衣のサクサク感が楽しめる。

「……これ、すごく手間かかってないか？　いつも以上に」

「ほ、ほら！　だって看病のお礼もあるし、寝込んでたおかげで今朝は早く目が覚めちゃったの」

　さらにウソが上乗せされる。

　だって本当は病気じゃなくて二日間仕事で大忙しだったはずなのだから。

　疲れて寝坊する方が自然で、弁当のために早起きなんて無む茶ちやだ。

　よく見ると、目が少し充血している。

「気持ちは嬉うれしいけどさ。無理してるんじゃないのか？」

　何しろ周囲の目もある。

　病み上がりを気遣った風に聞こえるように訊たずねてみる。

「いいの。だって一かず大ひろが美お味いしそうに食べる顔を見てると元気出るんだもん。ね？　どう？　これならいいお嫁さんになれるかな？」

　うぉおおおおおおおーっ！

　さっきよりもさらに大きな声の波がわき起こる。

「お嫁さんキターッ！」

「結婚エンドフラグ立った？」

「ついに言っちゃいましたよ？　どうお考えですか、解説のミキさん？」

「いやあ、今さら騒ぐ事じゃないと思いますね。きっとあたしたちの見てないところだと、あの程度日常会話でしょう。むしろどっちも一人暮らしなので、案外家族の存在が結婚に向けてはハードルになるんじゃないでしょうか？」

　地じ団だん駄だ踏んだりゴロゴロ転がったりする男子の横で、女の子たちも笑っている。

　何だか羨ましがられたり嫉妬されたりというより、オモチャとして面白がられているような気分だった。




　そんなこんなでどうにか昼休みを乗り切ったものの、屋上で人目を逃れて話し合うなんて事はできないから、早少女さおとめの真意を確かめるのには放課後を待つしかなかった。

「……で、どうしてあんな気合い入れた弁当作ってきたんだ？」

　帰り道で立ち寄った店で一大は疑問をぶつける。

　ちなみに選んだのは小さな喫茶店の、窓から遠い奥まった席。

　外からガラス越しに見えるようなポジションでは、また真さな愛えに見つかってしまう危険性もある──って、そんな風に逃げ回っているからドロ沼が深まるのだけど。

「迷惑だった？」

　少しうつむき、上目遣いで早少女が訊ねかえしてきた。

　ドキンッ！

　すがるような表情に、心臓が強こわ張ばる。

　一緒にいる時間が長いから多少は慣れてたけれど、早少女はとびきりの美少女なのだ。

　子供の頃からテレビの主役やってたくらいに。

「め、迷惑とかじゃないよ。すごく美う味まかったのは本当だし！　でも仕事も忙しいんだろ？　まさか毎度あんな凝こった弁当作ってたら……」

「大丈夫。今回は看病のお礼っていう設定があるから、その分気合い入れただけ。明日からは普通のグレードにするかも。さすがに毎日あのレベルじゃ疲れちゃうもんね」

「だからその毎日が大変だろ？　あくまでニセ彼氏なんだから、フリだけでいいってば。パンとか買っておいて屋上で食べたっていいんだし」

「で、でもっ！　これからの季節は屋上も使いにくいしね。ボクは基本的にほぼ毎日学校で一大に会う訳でしょ？」

「まあ、そうだな」

『毎日』のところに変にアクセントがついているのは気のせいだろうか。

　声のプロなんだからわざとだとしたら何か意味があるのか。

「公認バカップルで教室のみんなにも見られているんだし、それっぽくしないと不自然だよね？　もっともっとイチャイチャしないと！　せめて学校にいる間だけでも！」

　不必要なまでに力を込め、拳こぶしまで握りしめている。

「そりゃそうだけど、偽装工作に手間かけすぎて疲れたり寝不足になったりしたら本末転倒だろ？　早少女さおとめは仕事を大切にしろよ」

　美お味いしいし、気持ちは嬉うれしいけれど、余計な負担はかけたくない。

「う、うん……。でも自分が作った料理を好きな人に食べてもらうのが楽しいんだし……。も、もちろんそういうキャラ作りっていうか、本当の恋人だったらって話ね」

「そんなモンか？」

　鷹たか奈なにはいつもメシをたかられているし、バイトでもキッチン担当。誰かに料理をふるまうのは日常で、特にそんな楽しいとか嬉しいとかいう気分にはならない。

　母は専業主婦だけど、毎日の炊事でハッピーになってるようにも見えなかったし。

「それって一かず大ひろが食べさせている相手が、本当に好きな人じゃないって事じゃない？」

　妙に明るい声で早少女が指摘した。

「……それを言われると弱い」

　特に誰かが好きというのではなく、誰でもいいから彼女が欲しかったという不純極まりない動機。その事実は、これまでも何度となく早少女に抉えぐられている。

「あ。そうだ！　お互い一人暮らしなんだし、夏場は食中毒を警戒するって言い訳はできるよな？　だから毎日弁当じゃなくて、学食で一緒に食べるってパターンはどうだ？」

　これなら早少女に手間は取らせず、ニセ恋人としての偽装工作は遂行できる。

「それいいね。学食だと他のクラスや学年の人にも、一大とボクの事を見せつけられるし」

「はうっ！　しまったぁああっ！」

　そこまでは想定していなかった。

　既に屋上への扉に『バカップル御ご用よう達たし』なんて貼はり紙をされているのだ。

　今のところはクラスメイト以外には噂うわさレベルでしか知られていないのだが、このままでは全校生徒の目に触れる学食で『はい、あーんして♡』『あ～ん♡』をやる羽目になりかねない。

　しかも言い出したのが自分だから逃げ道ナッシング。

　こうなれば仕方ない。

『毒を喰くらわば皿まで』という言葉もあるし、学校では早少女につき合うしかない。

　いきすぎバカップルはともかく、早少女といるのが楽しいのも事実なんだし。

　往々にして毒とは甘美なものなのだ。

「じゃあ、それはそれでいいよ。ところで、一昨日はグラビアの撮影だったんだろ？　どうだった？」

　諦あきらめて息をつくと、一かず大ひろは話題を変えた。

「そうそう、聞いて！　すっごく緊張しちゃった。子役時代は毎週テレビに映ってたんだけど、ずっと声の仕事ばっかりだったでしょ？　仕事用にちゃんとメイクして撮影されるなんて久しぶりで」

　新作アニメ『幻げん葬そうのソワレ』のレギュラーヒロインは五人。

　既に一線級の若手人気声優が二人、ブレイク寸前が二人、そしてアニメ界ではほぼ新人のさつきほしみこと早少女さおとめ。

　五人集合したグラビアに加え、初お目見えの紹介も兼ねて早少女を単ピ独ンで推おしたページも予定されているらしい。掲載は来月発売される声優雑誌だとか。

「すごいな。何つーか……。本物の彼氏だったら『オレだけの早少女じゃなくなっちゃうみたいだな』とか言うんだろうな」

「そ、そうだね……」

「あれ？　ダメか？　練習相手の彼氏役として、本物ならいかにも言いそうだろうなって思ったんだけど」

　早少女の表情が曇るのを見て、一大は慌てて言いつくろう。

「そ、そんな事ないよ。うん。確かにそういう会話になるんだろうね。こういう時は……。あ、そうだ。いつか都合のいい時、ボクのウチに遊びに来てよ」

「ええっ？」

　唐突な申し出に、目を丸くする。

「だって看病のために来てくれたって設定にしちゃったでしょ？　もし何かの弾はずみでクラスの女子がボクのところに来て、その時に見た部屋の様子と一大の証言が食い違ったりしたらウソがバレるかも知れないでしょ？」

「そ、そりゃそうだけど……！　女の子の一人暮らしだろ？」

「ボクが一大ん家ちに上がったのは平気だったでしょ」

「男と女じゃ状況違うってば！」

「でも一大、鷹たか奈なの部屋とかには普通に上がったりしてるんじゃない？」

「あいつは例外っ！　男だとか女だとか、そういうの気にする前からの幼なじみなんだからっ！」

　向こうも遠慮なく入ってくるし。

　あれはあくまで慣れすぎた特殊ケースだ。

「だいたいどうしてここで鷹奈の話が出てくるんだよ。はぁ……」

　女の子の前で見せたい表情ではないけれど、やっぱり大きなため息が溢あふれてしまう。

「早少女は分かってくれてるからいいけど、どうにかして他の二人にも状況理解してもらわないと、こっちの身がもたないぞ」

「そ、その事だけど……多分、自然と上う手まくいきそうな予感っていうか……下へ手たに動くとかえってこじれそうっていうか……。きっと大丈夫だよ、ウン」

　早少女さおとめらしくもない、曖あい昧まいというか薄ぼんやりした言い方だ。

　つまりはっきりとは言えないけれど何か理由があるという事だろうか。

　自分自身に関かかわる問題なのだからもっと深く突っ込めるのだけど、女の子が隠そうとしている話を無理に聞き出すのはやっぱり苦手だ。

　本当の恋人だったら、こういう時はどうするのだろう。

　やっぱり気遣って踏み込まないのか。

　それとも思いやるからこそはっきり訊たずねるのか。

　あるいは言われなくても本当の事を察するのか。

　それも分からないから、自分はしょせんニセの彼氏止まりなのだろうか。

「……まあ、早少女がそういうなら……」

　結局一かず大ひろとしては『完全に納得はしてないけど、追及もしない』という態度で当座はスルーするしかない。

　早少女がいつか打ち明けてくれる事を信じて。

「う、うん。……ごめんね」

「何で謝るんだよ？」

　いけない。

　気持ちが追い詰められてるせいで、つい口調がとんがってしまった。

　早少女が何か隠してるにしても、これじゃまるで『彼女の浮気に拗すねてるダメな彼氏』みたいじゃないか。

「わ、悪い。その……オレも疲れてるみたいだ。仕事、頑張れよ。楽しみにしてるから」

「うん。ありがとう」

　早少女の答に、一大の口元が緩ゆるむ。

　やっぱり女の子から聞かされるのは、お詫わびよりも感謝の言葉がいい。




　名残惜しそうに『これから仕事の打ち合わせ』と言う早少女と別れ、一大は真まっ直すぐに帰宅した。

　雨だと困るのは、傘を差さなければならない事だ。

　当たり前といえばあまりに当たり前だけど、手が塞ふさがるので帰り道で買い物がしにくくなってしまう。一人暮らしはいろいろ面倒くさい。

「晩メシどうしようかなぁ……」

　スポーツドリンクのペットボトルと牛乳パック、未開封のベーコン一パックと卵が一個。後はバターやケチャップの類たぐい──一大が開けてみた冷蔵庫の中身は、まるで過疎の村かシャッター通り商店街のように寂しい状態だった。

　梅雨時や夏場は食材をあまりストックせずにこまめに使い切って買い足すのは生活の知恵だけど、こういう時には困る。

「米だけ炊いて、カンヅメかレトルトカレーかなあ」

　非常時の定番コースだが、せっかく昼に食べた美お味いしい弁当の記憶が残っているのに、腹を満たすためだけの食事で上書きしてしまうのはもったいないと思ってしまう。

　ぷるるるるるる！

　悩んでいると、不意に茶の間の電話が鳴った。

「珍しいな」

　呟つぶやきながら受話器を取る。

　家族から掛かってくるのももっぱらケータイなので、固定電話に出るなんてずいぶん久しぶりじゃないだろうか。

「もしもし？」

『八や木ぎ本もと様のお宅でしょうか？　わたしは天てん弓きゆう院いん家で働いております壇だんと申します。真さな愛えお嬢様の名代としてお電話差し上げました』

　若く、落ち着いた雰囲気の女性の声だった。

　落ち着きすぎていて、事務的を通り越して機械的な印象さえある。

『先日お嬢様からお伝えいたしましたご招待の件です。急ではございますが、今週の日曜にお迎えに上がりたく存じます。本来でしたら真愛お嬢様が直接お伝えすべきところではございますが、何分電話機が使えないものでわたしが代理を務めた次第でございます。当日、他にご予定はございますでしょうか？』

　幸い、日曜日には何の用事もない。

　少なくとも現時点では。

「はい、分かりました。その日で大丈夫です」

　また面倒な事になりそうだけど、前からの約束だし断る訳にもいかない。むしろさっさと片付けた方がいいだろう。

『ありがとうございます。では当日はわたしが車でお迎えに参りますのでよろしくお願いいたします』

　丁寧な挨拶を残して、電話は切れた。

　頭の中に、志し束づかおばさんの姿が浮かぶ。

　あの人を相手取り、真愛の彼氏にふさわしい人間を演じるとなるとまたいろいろ準備が必要になりそうだ。前は早少女さおとめが助けてくれたけれど、彼女も仕事が忙しいし、今回は自力で何とか乗り切るしかないか。

　ピンポーン！

　そんな事を考えていると、今度は電話ではなくチャイムが鳴った。

「はーい！」

「こ、こんばんはっ！」

　ドアを開けると、立っていたのは鷹たか奈なだった。

「お前、その格好は？」

　ほんの隣で必要なさそうなのにきちんと傘を差しているが、ポイントはそこではない。

　いつもなら家では部屋着と寝間着を兼ねたジャージなのに、今日はちゃんとした私服だったのだ。

　サマーニットのプルオーバーにデニムのミニスカート。

「い、いいでしょ、別にっ！　あたしだって気分で着替える事もあるのっ！」

「いや。今まであまり見た事ないから」

　率直な感想を口にすると、鷹たか奈なはぷっと頰ほおを膨らませた。

　このスカートには見覚えがある。確かデート──というか、あくまで桃もも乃のに見せつけるための偽装だけど──の時と同じ奴やつだ。

　という事は──。

「お前、そのスカート一いつ張ちよう羅らみたいなモンだろ。あんまり普段ばきにしない方がいいぞ。しかも今日は雨だし」

　一かず大ひろの知る限り、鷹奈のワードローブはあまり豊富ではない。

　動きやすさや丈夫さが最優先で、ジャージじゃなくても基本はパンツスタイルだ。

「い、いーじゃないっ！　別にっ！　そ、それよりさ。今日、ウチで晩ご飯食べない？」

「え？」

　頰のあたりがピクンと引きつる。

　ありがたい申し出ではあるのだけど、はっきり言って鷹奈の料理はヘタクソである。












　先日妙に張り切ってカレーを作ろうとしたけれど、できあがったのはインド悠ゆう久きゆうの歴史への冒ぼう瀆とくと呼びたくなるような代物だったし。

「ああ、勘違いしないで！　あたしじゃなくてママが作るの！」

　こちらの表情の変化に気づいて、鷹たか奈なは慌てて説明を始める。

「道場のお弟子さんからいいお肉貰もらったんで、スキヤキにしようって。で、あたしがいつもカズにご飯食べさせてもらってるでしょ？　そのお礼って事でさ。どうせ雨だからちゃんと買い物してないんでしょ？」

「そうだけど、よく分かったな」

「そ、そりゃ幼なじみだもんっ！　カズの行動パターンとか、一番よく知ってるのあたしだもんね」

　一番って、誰と比べての話だろうか。

「まあ、確かにな。じゃあ今日はありがたくご馳ち走そうになるよ」

「じゃあ、行こう！　もう準備できてるし！」

　ぐいっ！

　靴を履いた一かず大ひろを、鷹奈が強引に引き寄せる。

　肘ひじの触れたニットの胸が、むにゅりとたわんだ。

「わっ！」

「ほ、ほらっ！　近くても雨降ってるし。濡ぬれたら困るけど、わざわざこの距離で一本ずつっていうのも面倒でしょ？　べ、別に相合い傘とかそーいうんじゃなくてっ！」

　確かに理屈は通っている。互いの玄関まで数歩の距離だから、一大としては傘なしでもＯＫなのだけど。

「だったらオレが持つよ」

　鷹奈の手から傘を取り上げる。

「えっ？」

「お前、背低いからオレが持った方がいいだろ？」

　長身というほどではないけれど、一大だってクラスの男子の中では真ん中やや後ろくらいの背丈はある。

　小さな鷹奈がそれに合わせようとすると、傘を高く掲げるような形になってしまう。

「……うん」

　濡れないように鷹奈がぴったり寄り添ってくるけれど、それもほんの数メートルの事。

　すぐに二人は氷ひ魚お家の玄関に到着する。

「お邪魔しまーす」

「おお、一大くん。久しぶりだねぇ。いつもうちの鷹奈がお世話になって」

　お茶の間に通されると、カセットコンロを置いた低いテーブルの上座に、家長である鷲しゆう介すけがあぐらをかいていた。

　鷹奈の父で古武術氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの総そう師し範はんだけど、見た目に荒っぽいイメージは全然ない。

　いつもニコニコ笑ってるような細い眼めにメガネをかけていて、武術家というより日本史か何かの先生という雰囲気だ。

　ただし実力は紛れもない本物。

　若い頃は武者修行で世界中を巡って『静かなる凶きよう鷲しゆう』と恐れられ、国内でもオープン大会で何度も優勝をかっさらっている。

　親同士が旧友。家族ぐるみのつき合いが長いので、一かず大ひろにとって親戚以上の存在だ。

　父親の転勤に際して母や妹までついて行っちゃったのも、隣に氷ひ魚おさん一家がいるから大丈夫という安心感あっての事なのである。

「いえ。お世話ってほどでも。お互い様ですから」

　実のところ氷魚夫妻が忙しいので、一大が鷹たか奈なにご飯作ったりしてるのだけど。

　鷲しゆう介すけ自身の実績に加え二年生にして高校最強の鷹奈の評判もあって、滅神流の道場はそれなりに繁盛しているし、地元の警察やあちこちの学校の空手部、柔道部などへの出張指導もやっているのだ。

　朝の出がけに見かけて挨拶くらいはしょっちゅうだけど、こうしてじっくり話をするのは数か月ぶりじゃないだろうか。

「一大くんはしっかりしてるからねぇ。鷹奈とは大違いだ。こいつなんか一人暮らし始めたら三日と保もたないんじゃないか？」

「もうっ！　パパってば！」

　鷲介の冗談に、鷹奈が頰ほおを膨らます。

「はは……」

　笑ってごまかすけれど、実は一大も同意見。

　料理はできないし、その他の掃除や洗濯も苦手、浪費するような趣味がないから大きなトラブルにはなってないけれど、お金のやりくりも大ざっぱ。

「よっぽどしっかりした家庭的な男を捕まえないといかんな。もっともこんな性格だから、一大くんくらいしか貰もらってくれる人がいないんじゃないかなあ」

「え？　えーと……」

　ここはどう答えればいいのか。

　家族の前でもニセ恋人で通せばいいのか。それとも素直に否定した方がいいのか。

　だいたい鷹奈の理想は『自分より強い男』だ。その必須条件を満たした上で付随事項として『家事が得意な方がいい』というのはあるけれど。

　話しているのは鷹奈の父親だ。冗談であっても、自分がここで安易に肯定なんかしたら鷹奈の方が困るんじゃないだろうか。

　こいつだっていつかは自分みたいなニセモノじゃなく、本当に好きな男性と結ばれたいんだし。

　一大が返答に窮していると、台所の方から足音が聞こえて来た。

「はーい。準備できたわよ。一大くんも、いっぱい食べてね」

　牛肉や野菜をたっぷり乗せたお盆を手に、やって来たのは鷹たか奈なの母親・顕あけ美みだった。

「まままま、ママっ！　何て格好してんのっ？」

　娘が絶叫するのも無理はない。

　一かず大ひろだって開いた口が塞ふさがらない。

　顕美さんの服装は、セーラー服だったのである。

　黒に近い濃紺に白いライン、えんじ色のスカーフ、ボックスプリーツのスカート。

　典型的すぎてコスプレにしか見えない。

　というかコスプレ以外の何物でもない。

　しかもその上に、フリルつきのエプロン。

　はっきり言って顕美の見た目は若い。間違いなく鷲しゆう介すけと合法的に結婚して鷹奈を産んだのに、未いまだに二〇代の半ばで通る。

　多分並んだら志し束づかおばさんよりも年下に見えるんじゃないだろうか。

　おまけに鷹奈の巨乳は遺伝のたまもの。

　つまり顕美も出るトコ出てて、くびれるべき部分はきゅっと引きしまった見事な、完璧に成熟したプロポーション。

　一見二〇代半ば風、ただし髪型や顔立ちは派手目でアダルトタッチでフェロモン濃厚。

　そんな人がオーソドックスなセーラー服を着用したらどうなるか。

　はっきり言って、露出度高い格好よりもよっぽどいかがわしい。

　四〇目前は言うに及ばず、二〇代だってセーラー服は無む茶ちやだ。

「何って……いつも言ってるでしょ？　夫婦生活に適度な刺激をもたらす、ちょっとしたスパイスよ」

　しれっと言ってのける顕美。

「つき合いが長いと、どうしてもマンネリになっちゃうもんね」

　確か鷲介が高校生の頃、中学生の顕美が入門してきたのが二人の出会いだったはず。

　現在も、顕美は女子部の指導部長を務めている。

「だだだだ、だからって！　カズが来る時は普通の格好してよ！」

「うふっ☆　他人に見られるのがまた刺激的なんじゃない。鷹奈も一大くんを喜ばせたかったら、このくらいの工夫はしなきゃダメよ？」

「あ、あたしとカズはそーいうのじゃないもんっ！」

　よし。これで判明。

　家族の前ではニセ彼氏やんなくてもいいという事か。

　普通に、仲のいい幼なじみモードでＯＫ。

　さすがにここでも芝居しろとか言われたら気の休まるヒマがない。

「あら？　鷹奈はあんな事言ってるけど一大くんはどうなの？」

「カ、カズに訊きかなくてもいいでしょ！」

　この話題に踏み込まれたくないのか、鷹奈がまた真っ赤な顔で大声を出すけど、顕美はまるっきり動じず、ニコニコ笑ったまま。

　はっきり言って格が違いすぎる。

　前に鷹たか奈なにえっち本を見つかった時、コスプレ路線を激しく糾きゆう弾だんしていたけれど、ひょっとしたら母親のこういう態度が原因だったのか。

　鷹奈をあしらいながら、顕あけ美みは手早く平鍋に油を敷いて薄切りの牛肉を焼き、割り下を注そそぎ入れる。ざく切り野菜や豆腐も投入され、香ばしい湯気が立ち上ってくる。

「ま、とにかく食べて食べて。今さら遠慮するような間柄じゃないでしょ？」

「は……はい。いただきます」

　セーラー服の顕美に進められるまま、一かず大ひろは箸はしを伸ばして牛肉を嚙かみしめた。

「うんっ！　美お味いしいです」

　お世辞や社交辞令ではなく、率直な感想だ。

　一人暮らしは無難にこなせても、スキヤキや鍋物のように『たっぷり作ってみんなで囲む』からこそ美味しい料理とは縁えん遠どおくなってしまう。

　しかも質がいい。柔らかく、染みこんだタレが肉の旨うま味みをぎゅっと凝縮している。

　昼といい夜といい、今日は食べ物運大吉のラッキーデーだったのか。

「小学校の頃だよね。両方の家族で一緒にキャンプに行ったの」

「ああ。そんな事もあったな」

　鷹奈の話で思い出す。

　四年生の時だったか。二家族七人揃そろってテントを張り、川原でバーベキューを楽しんだりしたのだ。

「すごかったよね。ホタルとかたくさん飛んでて……。あたし、本物見るの初めてだったから」

「お前、最初は人ひと魂だまとか言って怖がってただろ？」

　思い出し笑いで、一大の口元が緩ゆるむ。

　はっきりと覚えている。

　日の落ちた川原、月明かりできらきら揺れる水面みなも。

　最初に茂みの中から小さな光が漂ただようように浮かんできて、鷹奈が『きゃっ！』と悲鳴を上げて飛びついてきたのだ。

　あの時は思わず『安心しろ。ボクが守ってやるから』なんて、アニメの主人公みたいな事を言っちゃったんだっけ。

　だけどすぐに後を追うように二つ、三つと光が飛び交い、数え切れないくらいに川面の上に流れ出し、天の川の支流が目の前に出現したみたいだった。

　そしたら鷹奈もホタルと気づいて『きれい』って目を見開いて──。

「は、初めてだから仕方ないでしょ！　あんな風に黄色く光ってふわふわ～って飛ぶとか、知らなかったんだもんっ！」

「熊と戦って勝つのは六年の時だけど、あの時もう大人と試合しても楽勝の強さなのに、幽霊は怖がるんだよな」

「だってオバケとかって実体ないんでしょ？　それって殴っても蹴けっても効かないって事じゃない？」

　話をしてるだけなのに、鷹たか奈なは不安そうに震えている。

「お前、本当にそういうの苦手だよな」

　幽霊に限らず、手で触れなかったり抽象的だったりする話題は、鷹奈の苦手分野だ。

　学校のテストは全般的に不得手だけど、あえて分ければ『もう起きてしまった事』や『実際にあるモノ』を覚える歴史や地理なんかはまだ何とかなる方。

　国語で『作者の考え』や『主人公の気持ち』を訊たずねられると完全にお手上げというのが小学校からのパターンだった。

「あたしの弱点、知ってるのカズだけなんだからね。誰にも言ったりしないでよ」

「安心しろ。喋しやべらないよ、絶対に」

　オバケの事も、苦手科目も。

　誰かの大事な話を、軽々しく第三者にはしない。何度も恋愛相談を受ける『いい人』をやってこられたのは、その信頼があるからだ。

　もっとも早少女さおとめ・鷹奈・真さな愛え関連の状況がややこしくなっているのも、その方針のせいなのだけど。

「二人だけの秘密だし……あ、あたしたちだけの思い出なんだからっ！」

「あたしたちだけって……。鷲しゆう介すけおじさんとかも知ってるだろ？」

　まさかキャンプの夜中に、小学生ふたりだけが川原を歩いていたはずもない。家族全員で涼んでいたのだ。

「だからそういう意味じゃなくって……！　あたしたちだけの思い出って結構たくさんあるよねって言いたいの！」

　妙にヤキモキしていた鷹奈が、まるでヤケになったみたいに一気に茶ちや碗わんのご飯を口に放ほうり込む。

「何だ、やっぱり気が合ってるじゃないか」

　ビールを飲みながら、鷲介が笑う。

「武術ばっかり鍛えたせいか、こんな乱暴者になっちゃってねぇ。この年頃になっても浮いた話のひとつもないし、将来嫁のもらい手がないんじゃないかって心配してたんだけど、一かず大ひろくんがいると安心だよ、うんうん」

　鷲介の顔が赤い。ビールが舌を滑らかにしているのか。

「そういう話がないのは女子校だからでしょ。オレから見ても鷹奈は美人だし、出会いさえあればきっとモテますよ」

　ニセ彼氏じゃないから、安心して思ってる通りの事を言える。

　ただ口ではこう言っていても、鷹奈に似合いの彼氏が想像できるかというと難しい。

　鷹奈と他の男が一緒にいるところをイメージすると、何だか頭の奥がムズムズする感じがして落ち着かない。

　きっと長いつき合いの中でも想定した事のない無理のある光景だからだろう──一かず大ひろはそう考えた。

「あ、あたしは別に……モテたいとかそういうの考えてないもんっ！　たった一人の運命の人と、相思相愛ならそれでいいんだもんっ！」

　言ってる事の乙女っぷりと、卵をからめた肉をわっしわっしと口に運ぶ勢いが全然似合ってないのだけど、それもまあ鷹たか奈ならしいと言えばらしいのか。

　やっぱり彼氏とデートしたり乙女っぽくしてるより、こっちの方が鷹奈として魅力的だ。

「そうよねー。わたしもお父さんとそんな感じだったし。一撃必殺っていうか、一ひと目め惚ぼれから結婚まで直行っていうか」

　元気にご飯を食べる愛まな娘むすめに、顕あけ美みが目を細める。

　セーラー服でさえなかったら微笑ほほえましい光景なのだけど。

「でもね、鷹奈。つき合いが長いとお互いに愛し合っていてもマンネリになるのは避けられないの。そんな時こそちょっとした工夫が必要なのよ。セーラー服とか裸エプロンとか」

「だーからーっ！　せめてそういうのは娘のいないところでやって～！」

「はっはっは。鷹奈も一大くん相手に、この程度のサービスはしてあげないとダメだぞ」

　とまあ、こんな冗談を飛ばしているうちはまだマシだったのだ。




「いいかぁ、一大！　勝負だ！　オレに勝てない奴やつに、娘は絶対に渡さんっ！」

　多分鷲しゆう介すけが言いたい内容はこうなのだろうと、一大は解読した。

　可能な限り実際の発音に忠実に表記すると、

『ひひゃはひほ！　ひょふら！　ほれひゃへはひふひ、ふへはっはぃありゃん！』

　こんな感じになるのだけど。

「は、はあ……」

　テーブルに片かた肘ひじをつき、真っ赤な顔でビールをあおり続ける鷲介に、一大は曖あい昧まいな笑顔で答える。

　思い起こしてみると飲んでいるのを見るのは初めてだった。鷲介がこんなにアルコールに弱く、しかも酒癖が悪いなんて知らなかった。

　既にスキヤキは──主に鷹奈によって──消費され、鍋もコンロも片付けられている。

「男なら拳こぶしと拳で勝負らっ！」

　シュンッ！

　鷲介の手刀が疾はしった。

　いや。正確に言えば、一大にはその動きは見えなかった。

　テーブルの上の、ビール瓶の首が切断された事から、何があったかを逆算したのだ。

「は、はは……」

　無理。絶対に無理。

　よしんば本気で鷹たか奈なと結婚する気でも、鷲しゆう介すけと勝負して勝つなんて不可能。

　鷹奈は小学校の頃に父親に勝利したけれど、それは彼女が論外に強いから。

　鷲介だって熊殺しは無理でも、牛くらいにだったら勝てそうな実力はあるのだ。

　もともとケンカは苦手だし、基礎の正拳突きしか教わっていない一かず大ひろが手合わせなんかしたら瞬殺される。

　しかも相手は酔っぱらい。

　動きが乱れる有利さよりも、自制心がない危険の方が優まさっている。

　というか、ただのお隣さんで幼なじみなのに、こんな恐怖に直面する羽目になったのはなぜですか？

　ニセ彼氏は女子校の後輩たちに見せつけるためであって、親は無関係でしょ？

「やめてよね、パパ！　酔っぱらっちゃってみっともない。カズが困ってるでしょ」

「うるひゃいっ！　お前は嫁にはやらんっ！　ずーっとパパのところにいろっ！」

「じゃ、じゃあ！　あたしがカズを婿むこにとって道場継つぐもんっ！」

　ちょっと待て！

　婿取りはともかく、そこでオレの固有名詞を出す必要はあるのか？

　お前の彼氏の最低基準は、自分よりも強い男だろ？

「だゃみぇらっ！　鷹奈は結婚しゃせんっ！　ずーっとパパのむしゅめらっ！」

「パパがそう言うなら、あたしは力ずくでも結婚するっ！」

　鷲介と鷹奈が構えを取るのを見て、一大の顔が青ざめる。

　この親子が本気で戦ったら、こんな木造家屋なんてあっという間に解体される。隣の我が家だって危ない。自分みたいな凡人は、超人バトルに巻き込まれて瓦が礫れきの下敷きだ。

　しかも何だか知らないうちに自分が焦点になっちゃってるし。

「はいはぁ～い。そこまでにしましょ」

　台所の片付けを終えて戻ってきた顕あけ美みが、パンパンと手を打ち鳴らす。

「あなたも飲み過ぎ。今日は早くお休みなさいな。一大くん、ごめんなさいね」

「ふみぃ～」

　顕美の肩に体を預け、鷲介がふらふらとフスマの向こうに消えていく。

「ふぅ……。じゃ、オレもこれでお暇いとまします。ご馳ち走そうさまでした」

「ま、待って！　あたし、送ってくから！」

「別にいいよ。この距離だし、もう雨も小降りみたいだし」

「近いんだから、送ってくのも手間じゃないよね？」

　そこまで言われると、無理に断る理由もない。もう鷹奈もサンダル履いているし。

　外は小雨というより霧雨に近い。小さな水滴が外灯を受けてきらめき、ありふれた住宅街の夜景を静かに飾り立てていた。

　外灯や窓の明かりが雨滴に照り返って、ホタルの群れにも見える。

　濡ぬれても構わないような雨量だけど、鷹奈は律儀に傘を開いて一大を見上げた。

「あ、あのさっ！」

　傘の中なのでいつもよりも距離が近い。頭一つ分、真上から見下ろすような感じだ。

　ニットのプルオーバーを持ち上げた胸の膨らみや谷間が、思いがけず目に飛び込む。

　視線を胸元直撃から逸そらそうとすると、目と目が合ってしまう。

　鷹たか奈ならしくもない、思い詰めたような表情。

「こ、ここ、今度の日曜っ！　付き合ってくれない？」

「何だ？　また例の後輩に何か言われたのか？」

「桃もも乃のは関係ないの！　あたしがカズに付き合って欲しいの！　そ、そう！　買い物！　買い物に行こうよ！　ほら、カズってば学校でもいろんな女の子の相談に乗ってるんでしょ？　だったらあたしの頼みも聞いてよ。ちょっとかわいい服とか一緒に選んで」

　父親にあんな事を言われたからという訳でもないだろうけど、さすがの鷹奈だって普通に異性を意識してるのか。

　まあ他に本命の男がいるならニセ彼氏なんか頼まないだろうから、今のところは『いつか出会う本当に好きな人』のための下準備というあたりに違いない。

「まあ、他の女の子の事はともかくオレとお前の仲だし、そのくらいはつき合ってもいいけど、日曜はダメだ」

「どうして？」

　形のいい眉まゆ毛げをきっとつり上げて、鷹奈が一かず大ひろを見つめる。

「そ、その……先約があるんだよ。えーと……その……そう！　バイト先の都合で！」

　ウソは言っていない。

　バイト先の同僚に頼まれて、ニセ彼氏をやっていて、彼女の家に招かれたのだから。

　あ。でも前に鷹奈も『スウィート・ドロップ』に来てたからこの話題はマズかったか？　あの日、鷹奈と真さな愛えがどんな話をしたのかは分からないけど、自分が下へ手たな仕切り方をして余計にこじれたり、二人が仲なか違たがいするような事になったらいけない。

　ここはいっそ前後の事情まで全部話しちゃった方がいいのか。

　一瞬のうちに、一大の頭の中がぐるぐる高速回転する。

「そ、そっか。バイトの都合じゃしょうがないね」

　表情はまだちょっと不満そうだけど、意外にあっけなく鷹奈は引き下がった。

　ちょっと違和感があったけれど『お前、それだけで納得してくれるの？』とか下手に突っ込んでヤブヘビになってもまずい。

「じゃあ買い物はまた今度でいいや。あたしとカズはお隣さんだし、親同士も知り合いなんだから、その気になればいくらでも時間は作れるもんね」

「まあな。直接買い物に行く前に、雑誌とかで下調べとかした方が効率いいし、それくらいなら晩メシのついでにでもつきあってやるよ」

「う、うんっ！　そうだね。じゃああたしも部活とか忙しいし、来週の早いうちにでも」

「買うならちゃんと普通のファッション誌にしろよ！」

　何しろ鷹たか奈なのセンスは微妙だ。

　ジャージ以外の私服姿をあまり見ないし、ニセ彼氏用コーディネイトに連れて行かれたのも世紀末救世主御ご用よう達たしとでも言いたくなるような怪しい古着屋だった。

　さすがにああいうセンスの雑誌なんて存在しないだろうから、これは取り越し苦労か。

「うん、分かってるって。じゃあおやすみねーっ☆」

　アスファルトの路面をぴちゃぴちゃ鳴らしながらスキップで去っていく鷹奈の後ろ姿を、一かず大ひろは妙な気分で眺めていた。

　何がそんなに嬉うれしいのだろうか。





第４話　八や木ぎ本もと一かず大ひろの建物探訪（超豪華お屋敷編）







　そして日曜日。

　空は晴天、風は涼しくさわやか。

　予定通り昼前に八木本家の前に迎えに来たのは、想像していた長いボディのリムジンなどではなく、ごく普通の地味なワンボックスカーだった。

「初めまして。自分が真さな愛え様のお世話係を務めております、壇だんマツリと申します」

　しかも運転していたのがメイドさん。

　年齢は二〇歳をちょっと過ぎたあたり。色白で端正だけど表情に乏しく、どこか人形めいた印象もある。髪は細く編んだ上に渦を描くようにまとめているが、解ほどくとかなりの長さになりそうだ。

　着ているのは『スウィート・ドロップ』の制服などとは違うシック＆ストイックなデザインで、実用本位の丁寧な仕立てになっている。

「この車ですか？　普通の街並みではリムジンが曲がりきれない角などもございますし、あまり目立つ車でお迎えにあがっては八木本様がご迷惑かと思いまして、使用人が所用で使っているもので参りました。ご不満でしょうか？」

「いえ。お心遣い感謝いたします」

　左手に花束を抱え、右手でネクタイの結び目を整えながら、一かず大ひろも軽く頭を下げる。

　ちなみにこっちは既に『対天てん弓きゆう院いん標準装備』になったブルーグレイのスーツ。

　真さな愛えの彼氏としては『紳士的で上品な教養ある男』という設定なので、このスタイルで通すしかない。

　後席に乗った一大がシートベルトを締めると、マツリはワンボックスを発進させた。ほとんどショックを感じない滑るような動き。

「リムジンとは違い車内バーがございませんので、ポットにお飲み物を用意いたしました。セルフサービスになってしまいますが、どうぞお召し上がりくださいませ」

　見ると、ドア内側のホルダーにステンレス製の小型魔法瓶がセットされていた。中身は温かいコーヒーだ。

「八や木ぎ本もと様はコーヒーがお好きだとうかがっております」

「ありがとうございます。あ、あの……メイドの人が運転手もするんですか？」

　マツリの見事なドライビングに、思わず訊たずねる。

「はい。もちろん自分の本業は家の中の仕事ですし、専門のショーファーも天弓院に勤めております。ただこの度はお嬢様の私的なお客様という事で自分が仰おおせつかりました」

　あくまでも淡々と、感情の籠こもってない口調でマツリが説明する。ミラーに映っている顔も、喋しやべるために最低限唇を動かしているといった感じだ。

　後ろ姿にも無駄な動きは一切なく、極めて精密に車を走らせている。

　一大は『メイドロボ』なんて言葉をつい連想してしまった。

　二人きりの車内は妙に気まずいけれど、この人相手にどういう話題を切り出していいのかも分からない。

　下へ手たな事を言ってボロを出してもまずいし。

「お嬢様から話はうかがってましたが、八木本様は非常に健康的で安心いたしました」

　そんな風に考えながら一大がコーヒーに口をつけると、マツリの方から話しかけてきた。もちろん顔は真正面を向いたままだ。

「ど、どうも……」

　多分褒められているのだろう。

　ただ一大はわざわざ言うほど健康という訳でもない。背も肩幅も標準だし。

「時に八木本様──」

「はい？」

「カーセックスに興味はおありでしょうか？」

　ぶっ！

　熱いコーヒーがリバースした。

「カ、カカ、カーセックスって？」

「ご存じありませんか？　カーは自動車、セックスはこの場合性別ではなく性行為。即すなわち車内での性交の事です。それとも性行為とは何かという事から説明した方がよろしいでしょうか？」

　辞書を読み上げているような淡泊な口調でマツリが尋ねる。

　そんな言葉が載ってる辞書があるかどうかは知らないけれど。

「いや、単語の意味は知ってるけどさ！」

「カーセックスを？　それとも性行為だけ？」

「両方知ってます！」

　叫んでしまってから、一かず大ひろは慌てて胸をさすって己を落ち着ける。

　ひょっとしたらこれも何かのテストかも知れない。例えば一大が本当に紳士なのかどうかを確かめるための志し束づかの罠わなとか。

　だとしたらあくまで冷静に上品に対処しなければ。

「ぼ、僕はそんな事には興味や関心はありませんよ」

「おかしいですね。八や木ぎ本もと様は健康な高校生男子。それは即すなわち煮えたぎる熱い獣欲でパンパンに膨れ上がっているという事ではないのですか？　車に乗ればカーセックス。ごく自然な連想かと存じます」

「違いますっ！　膨れ上がってませんっ！」

「膨れないという事は……まさか男性機能に何か問題でも？　そのような方かたであれば、真さな愛えお嬢様の相手としては問題ありと志束様にご報告しなければいけませんが」

「機能的問題とかないですっ！」

　大声を出してしまった事を、即座に反省する。

　真愛の関係者に対しては上品で紳士的な態度をキープしなければ。

「確かに高校生男子として性に興味が全くないと言えばウソになりますけどね。僕とあなたは初対面です。そういう事を気安く話すような間柄ではないでしょう」

　よし。これでＯＫ。

　気持ちを落ち着け、改めて替わりのコーヒーをボトルから注そそぐ。

「そうですか。残念です。せっかくいろんな体位が可能な広い車で参りましたのに」

　ちょっと待て。

　その文脈だと、相手は今車内にいるマツリ本人という事？

　何を考えてるんだ、この人は？

「カーセックスに興味がないという事は、つまり青あお姦かんの方がお好みなのでしょうか？」

　ぶぶっ！

　二発目リバース。

「あ、あ、青姦って？」

「青は青空を意味し、姦は姦かん淫いん。つまり野外での性行為を意味しています。なお、青空の意ではありますが、日中でも夜間でも問題ありません。車に乗ればカーセックスなら、一歩外に出れば青姦。大自然の中、開放的な環境で荒々しい獣のごとく存分に女体を貪むさぼるのです。そちらの方がお好みでしたら、屋敷に向かう途中で人ひと気けのないコースに外れますから、存分にお楽しみいただけるかと」

「好みじゃありませんっ！」

「車内も野外もお好みでないという事は……人前？　露出プレイなのですね？　それならそうと最初に言っていただければ。ただちに市街中心部へ向かいます。幸い今日は日曜。市中の人出は多く、観賞してくださる方かたには事欠かないはずです」

　本当にハンドルを切りかけている。

「それも違うっ！　あなた、僕を天てん弓きゆう院いんの家に連れてくために迎えにきたんでしょ！　真まっ直すぐそっちに行ってくださいっ！」

「どのようなプレイにも対応できますよう、本来の所要時間よりも一時間ほど余裕を見て参りましたのに……」

「いりません、そんな余裕っ！」

「そんなにお早いのですか？」

「そんな事はしないって意味です！」

　思い出した。

　確かメイドの壇だんさんというと、真さな愛えに『メイド服の下にスク水着用してスカートたくし上げ』とか、よからぬ事を吹き込んだ当人ではないか。

「……何でこんな人が雇やとわれてんだか……」

「八や木ぎ本もと様」

「え？　あっ！　そ、その……」

　静かな車内だ。

　思わず呟つぶやいてしまった小声が、マツリ当人に聞かれてしまったらしい。

「疑問に思われるのも当然でしょう。実は自分、中学を卒業してから英国に留学しておりまして」

　叱しかられるかと思ったら、マツリは相変わらずの冷淡な口調で身の上話を始めた。

「現地のハイスクールに通いながら、英国式のメイド・サーバントとして必要な作法を身に付けたのです」

　深刻そうな口振りに、思わず耳を傾ける。

　いくらイギリスでも二一世紀だ。

　ビクトリア朝さながらのメイドの働き口がそうそうある訳じゃないし、教えてくれる学校がある訳でもない。

　かつて名家の屋敷に仕えていたという老女を訪ねて教えを請うたり、図書館で古い文献に当たって当時の生活を調べたり。

　果てはツテをたどり、現代に残る数少ない裕福な名門の家庭で実地に学んだのだという。

「そ……それは、すごいですね」

　素直に感心してしまう。

　単純に経済的事情などで、すぐに働かなければならなかったという事ではないだろう。だったらイギリスに留学なんかできない。

「自分は子供の頃から憧れていたのです」

「メイドとして働く事に──ですか？」

「いいえ。メイドとして陵辱される事に」

　さすがに警戒してコーヒーを含んでいなかったので、三発目の噴射は避けられた。

「いわゆるエロゲーと呼ばれる類たぐいにあるようなシチュエーションに、非常に興味があったのです」

「その時は中学生だったんでしょ！」

「最初に興味を持ったのは小学四年生の時ですが？」

「よけいダメでしょ、それは！」

「単にメイド服を着ているだけのウェイトレスやなんちゃってコスプレでは興ざめというもの。やはり大きなお屋敷に仕え、きちんと仕事をこなす本物のメイドとして陵辱される事を夢に見て、そのために本場で学んできたのです」

　淡々と語るマツリの声を聞きながら、一かず大ひろは頭を抱えていた。

　車内で、しかもシートベルトを締めているのでなければずっこけて床に突っ伏しているところだ。ありがとう交通安全。

「英国はメイドの本場ではありますが、エロゲーがありません。帰国した後、天てん弓きゆう院いん家という本当の名家に奉職できたのは望外の幸運でした。ただ、ひとつだけ計算違いがありまして」

　一大は頭を抱えたまま。

　女性を邪険に扱うのは本意ではないけれど、この人の事はマトモに取り合わない方がいいんじゃないだろうか。

　いっそ寝ているフリでもしようか。

　いや。『恋人』の家に招かれている最中にそれはちょっと不作法か。

「ひとつだけ計算違いがありまして。ひとつだけ計算違いがありまして。ひとつだけ計算違いがありまして」

　抑よく揚ようはないのに、妙に強く押しつけがましい口調でマツリが繰り返す。

「……何ですか、計算違いって？」

　根負けして、一大は訊たずね返す。

「天弓院の屋敷には、現在自分を陵辱してくれる旦だん那な様がいらっしゃらないのです。志し束づか様は独身ですし。ですから真さな愛えお嬢様に恋人ができたとうかがった時には、心から喜んだのですよ。これでようやく夢が叶かなうと」

「……何を期待してるんですか、あなたは？」

「ナニを」

　あっさりと言い放つ。

　左手をハンドルから離し、握った拳こぶしのあらぬところから親指の先を突き出す。

「ですから八や木ぎ本もと様のような健康な肉体を持つ高校生男子と、真さな愛えお嬢様がお付き合いを始めたというのは、自分にとっても極めて喜ばしい事なのです。何しろ男子高校生と言えば連射性能が優れてますから」

　連射性能って何だ、連射性能って。

「……僕はまだこういう事言える立場じゃないかも知れませんけどね。真愛さんにあまり変な事を吹き込まないでください」

「しかし真愛お嬢様は箱入りというか、いささか世間知らずなところがございます。当人もそれを気に病んでいるようですし、世話係を命じられた身としては必要な知識は教えて差し上げませんと」

「世間知らずって言うなら、ちゃんと常識に属する事を教えましょうよ！　明らかに偏った事は避けて！　必要な事だけきっちりと！」

　そんな話をしている間に車は市街を離れ、どんどん山道へと向かっていた。

「道、こっちでいいんですか？」

　話を聞く限り真愛はかなり裕福な本物のお嬢様のはずだが、一かず大ひろが知る限り九く比ひ戸と市内にそこまで大きな屋敷などはない。

　彼女の家はどこなのか、前から気になってはいた事だ。

「はい。既にこのあたりは天てん弓きゆう院いんの私有地となっております」

　流れていく車窓には既に建物はない。よく整備された道路の両側は鬱うつ蒼そうとした雑木林だ。

「でもこんなところ、不便じゃありませんか？」

「車がありますから」

　登下校なども全部自動車で送迎。実は『スウィート・ドロップ』のバイトが終わった後も車で迎えに来ていたのだとマツリは説明した。

　そういえば真愛もバイトの出勤時には制服のままで来るから学校に通っているはずだけど、彼女以外にこのあたりでは見かけないデザインだった。

　どこの学校とか聞くのもぶしつけっぽいのでスルーしていたけれど。

「お嬢様が通っている学校は、全生徒が自家用車による送迎が原則になっております」

「それで困らないんですか？」

「困るような生徒は入学できないのです。幼稚園から大学までの一貫制で、中等部以降の中途編入枠はありません。もちろん駐車場も余裕を持って完備されてますし」

「そりゃまた……」

　鷹たか奈なが通っているようなのとは違う。本物中の本物のセレブ専用という訳か。

　普通なら学校でいろんな趣味や価値観を持った人間と出会って世間を広げていくのだろうけど、超お嬢様専用だったらそれも望めない。

　世の中を知りたいと思った真愛がバイトを始めたのも、そういう事情があっての事だったという訳だ。

　天弓院家では買い物などは基本的に指定の店から配達させ、急に必要になった物があれば使用人が買い出しに行く。医師も警備員も屋敷に常駐しているし、無関係な人間が偶然通りかかったりしない分、セキュリティ面も安全だという。

　この道路の周りにも目立たないようにカメラが死角なく設置され、招かれざる客を完全にシャットアウトしている。

「元々は現在の九く比ひ戸と駅の位置に屋敷があったのですけれど、戦後まもなく街の発展のために周辺の土地も含めて安く開放し、山の方へ移ったとうかがっております」

　庶民の一かず大ひろには想像もできないスケールの話だった。

「正面をご覧ください。あれが天てん弓きゆう院いんの屋敷でございます」

「ほぁあ……」

　カーブを曲がり、道の先に見えてきた建物に一大は息を飲んだ。

　さすがに『お城』というほどではないけれど、海外の伝統ある大学を思わせる巨大で風格ある建物だ。

　歴史ある本格洋風建築で、なおかつ人が住んでいる建物らしい『生きた』雰囲気。

　メインの建物ばかりではなく八や木ぎ本もと家より大きな離れが何棟もあり、青々とした芝生を敷き詰めた庭はサッカーができそうな広さ。おまけに空豆形のプールまである。

「真さな愛えお嬢様の曾そう祖そ父ふに当たる当時のご当主の方針で、こちらに移してからはいたずらに絢けん爛らんにするのを避け、実用本位にしたそうです。もう明治大正の華か族ぞくでもないという事で」

　淡々としたマツリの説明に、一大は開いた口が塞ふさがらない。

　これで実用本位なら、市の中心部にあった頃はどんな規模だったのか。

　ひょっとして駅前の中心街、全部天弓院のお屋敷？

「どうぞ。こちらでございます」

　さすがに使用人がぞろりと左右に並んでの『いらっしゃいませ』はなかった。

　それでも高い天井からシャンデリアが吊つるされた廊下を歩くのは緊張する。

　ここが本当の別世界。

　これに比べたら高級レストランやブランドショップなんて、まだまだ『庶民が普通に入っても構わない場所』だ。

　まるで雲を踏んでいるみたいに、足元がふわふわして落ち着かない。

　マツリの案内で通されたのは教室よりも二回りも広い部屋だった。足が沈み込みそうな絨じゆう毯たんが敷かれ、真ん中にアンティーク調の円卓と椅い子すが配されている。

「一大様、お忙しい中をありがとうございます」

「急でごめんなさいね。わたしの方もなかなか時間が取れなくて」

　部屋の中で待っていたのは、真愛と志し束づかだった。

　志束は前と同じようなスーツ姿だけれど、真愛は白とピンクのドレッシーなロングのワンピースだ。

　見慣れている真愛の姿はセーラー服とメイド服。

　どっちも制服なので、前の『デート』の時みたいに私服の彼女と顔合わせするのは特別な感じで、ちょっと緊張してしまう。

「今日はお招きいただきありがとうございます」

　意識して背筋を伸ばし、軽く一礼してから持参した花束を差し出す。

「まあ……」

「今日はくだけた招待なのに、気を遣わせてしまったみたいね」

　真さな愛えがぽっと頰ほおを染め、志し束づかが微笑する。

　くだけててこれなら、フォーマルに招かれたらどんな事になるのやら。

　勧められるまま腰を下ろす。

　調度などを見ても本格的な応接室などではなく、プライベートなお茶会などに使う部屋なのだろう。上座下座の違いがない円卓というのも、志束の心遣いだろうか。

　ほどなくマツリがティーワゴンを運んで来て、三人のカップに紅茶を注そそいだ。

　物静かで、洗練された仕草。

　こうして見ると本当に一流のメイドだ。エロトークの主とは思えない。

　お茶請けはマフィンやスコーン。昼食代わりの、英国式アフタヌーンティーのスタイルだった。

　クリームはもちろん、何種類ものフルーツジャムやマーマレードが用意されている。果物の粒が大きめで不ふ揃ぞろいなところを見ると自家製なのだろう。

「どうぞお気軽に。うちの料理人が、久々の若い来客という事で張り切って腕を振るいましたのよ」












　真さな愛えの笑顔と何気ない言葉の裏にあるものに、一かず大ひろは気づいた。

　それはつまり、この館やかたに友達が訪ねてきたりはしないという事だ。

　マツリから聞いた学校の様子では、そんな関係が望める学校だとも思えない。

　見える範はん囲いにボディガードを引き連れる事もなく、『スウィート・ドロップ』でアルバイトをする事が、真愛にとってはどれほど大きな飛ひ躍やくなのか。

　星を見上げ、風を招き入れるたった一つの窓。

　それを開く事を許した志し束づかの決心だって、一大に想像できるより重いものだったはずだ。

「さ。ご遠慮なさらずに」

「あ、はい。いただきます」

　真愛に促うながされ、真っ白なクリームをスコーンにつけて口へと運ぶ。

「ん……。美お味いしいですね。これ、普通のクリームとは違うんですか？」

　お世辞や社交辞令抜きの率直な感想だ。

　濃厚で、それでいて舌の上でほろりととろける味わい。

　鮮烈なミルクの風味が口いっぱいに広がって、スコーンの香ばしさと調和する。

「クロテッドクリームですわ。英国式のティータイムには欠かせないものです。もちろん自家製の作りたてですのよ」

　なるほど。牛乳らしさがしっかり残っているのは新鮮だからか。

「真愛は、アルバイト先で失敗とかしていない？」

「いえ。非常にしっかりしていますし、仕事ぶりも丁寧です。最近は慣れのおかげで前よりスムーズになっていますし、雇用主の大おお船ふねさんも感心しています」

　志束の質問に、すらすら答える。

　お世辞でもないし、真愛の立場を気遣って言いつくろった訳でもない。率直な感想だ。

　ズレたところはあるけれど、真面目まじめで一所懸命なのは紛れもない事実。

「何より真愛さん自身が働きたいという自主的な意欲を持っているのが、いい結果をもたらしているんだと思いますよ」

　さらに高い評価を付け加える。

　ニセ彼氏としての第一の使命は、真愛がバイトを続けられるようにする事なのだから。

　ただし、頭の片隅に別の考えも過よぎる。

　外の世界で社会勉強したいのはいいとしても、職場は別にメイドカフェじゃなくてもいいんだよなぁ。

　真愛さん、やっぱり無防備すぎるし。

　ある事ない事吹き込むマツリさんみたいな人が側そばにいるし。

「店長はもちろん、一大様のご指導あっての事です。わたくしなど、まだまだ未熟で」

　真愛が一大へ笑顔を向ける。

　これが悩ましい。

　彼女はこっちを信頼してくれている。

『スウィート・ドロップ』じゃないところで働くとして、自分も一緒について行くのか。

　あの朋とも店長を置き去りにしたら、それはそれで良心が痛むし。

「それはよかったわ……」

　志し束づかの顔の中で笑っているのは唇だけだ。

　レンズの向こうの瞳は、憂ゆう鬱うつに沈んで見える。

「あの……何かあったんですか？」

　呼び出されたのは、単にもう一度志束の評価に適かなうかどうかを確かめるだけでなく、別の事情があるのだろうか。

「あなた、真さな愛えへの気持ちに変わりはないわね？」

「それはもう。わたくしたちの絆きずなは永遠ですわよね、一かず大ひろ様」

　真愛がすすっと一大にすり寄って手を重ねる。

　真まっ直すぐに自分を見つめる潤んだ瞳は、言葉よりも雄弁に訴えている。

　これはかなり微妙な状況かも。

　もちろん真愛のためには肯定するしかないんだけど、自宅に招かれ、保護者の前で改めて宣言とかしちゃったら後戻りできないんじゃないだろうか。

　いや待て。

　真愛だってちゃんと彼女自身が納得できるだけの社会勉強ができたら、志束に全部打ち明けるに違いない。まさか他にアテがなくて取りあえず頼んだニセ彼氏と、本気で婚約とか結婚とかあり得ないし。

　一秒の間に考えを巡らせ、一大は決心した。

「もちろんです。まだ力不足の身ですが、真愛さんとは真剣にお付き合いしています」

　あーあ、言っちゃった。

　これでますますドロ沼が深くなったような気がする。

　でも真愛本人だって、いずれこの状態を解消するために動くはずだし。ここはこの流れに乗るしかない。

「二人の気持ちが本当なら……やはり話した方がいいわね」

　志束の表情はいつも以上に深刻だ。

「な……何の事でしょうか？」

　訊たずねる一大の手を、真愛がぎゅっと握った。

「どこで聞いたのか、真愛が男性とつき合ってるのを知った人が一族の中にいるの。それで相手の男性を検品させろと言い出して」

「検品……ですか？」

「わたしじゃないわよ。その男──三み隅すみがそう言ったの」

　志束もデートの席で一大を試したけれど、検品という言い方はさすがに癇かんに障る。上から目線でこちらを対等の人間扱いしてない感じがする。

「まさかその三み隅すみさんという人が、真さな愛えさんを見み初そめているのですか？」

　それで『彼氏』を目の仇かたきにしているとか？

「そんな事はありませんわ。三隅のおじさまは母の従兄いとこですから、わたくしよりもずっと年上です。もう結婚していて、わたくしよりも年上の娘もおりますわ」

　真愛の答に、ほっと胸を撫なで下おろす。

　あ。そんな安心しちゃっていいのか、ニセ彼氏なのに。

　こんな心配の仕方はまるで本物の恋人みたいじゃないか。

　いやいや。この場はいいんだ。志し束づかの前だし、本当の恋人なら当然するようなリアクションをするのが正しいのか。

　考えていると、自分の気持ちが分からなくなってしまう。

「あまり身内を悪く言いたくはないけれど、三隅は俗物よ」

　口にした言葉の汚けがれを洗うかのように、志束が紅茶を含む。

　一族の中には財団を解体して資産を分与すべしと主張する者がいるという話だが、三隅はそれとも違う。

　天てん弓きゆう院いん記念財団を丸ごと手に入れようと企たくらみ、そのために志束や真愛の失策を探し出して追い落とそうとしているのだという。

　傍ぼう系けいなので普通のやり口では当主になれない。せめて男子がいれば真愛と結婚させるという手段もあるが、それも敵かなわない。

「つまり、僕が真愛さんという個人ではなく天弓院の家にふさわしくない男性だとしたら、それを根拠に真愛さん自身や、交際を容認している志束さんの責任問題という形に持っていきたがっているという訳ですか？」

「察しがいいわね。その通りよ」

　志束が、らしくもないため息をつく。

「わたしとしてはあなたをそれなりに評価してるし、真愛の気持ちも尊重したい。だけど財団の事を考えると、甘い顔ばかりもしていられないの。もしもあなたが相応ふさわしくないという評価が下されれば、個人の感情を優先する事はできない。真愛との気持ちがウソなら、三隅の言い分を通さないため、わたしのところで門前払いにするつもりだったわ」

　え？

　まあその。本当のところはウソもウソ。ニセ彼氏頼まれただけなんだけど。

　自分がこの場でお相手失格という事になれば、真愛がバイトや何かで自由に行動する事は難しくなるだろう。

　ダメな男に騙だまされたという黒星が一つついてしまうのだから。

　ただしここで引き受けて三隅のテストでしくじれば、それに加えて志束の立場や、財団の後継者としての真愛の地位まで危うくなってしまう。

　最悪回避を考えるなら、ここで引き下がった方がいいけれど──。

　ちらりと横目で見ると、真愛はすがるような真剣なまなざしでこちらを見つめている。

　最悪って何だ？

　最悪はここで逃げたり『ニセ彼氏を頼まれた』と白状したりして、真さな愛えとの約束を破ってしまう事だ。

「期待に応こたえるという確約はできません。ですが僕は真愛さんのために、どんな難題だろうと全力で挑んでみせます！」

　言ってしまった。

　どうせ腰までドロ沼にはまって逃げられないなら、肩まで沈んでも似たり寄ったりだ。

「そう言ってくれると心強いわ。真愛の人を見る目に、間違いはなかったのね」

「ありがとうございます」

　軽く頭を下げつつ、内心は心臓が裏返るような気分だった。

　この屋敷で直接三み隅すみと対面し、作法や男らしさ、教養、審しん美び眼がんなどを確かめられる。しかも期日は一週間後──来週の日曜日。

「いつも急でごめんなさい。本当ならあなたの都合も考えて日取りを決めたいのだけど、三隅がどうしても譲らなくて。マナーに関してはわたしが保証すると言っても聞き入れなかったし……」

　似たような立場でも志し束づかは真愛の事を大切に思っていて、厳しいなりにできる事なら一かず大ひろが彼女に似合いの男性である事を期待していた。

　それに対して三隅という人は最初から否定的な目で見るはず。

　なるべく合格させようというテストと、ふるい落とそうとするテストの違いだ。

　これは手て強ごわい。

「いえ。お心遣い感謝します」

　前回のデートというか会食の時に比べると、志束の態度は軟化している。

　今言った通り、一大をそれなりに評価している証あかしだろう。

「三隅はエコール・ド・パリに属する画家のコレクターだから、多分そのあたりの質問をするんじゃないかしら」

「あの……エコール・ド・パリというのは？」

　聞き覚えのない単語だった。ここは下へ手たに見み栄えを張って知ったかぶりするより、素直に尋ねた方がいい。

「エコールは英語のスクール──パリ派、パリ流という意味で、二〇世紀前半にパリを中心に活動していた画家のグループですわ。互いに交流はありましたけれど画風や芸術理論は人それぞれなので、印象派のような意味での『流りゆう派は』とは異なります。例えばヴラマンクはエコール・ド・パリの一人に数えられますが、画風としては野獣派です」

　真愛はすらすらと立て板に水で説明するが、やっぱりよく分からない。

　要するに、そういう有名な画家のグループというか派閥があったという事なのか。

「天てん弓きゆう院いん記念財団は文化の保護育成のため、傘さん下かの美術館でも地元出身の画家を重点的にコレクションしたり、若手画家のバックアップに重点を置いているわ」

　志し束づかが説明を続ける。

　三み隅すみはそれが不満らしく、既存の収蔵品を売却した金で、分かりやすく箔はくがつく有名作品を購入したがっているのだという。

「例えば『モナリザ』や『ひまわり』みたいな、誰でも知っている絵が一枚あれば美術館の集客力は上がるし、入場料が高くてもみんな納得するかも知れないわ。だけど知ってる？　ゴッホは『ひまわり』をモチーフにした絵を何枚も描かいているの」

　その話はどこかで聞いた事がある。一かず大ひろは素直に肯うなずいた。

「すべての『ひまわり』を集めてまとめて鑑賞する事ができれば、一枚だけを見ている時よりも作者の狙ねらいや気持ち、それに時間と共に変化していったタッチが実感できるわよね？　まあさすがに『ひまわり』は高額すぎて、常設展示でそんな事をするのは世界中のどんな美術館でも無理だけど」

　その結果、本来なら並べて飾られるべき作品が地球の裏側に離れていたり、個人が秘蔵した挙げ句に所在不明になったりするケースもある。

「ですから作品の知名度だけではなく、もっと広い視野と展望の上で、きちんとした目的意識を持った美術館経営をしなければいけないはずなのです」

　志束の言葉を、真さな愛えが受ける。

「誰でも知っているような海外の著名作品の現物に触れる機会を提供する──それも意義ある事でしょう。ですが天てん弓きゆう院いん記念美術館では限られた予算の中で日本人画家の作品散さん逸いつを防ぎ、地元出身の若手芸術家を支援するのが常でした。わたくしは、その方針を守っていきたいのです」

　真面目まじめな表情を一大に向ける。

　世間知らずで常識に欠けるところはあっても、真愛は聡そう明めいな理想家だ。

　穏やかな口調の陰に、三隅に屈すまいという強い意志が感じられる。

「正直、僕は芸術の事とかよく分かりません。けど、お二人が言ってる事は理解できますし、素晴らしい考えだと思います」

　限られたリソースをどう振り分けて最善を目指すか。また破は綻たんを回避するか──今の一大にとっては身近な問題だ。

　女の子三人の要求に対して、体は一つしかないという意味で。

　今日だって、鷹たか奈なが買い物に行きたいと強引に主張していたらどうなっていた事か。

「ありがとうございます、一大様」

　真愛が、花咲くように笑った。

「世間知らずのわたくしだけではどうしても物の見方が偏ってしまう事がありますので、一大様のような視点でいろいろと意見していただけると、将来的にも非常に助かりますわ」

「え？」

　それはつまり今だけの話じゃなくて、今後も続く美術館とか記念財団の運営にずーっと協力してほしいという事ですか？

　そこまで要求されるのはハードル高いのだけど、きっと本気じゃない。

　きっと志し束づかにアピールするためのお芝居だ。

　ニセ彼氏の使命は、いつかは終わるはずだし。

「そ、そうですね。僕にできる事なら。もっともそのためにはまだまだ勉強しなければならない事が山積みですけれど」

　何しろエコール・ド・パリも知らなかったのだし。

「そう言ってくれると心強いわ」

「それは、志束おばさまも一かず大ひろ様とわたくしの仲を認めてくださるという事ですね？」

　ぐっと身を乗り出す。

　真さな愛えらしくもない興奮した動作だった。

「現状で、という事よ。三み隅すみよりは八や木ぎ本もとくんの方が期待も信頼もできるわ」

　言葉の端々に、三隅への不満がにじみ出ている。

　厳しい状況だが、志束は中立というよりややこちらの味方らしいのが救いか。

「大丈夫です。わたくしと一大様の仲を引き裂く事など、誰にもできませんわ」

「そ、その気持ちは嬉うれしいよ。うん。僕も真愛さんのために頑張る」

　志束が目の前にいるからか。こちらを見つめる眼まな差ざしが妙に真剣というか、力が籠こもっているのがちょっと怖い。

　あくまでニセなんだよね？

　一大からも視線で訴えるけれど、真愛からそれらしいリアクションはない。

　まさか気づいてないとか？

「あの、おばさま。男らしさという事で、三隅のおじさまが試合を挑んでくる可能性はありませんでしょうか？」

　志束の眉まゆがぴくんと動いたのは、真愛の意見に思い当たる点があったからか。それとも『おばさま』と呼ばれたからか。

　しかも今回は真愛の両親と同世代の『おじさま』と並列だし。

「……そうね。あり得ない話じゃないわね」

「試合って？」

「三隅のおじさまは空手をたしなんでいますの。『地位や財産は言うまでもなく、男というのはやはり最後は裸一貫、己の強さを持っていないとな。そういう強さが、人の上に立つ人間には必要なんだ』と口癖のように」

　真愛は何気なく説明しただけだが、志束の表情が曇った。

　会った事もない三隅という男の人柄が、一大にも何となく想像できた。

　要するに女性である志束や真愛への当てつけとして、ズレた男らしさを誇示して『自分の方が当主にふさわしい』と主張してる訳だ。

　もっとも真愛には通じていないみたいだけど。

　腕力や武力だけが男らしさの基準だとは、一大は思わない。

　そんな事を言ったら、世界で一番男らしいのは鷹たか奈なという事になってしまう。

「八や木ぎ本もとくん。あなた、格闘技のたぐいは？」

「えっと……古武術をほんの少しかじっただけです。三み隅すみさんの腕前は？」

「黒帯を授かっているそうですわ」

　という事は有段者？

　ストーカーなら鷹奈から教わった正拳突きだけで倒せたが、きちんと稽けい古こしている人と手合わせするのはさすがに無理か。

「黒帯と言っても実力だけで受けた訳じゃないわ。道場への寄付金で買ったようなもの。わたしから八木本くんに心得がある事を伝えておきましょう。まるっきりの素人しろうとならともかく、多少でも使える相手には勝負は挑まないはず。年齢も一〇代と四〇代で向こうが不利なんだし」

　一安心だが、油断は禁物だ。

　直接の手合わせはなくても演武くらいは要求されるかも知れない。

　いや。今の話から想像できる、古くさいマッチョを振り回すような男なら、真さな愛えの目の前で一かず大ひろを叩たたきのめす事を考えるだろう。何しろ初心者ＶＳ黒帯だ。

　これは鷹奈に相談した方がいいだろう。

　ただ詳しい事情は話せないから、またいろいろと面倒くさいのだけど。

「じゃ、この話はここまでにしましょう。少しは楽しい話もしないとね」

　志し束づかの宣言で話題は他た愛あいもないものに変わり、二時間ほどでお茶会は終わった。

「今日は本当にありがとう。帰りも、壇だんに送らせるわね」

「あの……志束さん」

　立ち上がった志束に素早く近寄り、小声で話しかける。

「何かしら？」

「壇さんの事なんですけど」

　来週の件でいっぱいいっぱいになってしまって、この事を忘れていた。

　あんな要注意人物は真愛の側そばに置いておかないよう警告しなければ。

「彼女が何か？　若いのに勤勉で有能で、よくできたメイドだけど」

　いや。それって裏の動機がありますから！

　言いかけて、口をつぐむ。

　世間知らずの真愛が気づいていないのは仕方ないとしても、志束にバレていないという事は屋敷の中では完全にネコを被かぶっているという事じゃないか。

　その前提で『この人は陵辱されたがっている変態メイドです』だなんて主張したらどうなるか？

　受け入れられたばかりの一大より、ずっと働いているマツリの方が信頼度は上だ。

　マツリが疑われるより、一大が『メイドにあらぬ妄想を抱いだいている』と判断されちゃうんじゃないだろうか？

　最悪『メイドさん目当てでお屋敷持ちの真さな愛えに近づいた』なんて邪じや推すいだってあり得る。

　自分があらぬ誤解をされるのももちろん困るが、ここで一かず大ひろが失格脱落したら何より真愛が困る。

「い、いえ。その通りですっ！　非常によくできた素晴らしい人だと思いますっ！」

　慌てて取り繕った一大の態度に、志し束づかはきょとんと首を傾かしげた。

「ただ、その……仕事が忙しいのも理解できますけど、もう少し真愛さんと密接にコミュニケーションを取った方がいいんじゃないでしょうか？　壇だんさんに任せっきりじゃなくて」

　さすがにマツリ問題をそのまま放置する事もできないので、この程度の進言が精一杯だ。

　これで真愛に変な事が吹き込まれるのを、少しでも食い止められれば──。

「八や木ぎ本もとくん」

　ひしっ！

　志束がいきなり一大の手を握った。

　細くて華きや奢しやなところは真愛に似ている。ただ、ほんの少し肌が硬くなっている、働く人の手だ。

「あなた、本当に真愛の事を思ってくれているのね。ありがとう。わたしもできる限りの事はするわ」

「ど、どうも……」

　思いがけないリアクションに、緊張してしまう。

「一大様」

　胸元で両手を握り合わせた真愛が、潤んだ瞳で見つめている。

「申し訳ありません。わたくしのためにこのような……」

「心配しないで。僕は、僕にできる事を精一杯頑張るだけだからさ」

　ぽん、と真愛の肩を叩たたくと、真愛の顔が真っ赤になる。

　いけない。ニセ彼氏という事であまり接触しすぎたかな。

　でも肩に触れるくらいは構わないんじゃないか。最初のニセデートの時は腕を組んで歩いたんだし。

「真愛さん。前にもちょっと言ったけど、壇さんの言う事をあまり鵜う吞のみにしない方がいいよ。ちょっと話したけどあの人の考え方は……その……ちょっと偏ってるみたいだし」

　今度は当人にそっと耳打ちする。

　さすがにそのものズバリの内容は言えないので、かなりボカした表現になってしまった。

「それはつまり、他の誰よりも一大様を信じろという事でしょうか。承知いたしました」

「え？」

　一大が返事するより先に真愛は承知してしまった。

　確かにこっちの言い方も軽率だった。

『あの人を信じてはいけない』と言う事は『自分の方を信じているよね』『もっと自分を信じてくれ』という事とワンセットなのだ。

「わたくしはこの先ずっと、一かず大ひろ様を信じ続けますわ」

　囁ささやくような小声で、真さな愛えが告げる。

「真愛さん。もっと大きな声で言った方が……」

　まさか本気のはずはない。志し束づかを意識しての芝居なら、彼女に聞こえるようにはっきり言わなければ効果がないんじゃないだろうか。

「まあ……一大様ったら……。分かりましたわ」

　真っ赤になってうつむかせた顔を、朱に染めたままもう一度上げる。

　真剣な視線が、真まっ直すぐに一大を見つめる。

「信じておりますわ、一大様。これから先、永遠に。病める時も健すこやかな時も、添い遂げ、手を携えて人生を歩む時も」

　あれ？

　何だかセリフがパワーアップしてませんか？

　まるで結婚式の誓いの言葉みたいだ。あまり大げさなセリフや設定は、志束に見せるためとしても逆効果ではないだろうか。

「一大様が活躍し、わたくしのために三み隅すみのおじさまの難題を乗り越える事を、心よりお祈りしております」

「う、うん。じゃあね」

　何だか重い言葉とともに笑顔で手を振る真愛を残して、一大は来た時と同じ、マツリが運転するワンボックスに乗り込んだ。

「八や木ぎ本もと様。わたしも応援しております。是非とも三隅様に勝利してください」

　走り出した車の中、やはり無表情に真正面を見据えたままでマツリが告げる。

「使用人の領分をいささか逸いつ脱だつした意見かも知れませんが、自分は個人としても志束様と真愛お嬢様には敬意と好意を抱いだいております。お二ふた方かたの願いが叶かなうのであれば、これ以上の喜びはありません」

　今までの言葉とは違い、ほんの少しだけど声に温度を感じる。

　いろいろ問題アリな人だけど、この気持ちは本物なのかも知れない。

「それに三隅様はダメです。あのような俗物が主あるじとなっては、自分が追求する『陵辱されるメイドの美学』が安っぽいものに堕落してしまいます。中年なので性能的にも不安が残りますし」

　まるっきり同じ口調で続けた説明を聞いて、少しでも見直した自分がバカだったと反省するしかない一大だった。





第５話　おっぱいとボトムスの間に







「ふぅ……」

　帰宅した一かず大ひろはまず堅苦しいスーツを脱いで部屋着に着替えた。

「まずは鷹たか奈なに頼むって事になるのかなぁ……」

　茶の間で独り言をつぶやきながら、ネクタイにアイロンをかける。制服用を別にすると何本も持っている訳ではないので、大切に手入れしなければ。

　志し束づかはああ言っていたけれど、できる準備は全部やっておくべきだろう。

　マナーはきちんとおさらいし、エコール・ド・パリとやらの事もちょっとは予習しておくとしても、漠然としていて手を打ちづらい。

　格闘技で戦うというのは、まだしも分かりやすい目標だ。

「だけどさすがにちょっと気まずいっていうか、身勝手だよなぁ……」

　買い物につき合うよう頼まれたのを断って、その当日にこっちから頼み事をするのはさすがに調子がよすぎる。

「やっほー☆　カズ、帰ってるよね？」

「わっ！」

　とか思ってたら、いきなりチャイムもノックもなしに、鷹奈が上がり込んできた。

「な、何だよ、お前っ？」

「今朝来てた車がまた止まるの見えてたからさ。早かったね」

「ま、まあな」

　バイト関係と説明しておいたが、自動車で送り迎えという不自然さには気づいていないのだろうか。

　どういう訳か今日もいつものジャージではなく、サマーセーターに膝ひざ丈たけのゆったりしたハーフパンツという鷹奈にしてはおしゃれな格好だった。

　はっきり言ってあまりワードローブが豊富じゃないのだし、隣に顔を出す時に変に気合いを入れなくてもいいと思うのだけど。

「こ、これ買ってきたんだけど、相談に乗ってくれるよね？」

　緊張した様子の鷹奈がずいっと差し出したのは、女の子向けのファッション雑誌だった。

「そりゃいいけど、ずいぶん焦ってないか？」

　使い終わったアイロンのスイッチを切りながら訊たずねる。

　まさか具体的に差し迫った目標がある？　いや。それはないか。

　自分以外に男の気配がないのはさすがに分かってるし。

「善は急げっていうでしょ！　それに……お、お隣さんなんだから気軽に訪ねたっていいよね？」

「そりゃまあな。オレの方も頼みがあるから、お前の部屋に行っていいか？」

　向こうからもお願いがあるならお互い様のギブ・アンド・テイク。一かず大ひろとしても遠慮せずに済む。

「べ、別にいいけど……。頼みって？」

「正拳突きだけじゃなくて、もうちょっと教えてほしい事があるんだよ。オレん家ちじゃサンドバッグとか叩たたけないし」

「な、なーんだ。そういう事ね。いいよ、来て」

　なぜだかちょっと残念そうだけど、鷹たか奈なは同意してくれた。

　早速隣の氷ひ魚お家へ移動し、二階にある鷹奈の部屋へと上がる。

「さて。まずはお前の用件の方な」

「う、うん」

　一冊の雑誌を二人で見なければならないので、自然と肩を寄せ合う横並びでベッドに腰掛ける形になった。

　鷹奈が何だかもぞもぞ──というよりもじもじか──動いているのが伝わってくる。

　白い膝ひざの上に、華やかな色彩が並ぶファッション誌が広げられる。

「え？」

　不意に、心臓がドキンと動いた。

　何度も訪れている部屋。小さい頃から一緒だった鷹奈。

　それなのに今さら『女の子』を意識してしまう。

　いつもと違う服装だからか。それとも女の子向けの雑誌という小道具のせいか。

　思わず数センチ距離を取ると、その分──どころか、元よりも密着するように鷹奈がすり寄ってくる。

　肩と肩が触れる。

「は、離れないでよ！　本、一緒に見ないと相談しづらいし……」

「そ、そうだな」

「な、何だか小学校の時みたいだね。教科書忘れた時」

「もっぱらお前が忘れ物してたんだけどな。あの頃はオレもチビで、お前と一緒にだいたい教室の前の方で」

　中学からは別々だけど、小学校の頃は同じクラスで席も近い事が多かった。

「……って何か最近、お前昔の話ばっかりだな」

　過去を振り返ってばかりなのは、現在に不満があって将来に希望もないからか。

　まさか鷹奈に限ってそんな事はないだろう。元々あまりくよくよ考え込むタイプじゃないし、学校でも元気にやってるはずだし。

「む、昔の話ばっかりじゃなくて、あたしとカズの間で新しい思い出も積み重ねていけたらいいな……って」

「別にケンカとかしてる訳じゃないし、これからもいろいろネタはできるんじゃないか？　今だってこうしてるし」

「うんっ！　そうだね」

　当たり前の事を言っただけなのに、鷹たか奈なは妙に嬉うれしそうだ。

　ようやく本題を思い出したのか、膝ひざの上の雑誌をぱらぱらめくっていく。

　買ったファッション誌をぱらぱら眺めてみる。

「お前としては、どういうのがいいんだ？」

「こ、これなんかどうかな？」

　何とか冷静さをキープする一かず大ひろの質問に、鷹奈はページ一杯に印刷されたモデルの写真を指差した。

　その指先が、小刻みにのの字のの字を書いている。

　目に痛いくらいの鮮やかピンクのワンピースにはたっぷりのフリル、膝ひざ丈たけのスカートはパニエに支えられて愛らしく広がっている。ふわふわの髪を飾るのは大きなリボン。

　いわゆるロリータファッション──それも甘ロリという奴やつだ。

「ぶっ！」

　思わず吹き出した口元を、一大は慌てて押さえる。

「な、何よっ！　あたしがこういうのいいと思ったらおかしいのっ？」

　ページを差していた手がさっと頭上に上がり、拳こぶしが固められる。

「ま、待て！　笑ったのは悪かった！　だけどはっきり言って、お前がこの服にマッチする要素って背が低い事だけだぞ！」

　無駄と知りつつ片腕で防御の姿勢を取り、大急ぎで説明する。

　鷹奈の拳が振り下ろされたら、一大の頭がなくなる。

　首が折れるとか頭蓋骨が潰つぶれるとかじゃなく、跡形もなく消滅してしまう。

「……そ、そりゃあたしだって、さすがに無理かなーって思ったけど……。じゃあ、こっちはどう？」

　次のターゲットはコットン素材の白いセミフレアスカート。さっきよりはささやかなフリル付きのシャツブラウスにサマーカーディガン。小さめのストローハットは、手にしたバスケットと統一した素材感。

　すらりとしたモデルが身に着けているのはいかにも穏やかで清純っぽい、ナチュラルテイストのガーリッシュコーディネイトだった。

「……こ、こういうのってかわいいよね？」

「確かにかわいいけど、これもやめといた方がいいと思うぞ、オレは」

「ど、どーしてよっ？」

「お、落ち着けよ。服なんて人によって似合う似合わないがあるだろ？　お前の個性っていうか持ち味活いかした方がいいんじゃないかって話だよ。前にオレが無む理り矢や理り世紀末救世主スタイル着せられただろ？　最悪はあのレベルの無理矢理コスプレ状態だ」

「えーっ？　あたし、アレは結構イケてると思ったんだけど」

「そのセンスに問題があるから、オレがこうして相談に乗ってんだろ。いいか。まず鏡を見ろよ」

　壁に固定された大きな姿見を指差す。

　メイクや服装を確かめるためではなく、パンチやキックのフォームをチェックするためのものだ。

「……鏡見ろって……それってあたしがかわいくないって事？　かわいくないから、かわいくて女の子らしい服なんか似合わないの……？」

　わわっ！

　何でそこで涙ぐむ？

　怒った鷹たか奈なへの対処法は身に付けてるけど、泣かれるというのは想定外の事態だぞ？

「そうじゃねえよ。お前はかわいい！　お世辞抜きにかわいいけど、かわいさっていうのもいろいろあるんだよ！」

「……え……？」

「ほら。お前は丸顔で背ぇ低いから、どっちかっていうと子供っぽい方が似合う。でも、眉まゆがきりっとしてて、目力が強いだろ？」

　肩を並べたまま、一緒に姿見を見つめる。鏡の中の鷹奈と、視線が合う。

　指を伸ばして、鏡像の鷹奈の眉のラインをなぞる。

「……う、うん……」

「だからこういうガーリッシュっていうか、はかなげでかわいい路線は柄じゃない。それだけの話！」

　伊だ達てに全校女子の『いい人』をやっている訳ではない。

　女の子から服の相談を受けるのも、これが初めてではないのだ。

「でも……やっぱりこういうのに憧れるっていうか……」

　鷹奈のまなざしが、名残惜しそうに甘ロリの写真に落ちる。

　言うべきか言わざるべきか。

　これが似合わない理由は顔立ちだけではない。もう一つ決定的なファクターがある。

　ちょっと口にするのははばかられるが──ええい、言ってしまえ。

「それに鷹奈。お前、胸、でかいだろ？」

「な、なななっ！　何言い出すのよ、急にっ！」

「落ち着けっ！　落ち着いてオレの話を聞けっ！」

「カズってば、女の子のそんなトコばっか見てんの？　平気でそういう話する訳？　信じらんない！　若年性セクハラ親父おやじっ！」

　熊殺しの拳こぶしが、ギリギリと音がしそうなほどに強く握りしめられている。

「待てってば！　誰にでもって訳じゃない！　お前だから言ったんだよ！」

「えっ？」

　必殺拳を放つ寸前だった手が、柔らかくほどけた。

「あ、あたしだから？」

「ああ。そうだよ。オレだってその……女の子に胸の話とかするのは恥ずかしいけど、オレとお前の間で今さらそういう遠慮したって意味ないと思ったからさ」

　言ってて照れくささに顔が熱くなるけれど、本当の事だ。

　巨乳を備えた鷹たか奈なという女の子と知り合ったんじゃない。

　ずっと一緒だった幼なじみの鷹奈が、少しずつ育って巨乳になっただけ。

　お互いに物心つく前から家族ぐるみのつき合いで、一緒に風ふ呂ろ入ったりもした仲だ。

「そっかぁ……。あたしだから、あたしだけなのかぁ……。うふふ」

　いきなり機嫌よくなった鷹奈は、さっきまで拳こぶしを固めていた手をほんのり赤らんだ頰ほおに添えて笑っている。

　最近ちょっと情じよう緒ちよ不安定じゃないか？

「まあ、つまりだな。お前が服を選ぶ時は性格や顔も重要だけど、胸のサイズを考こう慮りよした方がいいって話」

　例えばさっきのカーディガンは、スリムであまりメリハリのない方が似合う。胸のない女の子が体形をカバーするにはもってこいの着こなしだけど、鷹奈のプロポーションでは逆効果だ。

「だ、だったらさ。カズはどういうのがあたしに似合うと思うの？」

「そうだなぁ……」

　雑誌を手に取ろうとしたけれど、表紙の端を鷹奈がぎゅっとつまんだままだ。

　仕方なく太ふと股ももに乗せたままでページをめくる。

　妙に照れくさいぞ、この体勢は。

「あ。これなんかどうだ？」

　見つけたのは、同じ夏向けでもボーダー柄のタンクトップにパーカーを羽織り、白いキュロットを合わせたボーイッシュなコーディネイトだった。

「鷹奈にはこういうのが似合うと思うぜ」

「うーん……。なんか今着てるのと大差ないっていうか……」

「つまりお前自身の好みにも合うって事だろ？　着こなし名人でもないんだから、まずは無理に背伸びしないで、持ってる物と合わせて使い回しが利きそうな服を選んでいった方がいい。これなら活動的な雰囲気で、かわいいよりはカッコいい路線で、それに──」

　些さ細さいな後悔が、出かかった言葉をインターセプトした。

「それに？」

「……胸がいい感じに目立つ」

　否定的な文脈で語るのには踏んぎりがついたのに、どうしてこっちは一層恥ずかしいのだろうか。

　伸縮性のある素材で作られた太い横よこ縞じまのタンクトップは、モデルの胸の形を適度に強調している。

　多分、同じものを鷹奈が着たら破壊力は二〇〇パーセント増しくらいになる。

「……やっぱりそういうえっちな目で見るんだ？」

「そ、そうじゃなくて……っていうか、ちょっとはそうだよ！　だけど胸を取り外す訳にはいかないんだから、コーディネートする時は乳がでかいって事を前提に考えるしかないだろ？」

「それはそうだけど……」

「理解しろ！　こういうさわやかアクティブ系の方が、乳がでかくても嫌いや味みにならない！　ロリータ系で乳がでかいとアンバランスでかえっていかがわしいし、肌の露出増やしてセクシー系にするには、お前は乳がでかくても背が足りない！」

　勢い任せで『乳がでかい』と四回も言ってしまった。

「……いくらあたしだけ、あたしとカズの仲って言っても、それはちょっと……」

「お、オレも調子に乗った。悪い」

　二人とも照れた顔になって、視線があっちとこっちに分かれる。

「ま、まあカズがあたしのために選んでくれたんだから……。これがいいかな」

　そりゃまあ。鷹たか奈なにはこういう事を相談する相手がオレしかいないから仕方ないだろう、と一かず大ひろは思う。

「ね？　今日は出かけてたけど来週の日曜は大丈夫だよね？　一緒に買い物に行こうよ」

「え？」

『一緒』っていう事は、つまり一緒に出かけて、買い物して、一緒に帰ってくるって事か？

　考えてみると鷹奈と連れだって出かけるなんて何年やってないんだろう。

　ニセデートとかも現地集合だったし。

「あ！　それよりこれからどうかな？　まだお店開いてるよね？　善は急げって言うし、お隣さん同士だから、それもアリだよね？　ははっ！　なんか夫婦みたいだよね？」

　期待に満ちた目で、鷹奈が一大の手を握った。

　しかも自分の脚の上で。

　重ねた手を押しつけられる太ふと股ももが意外に柔らかくて、熱い。

「お、おまっ！　いきなり何だっ？」

「ごめんっ！　つ、つい！」

　同時に真っ赤になったふたりの手が離れ、肩と肩に数センチの間隔が開く。

「えーと……その……。悪いけど来週も都合悪い。稽けい古こつけてくれって件で。その日に空手の黒帯と戦う事になっちゃって」

「どうして？　カズにケンカ売るような相手だったら、あたしがやっつけてあげる！」

　元々短い袖そでを、鷹奈はさらに肩口までめくり上げる。

「待て！　お前が出て行ったらシャレにならん。つーか相手が死ぬ！　ケンカとかそういう話じゃないから安心してくれ。相手はちゃんとした大人だし！」

「だったらいいけど……。何でそんな事になっちゃったの？」

「詳しい事は話せないんだけど……まあ、バイト先でいろいろあって」

　一応ウソではない。

「バイト先ね……。うん、分かった！　カズに急ぎの用があるんだったら、そっちが先でいいよ」

　我ながら無理のある説明だったが、鷹たか奈なはあっさり信じてくれた。

　いくら単純な彼女でも、これだけで納得というのはあんまりな気がする。

　こっちの事情をある程度知ってるんじゃないかと思えるくらいの察しの良さだ。

「相手の人、空手使いって事だけど流りゆう派はとか分かる？　フルコン？　伝統派？　スーパーセーフとかは使う？」

「悪い。分からない。調べないとマズいか？」

　そもそもフルコンタクトとか伝統派とか、言葉だけは聞き覚えはあるけれど具体的にどう違うのかまでは一かず大ひろは知らないのだ。

「ん？　いいよ。あたしが何とかするから」

　何とかするって、何をどうする気だろうか。誰とどこで戦うのかも知らないのに。

　まあ一大自身にもまだ不明な情報だ。鷹奈が後から質問があったら、その時点で分かっている事を教えればいいか。

「まあ敵が何者でも、はっきりいって無む茶ちやね」

　きっぱり断言する。

「無茶か、やっぱり」

「だってカズ、基礎も何にもできてなくて、ちょっと正拳突きを練習しただけだもん。試合なんてやるようなレベルじゃないよ。それでも勝ちたいっていうなら、奇襲で一撃必殺。これくらいしかないね」

「奇襲？」

「空手ルールで戦うなら、ギリギリそれで勝ち目があるかもって話。例えばさ、カズだってケンカやるとしたら相手を殴ったり蹴けったりはするでしょ？」

「まあ、そうだろうな」

　実を言うと、子供の頃から取っ組み合いはほとんどした事はない。

　我を通すより適当に折れたり、他人同士の諍いさかいを調整して丸く収めるタイプだったし、鷹奈と仲良しの一大にケンカをふっかけるような命知らずなんていなかったからだ。

「じゃあ思いっきりブン投げるとか、絞めて落とすとか、関節極きめて折っちゃうとか、そういう事はできる？」

「そりゃ無理だ！」

「もちろんちゃんと効くように殴るには技術がいるけど、単純に殴る事そのものは誰でもできちゃう。だけど絞めたり極めたりっていうのは、最初の一歩からテクニックが必要な訳。分かる？」

　グーをかざして説明する鷹奈に、一大は大きく肯うなずいた。

　学校では空手部に属しているけれど、本来の氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうは投げ技や関節技も含む実戦的な古武術だ。

「打撃系の理想はやっぱ一撃必殺だよね。最初の一発で確実に相手を倒せるなら、余計な事は全然考えないで、その技だけ研ぎ澄ませばいい。守りもいらない」

　シュッ！

　鷹たか奈なとしては軽く放ったつもりなのだろうけど、ほとんど残像しか見えないパンチが空を切り裂いた。甲高い音が部屋に響く。

「あたしはさ。空手だけじゃなくて何でもそういうのが一番いいと思うんだよね。最初の出会いが最高の出会いで、その後に余計な事が起きて悩んだり迷ったり、やりなおしたりしない。全部それで上う手まくいったら最高に幸せだと思わない？」

「まあ、そういう考えもあるかもな」

　どういう訳か鷹奈らしくない抽象的な言い方だから、何の話なのか今一つピンと来ない。

　まあ、一撃必殺が大好き、無駄に悩んだりしたくないというのは実に彼女らしいとは思うけれど。

「で、オレはその奇襲で一撃必殺ってのを目指す訳か？」

　どんな方法でもいい。

　少しでも勝ち目があるなら、それにすがるだけだ。

「そうそう。ちょっとあっち向いてて。着替えるから」

「え？　着替えるって？」

「いいからあっち向いてってば」

「う、うん」

　言われたまま顔だけ背けたけれど、さっきの姿見が視界に入った。鏡の中の鷹奈が、サマーセーターの裾すそに手をかける。

　これはひょっとして、このまま気づかれずに見るのも可能？

　そんな事を考えた瞬間、鏡像の鷹奈が一瞬こちらを見る。

「わわっ！」

　慌ててまぶたをしっかり閉じ、さらに両手で目どころか顔全体を覆おおい隠かくす。

　いっそ部屋を出た方がいいかとも思ったけど、そのために今から目を開ける訳にもいかない。何しろ前にお風ふ呂ろで遭遇した時には必殺キックを食らいそうになったし。

　いくら鏡の中で目が合った時に何も言わなかったからって、さすがにあのまま見てるのはマズすぎる。

　同じベッドに座っているので、彼女が動く気配がお尻から伝わってくる。

　言葉のない中で、さらさらと衣きぬ擦ずれの音や鷹奈の微かすかな息づかいだけがやけにはっきりと耳に染み込んでくる。

　さっき口走ってしまった『乳がでかい』というフレーズとか、前にうっかり目撃してしまったバスタオル姿が、封鎖した頭の中で生々しく膨らんでいく。

「お、おい？　まだか？」

「ちょ、ちょっと待って。これが……アんっ♡」

　おまけに妙に色っぽい吐息が混じったりして。

「はい。いいよ。見て」

　恐る恐る手を離し、目を開く。

「わっ！　な、何だ、その格好はっ？」

　思わずもう一度両手で顔を覆おおい──今度は広げた指の間からのぞき見してしまう。

　着替えた鷹たか奈なのスタイルは、丈が短くておへそ丸出しの黒いチビＴシャツと、デニムのショートパンツというものだったのだ。

「筋肉の動きがよく見えるようにしたの！　別に変な意味とかないから！」

「い、いや！　でも！」

　ヘソが見えているだけではない。ぴちぴちのシャツが大きな胸を強調するように張り付いて、プリントされたロゴが歪ゆがんでるし。

　ひょっとしてノーブラじゃないか、あれは。

　ひょっとしてどころではない。

　ベッドの上にはさっきまで着ていた服が大ざっぱに脱ぎ捨てられているけれど、その中には確かに白いブラが含まれているではないか。

「お、お前っ！　それっ！」

　顔を逸そらしながら指を差す。

「え？　あっ！　ちょ、ちょっと待ってね！」

　再びゴソゴソ動く気配がしてから『いいよ』と声がかかる。

　また振り返ると、布団が乱れている。ちゃんと片付けたのではなく、あの下に押し込んだだけだ。

「だいたいあっち見ててって言ったからってバカ正直にそっぽ向いてなくてもいいのにさ。年頃の男の子なんだし……」

「ん？　何か言ったか？」

「何でもないっ！　いい？　ゆっくりやるから、あたしの動き見てて」

　そう宣言すると、鷹奈は脚を広げて構えた。

「どんなに隠そうとしても、何か技を出す時は動作の始まりがあるの。『起こり』とかって言ったりするけど」

　説明しながら、スローモーションで右足を振り上げてキックの体勢を取る。

「分かった？　今のは蹴けりを出す直前に、体重が軸じく足あしに移動したでしょ？」

「い、いや。全然気づかなかったぞ、オレは」

　鷹奈としては分かりやすく強調したのだろうが、あまりに滑らかすぎて全然気づかない。

「じゃあ今度は右の正拳。カズも自分で使うから分かるでしょ？　繰り出す前に、左肩がちょっと後ろに引かれるのと、腹筋に力が入る感じ」

　今度は事前に説明を受けたけれど、やっぱり分からない。

　しかもゆっくりで大きなモーションだから、チビＴに包まれた胸がぶるんと揺れているのだ。どうしてもそっちに目が行ってしまう。

「見ているだけじゃ分かんねえよ」

「そ、そっか。じゃあ……触って」

　チビＴの裾すそに手をかける。

「ええっ？」

　一かず大ひろが驚いている間に、鷹たか奈なは──一瞬だけためらってから──下乳ぎりぎりの位置までめくり上げた。

　濃い色のトップスとボトムスの間で、お腹なかの白さが目に飛び込んでくる。

「ええっ？」

「べ、別にこれも変な意味とかないよ！　見て分かんないんだったら、まず触って確かめて、気合い入れた時にどこの筋肉が動くのかを知った方がいいって思っただけ！　あたしとカズの仲なんだし、今さらそんな恥ずかしがる必要もないでしょ！」

　いや。オレも結構恥ずかしいけど、何よりお前が真っ赤になってるんだが──とは指摘できない。

　下へ手たな事言うと何されるか分からないし。

「カズ、触ってよ」

「い……いいのか？」

「いいも何も、あたしが触れって言ってるの！　子供の頃なんかお互いに遠慮なんかしてなかったでしょ！」

「今は子供じゃねえだろ！」

　コスプレはダメとか言う割に、これはこれで結構フェチっぽいというか、えっちくさいというか。

　あ。違う。そうじゃない。

　何考えてんだ、オレは。

　これはエロいのが目的なんじゃなくて、あくまで格闘の稽けい古この一環としてやってくれてるだけだ。

　あまりそっち方向ばっかり意識すると、手伝ってくれてる鷹奈に失礼だろ！

「じゃ……じゃあ、遠慮なく……」

　恐る恐る右の平手を伸ばして、鷹奈のお腹に当ててみる。

　温かいというより、熱いと言いたくなるほどの体温が伝わってくる。胸からは離れているのに、鼓動まで感じそうな気分だ。

　伝でん播ぱしてきた熱で、頭の中がぽっと暖まる。

　脳が直接汗をかいているような気分。

「え、えっと……あたしがやってみるから、注意してね」

　チビＴから手を放して、鷹奈が正拳突きの構えを取る。

　手の平に意識を集中したいのだけど、目の前に巨乳がある。

　いくら見慣れている鷹たか奈なと言っても、これはその、やっぱりアレな訳で。

「はっ！」

　気合いと同時に──いや。一瞬先か──柔らかい脂肪に包まれた腹筋がピンと張り詰めたのを、微かすかな感触で理解する。

「ど、どう？　分かった？」

「えーっと……分かったような分かんないような」

　確かに腹筋が動いたような気はするのだけど、鷹奈が求めている水準で感知できたかと言われると心こころ許もとない。

「じゃ、じゃあさ……。お腹なか、さすって」

「ええええっっ！」

「だ、だからっ！　変な意味じゃないのっ！　一か所触ってるだけじゃどこが動くのか分かんないでしょ？」

「でもなぁ……」

「遠慮しないで！　あたしとカズの間で、そういうのはナシ！　カズなら……カズだったら平気なのっ！」

「お、おう！」

　そう言ってもらえるのはありがたいけれど、他の女の子のために頑張ってる時に鷹奈をこんな風に扱っていいんだろうか──ってオレは真さな愛えさんと鷹奈を同列に考えてるって事なのか？

　確かに片方は本来なら全然接点のない大富豪の清せい楚そなお嬢さま。もう一方は気の置けないちょっとがさつな幼なじみで、全然違う。

　けれど二人ともニセ恋人だし、自分を頼ってるのは確かだし──。

　誰でもいいから彼女がほしいなんて不純な事を考えてたせいで、身近な女の子は全部そういう目で見ちゃうのだろうか。

「は、早く撫なでてよ！　ぴくぴくって動くの。気合い入れた時に」

「う、うん」

　緊張しながら、お腹の上を手の平でそっと撫でさする。

「や、やだっ！　くすぐったい……」

「お前が撫でろって言ったんだろーが！」

　照れくささを隠すため、つい大声になってしまう。

「そ、それでどう？　どこが動き出すか分かった？」

「この辺かな？」

　おへその上三センチくらいのあたりに、人差し指で縦線を引く。

「あんっ☆」

　鷹奈が身をよじった。

　弾はずみでバランスを崩してのけぞる彼女の両手が、一かず大ひろの首にかかる。

　ベッドの上に倒れる鷹たか奈なに引っ張られて、一かず大ひろはその上に覆おおい被かぶさる体勢になった。

「わわっ！」

　ふわんっ！

　ベッドのクッションが、二人分を束ねた重さを柔らかく受け止め、跳ね返す。

　鷹奈の両腕が首を抱だき寄せているので、ぴったり密着した形だ。

　膨らんだ胸の張りのある弾力。素肌のお腹なかから伝わってくる熱さ。

　そして、ほとんどくっつくくらいに近づいた頰ほおに感じる小刻みな吐息。

　きめ細やかな肌。つやつやに濡ぬれた唇。その間から見える真っ白な歯。潤んだ大きな瞳の中には、一大自身の姿が映っている。

　自分の体の下になっている鷹奈は、本当に小さかった。

　いつもは強くて元気なところばっかり見てしまうけれど、こうしていると普通にかわいい女の子で──。

「……あ、あの……ど、どいてよ……」

「どいてって……お前が俺を抱きしめてんだろ？」

　触れあっている体が、相乗効果で燃え上がりそうに熱い。

　自分の体温が鷹奈に伝わって、何倍にもなって鷹奈から戻ってきて──どこまでもヒートアップしていきそうだ。

「えっ？　あっ！　そ、そうだねっ！　何やってんだろ、あたしったら」












　ようやく体を抱だきしめていた腕が解ほどかれる。

　一かず大ひろも慌てて立ち上がるけれど、胸の感触や体温がしっかりと残っている。

　首筋が濡ぬれているのは自分の汗か、それとも鷹たか奈なの汗か。混じり合っていて区別ができない。

「だ、だいたい何て声出すんだ！　鷹奈のくせにっ！」

　照れくささをごまかしたくて、つい大声を出してしまった。

「だ、だって……ものすごくくすぐったかったのっ！」

「触れって言ったのはお前の方だろ？」

「だ、だって……カズがあんな風に触るなんて、思わなかったんだもん」

　真っ赤な顔を伏せ、たくし上げていたチビＴの裾すそを下にぎゅっと引っ張る。

　そのせいで胸の形がますますくっきり浮かび上がって、一大としては目のやり場に困ってしまうのだけど。

「そ、それで……腹筋が動くのとか……分かった？」

　首を振る。

　はっきり言ってそれどころじゃなかった。

「じゃ、じゃあ明日からも同じ練習した方がいいね」

「ええっ？」

「こ……今度はあたしも変な声出したり、逃げたりしない。カズが……最後までできるようにガマンするから」

「そ、それでいいのか？」

　頰ほおを染めてそんな事を言われると、別の意味に解釈しちゃいそうだ。

「うん……。絶対に勝ちたい相手がいるんでしょ？　その気持ちは、あたしも分かるもん」

　子供の頃から最強無敵で連戦連勝の鷹奈にも、そんな風に考えるライバルがいるのだろうか。

　幼なじみのお隣さんでも、何から何まで知っている訳ではない。

　一大に隠し事があるように、鷹奈の方にもこちらの知らない人間関係も、過ごしている時間も存在するはずだ。

「分かった。感謝するよ」

　だからこそ、そんな鷹奈が自分のために時間を割さいてくれるという好意はしっかり受け止めなければ。

　変に興奮したり邪じや推すいしたりしてるヒマはない。

「まず触って感じる。次に見て分かるようになって、目標は着衣でも動きの『起こり』を読み取れるようになる事。その上で捨て身のカウンターをぶつける。初心者が有段者に勝つには、これくらいしか手がないんだから、毎日特訓。それでいいよね？」

「オレは構わないというか、望むところだけど……」

「毎日！　絶対！　学校が終わったらすぐに来て！　クラスメイトと遊んだりしない！　あたしの方も大急ぎで帰るから」

「お、おうっ」

　快かい諾だくしてくれたのは助かるが、なぜここまで張り切ってるんだろうか。

「悪いな。変な事につき合わせちゃって」

「いいよ。あたしとカズの仲だし、バイト先のどうしようもない事情があるんでしょ？　それに、その代わりにご飯作ってくれたりとか、都合のいい時でいいから服を買いに行くのにつき合ってくれたりとか、約束してよ」

「そんな事でいいなら」

「うん。カズはあたしとの約束、絶対破ったりしないもんね」

　胸元にグーの手を二つ並べて、鷹たか奈ながにっこり笑う。

　もちろん約束を破るつもりなんてないけど、何か大切な事を忘れているような気がする。

　昨日今日の話じゃなくて、ずっと前に何かあったような──。

　心の片隅に引っかかるものがあるけれど、それより一かず大ひろは目の前に迫った問題を片付けなければならなかった。

　先延ばしにすればするほど解決が難しくなるのは分かっているのだけれど、とりあえず何とか切り抜けられてるうちは何とかしてしまう。

　自覚はしてもなかなか改められないのが、性格上の欠点という奴やつだ。

　以前は『彼女ができないまま女の子の頼みをひょいひょい引き受ける』。

　今では『ニセ彼氏を三件並行したまま続けている』。

　この性分こそが、どうしようもなく一大を悩ませる原因だというのに。





第６話　友よ、人生に浅漬けの素はあるか？







　結局、昨日は夜遅くまで鷹たか奈なの部屋で稽けい古こしていた。

　もちろんお腹なかをさすって筋肉の反応を察知するだけじゃない。普通にサンドバッグを殴ってる時間の方が多い。

『相手の動きを読み取れても、こっちの攻撃が通じなきゃ意味ないからね。特に奇襲で一撃必殺しか選択肢ないんだし』

　そう言われて、鷹奈用の超ヘビー級サンドバッグを何度も叩たたいたから、拳こぶしが赤くすりむけてしまった。

　朝の教室、痛みを和らげようと手の甲にふーふー息を吹きかけていると、いきなり背中に体重がかかってきた。

「一かず大ひろ、おはようっ☆」

「わっ！」

　もちろん早少女さおとめだ。

「何？　ケガしたの？　大丈夫？」

　胸を押し当てながら肩越しに身を乗り出して一大の右手を取り、口元に引き寄せてふぅっと優しく息を吹く。さすがに嘗なめたりはしない。

「まあ、大した事ないよ。皮がすりむけてるだけ」

「本当？　でも利き手だと不便でしょ？　晩ご飯、作りに行ってもいい？」

　おおおおーっ！

　クラスメイトたちがどよめく。

「べ、別にいいよ。不自由するほどの傷じゃないし。外食でもいいし……。そ、そうだ。早少女の手料理は弁当で充分堪たん能のうしてるしな！」

　とっさに思いついた言い訳を口走る。

「でもお弁当だとやっぱり冷めちゃうでしょ？　できたての温かいの食べさせたいもん」

「そんな事ないって。早少女の料理は冷めてても最高だしっ！」

　多分早少女がやってるのは教室のみんなに見せつけるための芝居だ。彼女だって仕事が忙しい真っ盛さかりだから、夕食を作りに来る余裕なんてないはず。

　それでも万一本当に来られたら困る。

　週末までは毎日夜は空手の特訓なのだし。

「ありがとう。じゃあ今日のお昼は学食にしようか？　一大も、たまにはそっちがいいって言ってたし、お弁当作って来なかったの」

　背中からくるりと真正面にポジションを変えて、早少女が笑う。

「ま、待てっ！　屋上だ！　今日は屋上にしよう！　購買でパンか何か買って！」

「えーっ？　どうして？　晴れてるからお昼には暑いよ？　それに、他のクラスの人とかにも見せつけちゃえって言ってたじゃない？」

　確かに学食案を出したのは自分だが、全校的に見せびらかすというのは早少女さおとめが気づいた事ですよ？

「い、いや！　お前と二人きりになりたいんだ！　外が暑くたって構わない。オレと早少女の愛は、夏の太陽より燃えてるじゃないかっ！」

　うっかり思いついた通りの言い訳を口にしてしまう。

　クラスメイトたちの囃はやす声が、百万本の剣になって一かず大ひろの全身に突き刺さった。




　そんなこんなで昼休み。

　早少女が言った通り、直射日光にさらされ続けた屋上の気温は高い。真上からの陽光と足元のコンクリートから立ち上る熱。

　上下からあぶられるグリルの中の魚気分だった。

「ふぅ……。暑いね、やっぱり」

　制服の胸元を人差し指で引っ張り、作ったすき間へパタパタ扇あおいで空気を入れる。

　団扇うちわ代わりにしているのは、そのために持ってきた数学のノートだ。

「お、お前、少しは慎つつしめよ」

「いいじゃない、今さら。一大とボクの仲なんだし」

「仲ってニセの恋人だろ！」

　確かに下着姿とか、えっちなコスプレとかいろいろ目まの当あたりにしているから、この程度今さらと言われたらその通りなのだけど、見飽きてる訳じゃない。

　何とか日陰に避難して、直射日光だけは避ける。

「で、用件は何？　教室じゃ話せない事があるんでしょ？」

　笑いながら早少女は余計な前置きや小芝居は抜きで、購買で買ってきた弁当を差し出す。一大が焦っているのを察しているのだ。こういう賢さはありがたい。

「実は──」

　ニセ三みつ股またを知っている早少女にはごまかす必要もない。

　真さな愛えのために彼女の親類のテストを受ける羽目になった事。そのために鷹たか奈なから猛特訓を受けているという事。

　弁当を食べながら、手早く現状を説明する。

「だから、早少女と話するのも昼休みしかないんだよ」

「……そう来たか……。やるわね」

「え？　何か言ったか？」

「な、何でもないよ。ありがとう。ボクにも相談してくれて。だけどかなり厳しい話ね。出題範はん囲いも分からない試験で、採点基準も何もなし。相手の気まぐれで落とされるかも知れないのにチャレンジなんて」

「ご馳ち走そう様さま……っと。だからまず、格闘をどうにかしようと思ったんだよ。他のはともかく、これだったら少なくとも他人が見て分かる勝ち負けに持ち込みやすいだろ？」

　空の弁当箱を閉じ、右の正拳を軽く打ち出す。

　上腕の筋肉がきしむ痛みが、肩から脳天にまで響いてくる。

「無理するんだから。もう……」

　筋肉痛で一瞬顔をしかめたのに気づいた早少女さおとめの両手がその腕を包んで、やわやわとマッサージする。

　恥ずかしいと思うより、腕の中にしこった凝こりが溶けて流れ出していく心地よさが優まさっていた。

「そこが一かず大ひろのいいところだけどね。無む茶ちやな頼みを断るようだったら、ボクと恋人──じゃない、ニセ恋人になる事もなかった訳だし」

「あ、ありがとな。で、早少女にも頼みがあるんだ。オレを紳士にしてほしい！」

「え？」

　元々つぶらな瞳が、さらにきょとんと丸くなる。

「前にデートが重なった時もそれっぽく振る舞ったけど、あの時は早少女が無線で指示出してくれたけど、今度はそういう訳にはいかないだろ？」

　場所は山中にある天てん弓きゆう院いんの屋敷。電波圏けん内ないまで早少女を連れて行くのは不可能だ。

「そうだね。日曜日は、ボクもアニメの収録があるし……。何とか休めないかな……」

「そんな事、考えるなよ。早少女、芝居の勉強が目的でオレにニセの彼氏を頼んだんだろ？　オレのために仕事をすっぽかしたりしたら本末転倒だって」

　何だか最近、似たような事ばかり言っているような気がする。

　早少女が仕事を蔑ないがしろにするはずはないのだけど、彼女なりに新作がらみでプレッシャーを感じて、ちょっと逃避傾向なのかも知れない。

　だったら励まし、支えて、やる気を出させるように背中を押してやらなければ。

　彼氏としてはニセモノでも、早少女の事情を知ってる親しい友人なのは間違いなく事実なのだから。

「そ、そうか。そうだよね……。何言ってんだろ、ボク。はは……」

「早少女の方が焦ってどうすんだよ。当日は自力で何とかするから、それまでの練習につき合って欲しいんだ。できれば昼休みとか、ちょっとした時間に」

　放課後は鷹たか奈なから格闘の特訓を受けるし、早少女だって仕事が忙しい。

　だから今だって時間を惜しみ、恥ずかしさも暑さも承知の上で人目につかない屋上に来たのだ。

「一大がそう言ってくれるなら、ボクは仕事を選ぶよ」

「当たり前だろ。何言ってんだよ？」

「『選ぶ』っていうのは、とっても大切な事だって、ボクは思うんだ」

　首を傾かしげる一大に、早少女はさらに話を続けた。

「例えば食事の事を考えてみて。それしか食べる物がないからって、仕方なく食べるのと、いろんなメニューの中から一番好きなのを選んで食べるのだと、ご飯の楽しさが全然違っちゃうでしょ？」

「そりゃそうだわな」

　この間の、雨の日の事を一かず大ひろは思い出した。

　買い物ができないままの夕食。アリモノで間に合わせようと思ったらレトルトのカレーかサバの缶詰。

　鷹たか奈なが誘いに来てくれなかったら、どれほどわびしいディナーになっていたか。

　いや。待てよ。

　それで結局『氷ひ魚おさん家ちのお裾すそ分わけでスキヤキ』という、それはそれでメニューを選べない状態になっちゃったのか。

　確かに美お味いしかったし、ずっと前から家族同然で居心地いいけれど、早少女さおとめが言おうとしている趣しゆ旨しからするとどうなんだ？

　食べると言えば天てん弓きゆう院いんのティータイムもあった。

　あっちは豊富なお茶請けを用意していたけれど、どれもあらかじめ向こうが用意していたのだから、一大自身の選択の余地は狭い。

　そもそもそこまで考えると、人間が生きていく上で本当に自由に自分で選びとれる事なんてどれだけあるのだろうか。

　昨日の鷹奈の『一撃必殺論』と併せて考えると、頭の中がグチャグチャになってしまいそうだ。

　いけない。

　観念的な疑問に浸っている場合じゃなかった。

　テストの前日に部屋を掃除したくなるようなもので、目の前の具体的なトラブルから目を逸そらすべく、無意識に奥深そうな問題を考えてしまうのかも知れない。

「話戻そう。とにかく日曜日を乗り切るためのアドバイスが欲しい」

「ＯＫ。分かった。要するに『庶民の出だけど紳士的で教養も豊か、礼儀正しく向上心もある、誠実な男性』っていう役柄を演じるって事よね？」

「ああ。だから早少女に頼んでる訳だ」

「確かに演じるって事に関してはボクはエキスパートだもんね。ま、一大も素質はあると思うよ。例えば今朝の教室。『お前と二人きり』とか『オレたちは太陽より熱い』とか言ったでしょ？　あれはどうして？」

　焦った一大のイントネーションやアクセントを、早少女は正確に再現した。

「だってクラスのみんなはオレたちがラブラブバカップルだと思ってる訳で。ただ『内緒の話がある』って言うより、バカップル男らしい事を言った方が不自然じゃないと思っただけで」

「とっさにそういう風にできちゃうのがお芝居のセンス。他にも、本心じゃ彼女が欲しくて欲しくてたまらないのに、それを隠してみんなの『いい人』やったりね」

「……それは言うな」

　まずそれがあったから早少女さおとめにパートナーとして目をつけられ、こんな事になってしまったのだから。

　もっともあの時、既に真さな愛えと鷹たか奈なもそれぞれ一かず大ひろをニセ彼氏にしようと考えていた。

　早少女がいなければ三みつ股またが二ふた股またになった分楽かと言うと、そんな事はない。

　最初のダブルブッキングを乗り切れずに破は綻たんしてただろう。

「問題は一週間しかないって事だよなぁ……。一夜漬けっつーか一週間漬けでどこまでやれるんだか」

「大丈夫。お芝居なんて、ある意味では全部一夜漬けだよ」

　早少女が言ってる意味が理解できず、一大は首を傾かしげた。

「例えばボクが五歳の女の子を演じるとするじゃない？」

　この『例えば』は例示であって仮定ではない。

　ファミリーアニメ『なかよしベイビー』でさつきほしみこと早少女が演じているのは、主人公一家の隣に住んでいる五歳の女の子だ。

「五歳児でも、そのキャラの性格や行動パターンって五年かけて自然にできあがってきたはずでしょ？　生まれてから今までに経験した事は、どんなにささやかでありふれた出来事でも全部その子を組み立ててるパーツ」

　一大自身だってそうだ。

　何か大きな事件が一つ二つあって、そのせいで人格が決まってしまった訳じゃない。女の子に好かれたいのに積極的に攻め込めず、結果として『いい人』どまりになってしまったのは一六年の蓄積によるものだ。

　早少女の場合はストーカー事件が『外せない大きな部品』であるのは事実だとしても、それだけで彼女の全人格ができているのではないのだ。

「だけどボクたちは役作りに五年かけたりはしない。必要ならちゃんと過去も掘り下げるけれど、個性につながらないような平凡な出来事はざっくり省略して考える」

　なるほど──一大は理解した。

　だからこそ逆に特異な性格や行動の持ち主であれば、その背景を納得できないと演技の方針が立たないという訳か。えっち系ラブコメのヒロインの役作りのために、そのキャラがやった行動を実際に真ま似ねしたのも、そういう理由だ。

　チアガール姿の早少女にまたがられたのを思い出して、思わず顔が熱くなる。

「どうしたの？」

「な、何でもないっ！　やっぱり暑いな、今日は。あははは……」

　気まずさをごまかすため、笑いながら額の汗を拭ぬぐう。

「話戻すと、今回の場合は他人が決めたキャラ設定がある訳じゃないよね？　一大本人をベースに無理のない役作りをしていけばいいの。一週間しかないって焦るんじゃなく、一週間で確実にイメージを固められるレベルを目標ラインにしようよ。大丈夫、一大ならできるから」

　筋の通った早少女さおとめのアドバイスで、ずいぶん気持ちが楽になった。

　考えてみれば、前に志し束づかと対面する時に『真さな愛えに釣り合うように無む茶ちやな設定を作ってもすぐバレるから、自分ができる範はん囲いの背伸びでそれらしく』と考えて乗り切ったけれど、基本はあれでいいという事か。

「マナーとかの基本はそれなりに知ってるでしょ？　だから後はその場その場でごまかす事を考えるんじゃなくて、演じる役柄に一貫した肉付けをする事ね」

「つまり真愛さんの相手をする時は、彼女にふさわしい、彼女を──」

　思いついた言葉を、口にすべきかどうか一瞬戸惑う。

「彼女を心から愛している男になりきれって事なのか？」

　自分でもどうして口ごもってしまったのか分からない。

　ニセ彼氏ニセ彼女という事では早少女も真愛も同じ。

　しかも早少女は事情を知っているから、別に良心が痛む理由なんてないはずなのに。

「そ、そうだね！　確かになりきるのは基本だけど、それだけじゃ不充分なの」

　どういう訳か早少女も言葉をつっかえさせながら、ぎこちない笑いとともに一かず大ひろの鼻の頭をちょんと指でつつく。

「ボクが芝居をするときに心がけているのは『役者と観客の合わせ鏡』を自分の中に持つって事」

「合わせ鏡？」

　抽象的でよく分からない言い回しだ。

「つまり役に入り込む自分と、それが他人からどう見えるかを意識する自分を同時に持たなきゃいけないって事。観客より監督って言った方がいいかもね」

　ドラマでもアニメでもそれ以外でも、演技をするというのは目的に沿ってコントロールされた行為だ。

　キャラの気持ちになりきるのは大切だけど、なりきっているだけでは空回りや暴走で他の出演者やシナリオ、演出とかみ合わなくなってしまう事もある。

　だから『こうなったら面白そうだ』『これじゃ不自然だ』と期待したりチェックしたりする外の視点を同時に持たなければならない。

　役柄自身の『こうしたい』という欲求と、第三者の『こうなって欲しい』という欲求を光のスピードで重ね合わせ、ベストの形で一致させる。

「だから、真愛の事を本当に好きになりきっちゃダメなの。絶対！　あくまでニセ！　お芝居！　それを忘れない！　確かにボクたち三人の中で真愛に一番深刻な理由があるけど、それに引きずられないようにして！」

「わ、分かったよ」

　プロの早少女がこんなに強調するくらいだから、きっとものすごく重要なポイントなのだろう。

　心のメモ帳にアンダーライン付きでしっかりと書き入れる。

「まあ、ボクは心の中の監督の方が強すぎるっていうか……。キャラの素直な感情が上う手まくつかめないけど……」

　さっきまで興奮気味だった早少女さおとめの表情に、ふっと翳かげりが差す。

　ストーカー事件のトラウマで男性恐怖症になり、中学時代引きこもっていたため、恋する気持ちが実感できない──それこそが、早少女が一かず大ひろにニセ彼氏を頼んだきっかけだ。

「あんまりその事を気に病まない方がいいと思うぞ。早少女はよくモノが見えてるけど、その分いろいろ考えすぎるところがあるからさ」

「それって『星ほし川かわ早少女の演技力向上のため、彼氏役につき合ってくれる優しい八や木ぎ本もと一大』のセリフ？」

　今度は表情がパッと明るくなる。

「そんなの分かんねえよ。……オレは早少女と違って素人しろうとだし、誰だってある程度は相手や状況に合わせて態度や言葉を使い分けるモンだろ。でも、今のは思った通りの事をそのまま喋しやべっただけだ」

「でも……ありがとね。一大にそう言ってもらえると、これからも頑張れるって気持ちになる」

「何言ってんだよ。早少女はプロで、今までバリバリやってるし、次のアニメでもっと上に行くんだろ？　もっと自信持っていけよ」

「うん。じゃあ……そうだね。ちょっと練習してみよっか？」

　上半身を屈かがめて、早少女が上目遣いで見上げてくる。

「え？」

「ボクが真さな愛えの役をやるから、一大も合わせてみて」

　確かにそれはいい練習になりそうではある。だけど──。

　一大が考える間もなく、早少女は一度顔を伏せて、また上げた。

　天てん弓きゆう院いん真愛がそこにいた。

　もちろん顔や体が変化した訳ではない。

　いつもの早少女よりも物静かな眼まな差ざし、自然に小さく開いた唇。気品があり、同時にどこか頼りなげでもある仕草。

　それだけで早少女が真愛に変へん貌ぼうしていたのだ。

「一大様、本日は招待を受けていただきましてありがとうございます」

「え？」

　声こわ色いろを変えるモノマネではない。口調の違いで真愛を再現している。

　考えてみればつき合いは一大よりも長いのだ。

「お、お招きいただきありがとうございます」

「もう……緊張するのは分かりますけど、そんなに硬くならないでくださいませ。今日は親族の方かた々がたにも紹介しなければいけないのですから」

　はにかむ真さな愛え──早少女さおとめ──真愛？──早少女？──に引きずられるように、一かず大ひろも紳士モードになってしまうが、この気分は何なのだろう？

　目の前にいるのは確かに早少女なのだけど、真愛っぽくもあって。

　そんでもってその早少女＝真愛のために自分は『対真愛タイプ』にフォームチェンジしてて。

「まずわたくしたちの馴なれ初そめを、一大様から説明して差し上げてくださいませ」

「分かりました。それは男性の役目でしょうから」

　確かにいかにもありそうな質問だし、試されるのは真愛ではなく自分だ。

「彼女が社会勉強のために喫茶店でアルバイトを始めた事はご存じですか？　僕はその店で以前から働いていました。歳としが近い事もあって店長から指導役を頼まれたのが、最初のきっかけです」

　ウソはつかない。ただしメイドカフェだとか誤解を招きそうな点は伏せる。

「おじさまが訊たずねてますわ。一大様はわたくしの素す性じようについては知らなかったのかと」

　間接的な形で、想定される問いを告げる早少女。

　高校に入る時の面接の練習を思い出した。

「ええ、勿もち論ろんです。何より真愛さんご自身が日頃の立場を離れ、一人の人間として市し井せいを知りたいと考えての事でしたから。僕が真愛さんに好意を持ったのは職場での素直さと真面目まじめさ、それに向上心です。拙つたないなりに頑張る彼女を、支えてやりたいと思うようになりました」

　本当は向こうからニセ彼氏を頼まれたのだけど、ここは『職場で助け合っているうちにどちらからともなく相思相愛になった』と考えてみる。

　そういう設定だったら真愛のどこに惹ひかれただろうか──考えた結論はこれだ。

「おじさまは疑ってらっしゃいますわ。一大様が興味を持ったのはわたくしの外見だけではないかと」

「もちろん初対面の時から美しさに魅力を感じたのは事実です」

　これも下へ手たに否定しない方がいい。真愛がとびきりの美人なのは事実なのだから。

　クラスの女子──あの頃の早少女も含む──の気安い陽気さとも違うし、鷹たか奈なの開けっぴろげな雰囲気とも違う。

　真愛の雰囲気は魅力的だった。

「気品ある顔立ち。艶つややかな黒髪。好こう悪おどちらでも、まず外見で第一印象を持つのは避けられない事ではありませんか？　ですが僕はそこから真愛さんとお互いを理解し合える間柄になり、容姿ではなく人柄に惹ひかれあうようになったんです」

「ええ、その通りです。わたくしも……生涯支え合う伴はん侶りよとして、一大様を信頼し、尊敬していますわ」

　少し口ごもったのは、セリフを劇的にするためにタメをつけたのだろうか。

　確かに『将来の伴侶』なんて、いかにも真愛が言いそうな言葉だ。

　ニセ彼氏でしかない一かず大ひろとしてはちょっと重すぎるのだけど、引き受けている以上はそれに応こたえるだけの態度を見せつけなければならない。

「確かに僕は育ちがいい訳ではありません。まだまだ未熟な身です。ですが真さな愛えさんを愛する気持ちは誰にも負けないつもりです。彼女にふさわしい男性になるため、努力し続ける覚悟はあります。それを、見届けてはくれませんか？」

　歯が浮きそうなセリフだけど、このくらい仰々しい方がいい。

　この場には存在しない、まだ実際に会った事もない、真愛の親戚を視線の先にイメージして真まっ直すぐに見据える。

　ぎゅっ。

　一大の手を、真愛が握った。

　いや。違う。これは間違いなく早少女さおとめの手だ。

　口調や仕草で雰囲気は変化できても、肌の感触までは変えられない。

　現実にひっかかるささくれが、わずかな混乱を生む。

「一大様がここまでの気持ちを示してくださっているのに、おじさまには信頼していただけませんのね。分かりましたわ。それでしたら、わたくしたちの愛の証あかしをお見せしますわ」

　真愛になりきった早少女の言葉が、一大の意識をもう一度『演技』に引き戻す。

「え？」

　いきなり、だけど静かに滑らかに、細い腕が一大の首に回される。

　胸と胸が触れるような間近な距離で、早少女の顔が見上げている。

　まぶたは閉じられ、長いまつげが影を落とす。濡ぬれた唇の僅わずかなすき間から、吐息がこぼれている。

　これは、みんなの前でキスをして証明しろって事なのか？

　いくら何でもしちゃっていいのか？

　オレも初めてだし、彼女も多分そうだろう。

　それをこんなニセ恋人の、しかも予行演習なんかで。

　だいたいこれって誰とのファーストキスって事になるんだ？

　手なら感触の違いでその人だと分かるけど、唇の場合はどうなんだ？

　いやいや。だいだいオレは誰の唇の感触も知らないし！

　だけど男として、真愛の彼氏（ニセ）として、この状況でいつまでもじっとしているのも不自然。

　ちゃんと『彼女』の期待に応えてキスしちゃった方がいいのか？

　心臓が激しく鼓動を打って、頭に熱い血液を流し込んでくる。

　華きや奢しやな肩に右腕を回し、支え、抱だき寄せる。

　一〇センチ、五センチ、三センチ、一センチ──唇と唇の距離が近づく。

　相手の息づかいを感じる。

「ダメーっ！」

　いきなり早少女さおとめが一かず大ひろを押しのけた。

　一気に四〇センチくらい間合いが開く。

「ご、ごめんね。ちょっと調子に乗りすぎたっていうか……」

「は、はは……、オレも。びっくりしたよ。いくら何でもこういう展開はないよな」

　緊張と驚きを笑いでごまかす。

「で、でもほら！　早少女としてはいい傾向なんじゃないか？　役柄になりきって、ついやりすぎちゃうくらいにまで暴走したんだからさ。あははは……」

「真愛さなえになりきったからじゃないんだけど……」

「え？　何か言ったか？」

「ううんっ！　何でもないっ！　あはは……っ！　真愛役だったからアドリブでも何とかなったけど、鷹たか奈なを演じろって言われたらちょっと難しかったかも」

　妙に空々しい笑いの後、早少女は話題を切り替えた。

「そんなに違うのか？」

　熊と戦えとか鉄材を指で引きちぎれとかいうのはさすがに不可能でも、会話だけならそんなに難しいとは思えない。

　控えめに言っても、繊細で複雑とは言い難い性格だし。

「ん。一大と鷹奈って、二人の間にしかない思い出があるでしょ？　そういう話題になったら、適当に調子を合わせても矛盾とか出ちゃうし」

　答える早少女は、どこか沈み気味に見えた。

「あー、そういう事か」

　実際、最近の鷹奈は妙に思い出にこだわっている。

「でも、それってシナリオやキャラ設定が前もって伝わってないって事だろ？『ツボエグ』のヒロインの時みたいに。だからそういうのが上う手まくできないからって、早少女の力不足って事にはならないんじゃないか？　いちいち落ち込まなくてもいいと思うよ」

　早少女はプロ意識が高いから、自分にできない事には敏感に反応してしまうのだろうと、一大は考えた。

「でもやっぱり、一大ってセンスあるよ。急に無む茶ちや振ぶりしても、ちゃんとついて来るんだもん。素人しろうとにしておくのがもったいないくらい」

「現役プロにそう言ってもらえると、多少は心強いかな」

　面おもはゆくて、思わず頰ほおをかく。

「と、ところでさ。これは仮定の話よ。あくまでも仮定の話として聞いて欲しいんだけど」

「何？」

　どこか緊張した様子で、早少女が話を切り出した。

「さっきみたいな話で『星ほし川かわ早少女の魅力』はどこって聞かれたら、一大はどう答える？」

「え？　ちょ、ちょっと待てよ！　現実には早少女の方から、オレに話を持ちかけたんだよな？」

　忘れるはずもない。

　彼女が欲しくてゴロゴロ転がっている現場を目撃され、都合のいい男として半ば脅迫でニセ彼氏に任命されちゃったのだ。

「それはそうだけど……ほら、ボクたち実際につき合ってる訳でしょ？」

「表向きはな」

「だったら一かず大ひろの方もボクのどこに魅力を感じているのかを、ちゃんと意識してないとどこかでボロ出しちゃうかも知れないよ。これも役作りの一環。さあ、答えてっ！」

「でもなぁ。教室での対外的設定としても、早少女さおとめの方から告白した事になってるんだし、オレがそれ考える必要ってあるか？」

「だ、だって交際続けてるんだよ？　イヤな相手とはつき合わないでしょ？　それとも一大は言い寄ってきた女の子なら誰でもいいの？」

「うっ！」

　微妙に痛いところを突かれてしまった。

　前にも『好みのタイプがない』事を自覚させられてしまったし、それ以前にクラスの女子から『待ちの姿勢じゃなかったら彼女ができていた』と指摘された事もある。

　現状のニセ三件同時進行じゃなく、本当に彼女を作りたいのならちゃんと好きな相手を見つけて、こっちから積極的にアプローチしていかなければならないのか。

「ど、どうなの？　それとも……一大はボクが頼んだから仕方なく引き受けてるだけで、全然魅力とか感じてないの？」

　うつむいた早少女が目尻を指で擦こする。

　まずい。まさか泣いているのか？

「そ、そんな事ない！　美人だし、きれいだし、かわいいし！」

「……それ全部同じ事言ってる」

　はうっ！

　うっかり舞い上がって彼氏を──ニセと知らずに──引き受けたのは、まず早少女が美少女だったから。これには間違いない。

　だけどこれでは外見しか魅力がないと言ってるみたいじゃないか。

　確かにその前に教室で地味娘に偽装してる時はほぼノーマークだったけれど。

「そ、そうじゃなくて……。オレが早少女をいいと思うポイントって、他の奴やつには説明しにくいんだよ」

「……どういう事？」

「だって早少女、教室じゃ自分の事『わたし』なんて言って、普通の女の子っぽくしてるだろ？　でもオレにとっての早少女ってのは頭の回転が速くて、口が上う手まくて、何を言っても予想外の切り返しをしてくるところが刺激的で面白いんだよ！」

「面白い……なの？」

「ああ、そうだ。一緒にいて楽しいよ。最初に罠わなにハメられたのだって、今となっちゃいい思い出だ。普通に頼み事をしてくる女の子はたくさんいるけど、あんな事仕掛けてきたのは早少女さおとめだけだもんな」

　湧わき上がってきた言葉を、一切ストップせずに流れ出るに任せる。

「それにトラウマ乗り越えようと頑張って、仕事に一所懸命なところも尊敬してるよ。自腹でコスプレ衣装買ったり、オレん家ちに訪ねてきたり……。でもそういうのは全部、オレしか知らない早少女だろ？　教室でお弁当挟んで『あーん』ってやってるバカップル女の魅力としては説明できないじゃないか！」

　朝っぱらから抱だきつかれたり、いちゃいちゃするのが楽しくないと言えば噓うそになる。

　芝居に調子を合わせるのは面倒だけど、やっぱり少しはドキドキウキウキしてしまう。

　だけど早少女の本性と丁ちよう々ちよう発はつ止しでやり合うのに比べたら、数段つまらないごっこ遊びみたいなものだ。

　この気持ちを何て呼べばいいのか、実はまだよく分からないのだけど。

「そ、そっか……。そういう事なんだ、ウン」

　ポケットからメモ帳を取り出し、ちまちま書き入れる。

『恋愛』について研究した事を記録しておくための資料だ。

「だから早少女も本命の彼氏ができたら、変に『普通の恋人』っぽい事をやろうとしないでさ。そのまんまの早少女がいいって言ってくれる人と、早少女らしいつき合い方をすればいいんじゃないか？」

「……そーいう事を言うんだ？」

　？　？　？

　自分は今、何か変な事を口にしてしまったのだろうか。

　早少女は目元はものすごく嬉うれしそうなのに、口はへの字っぽい微妙な顔になっていた。

「ま、とりあえず紳士に化ける特訓はつき合ってあげる。そのうち、何か見返りはしてもらうから覚悟しててね」

「ああ。分かってるよ」

　ニセ恋人なんだから、一方的に好意に甘えるより持ちつ持たれつの方が気が楽だ。

　それにさっき言った通り、早少女に振り回されるのは面白い体験なんだし。





第７話　またもやガールズトーク・タイム（三大陣営秘密会議編）







　本番を明日に控えた土曜日。

　いつもの喫茶店にいつものメンバーが集まっていた。

　もちろん『いつもの喫茶店』というのは『スウィート・ドロップ』ではないし、メンバーに一かず大ひろは含まれない。

　女の子だけ三人の、一大には内緒の集まりである。

　真さな愛えの前に置かれた紅茶も、早少女さおとめのコーヒーも、既に湯気を立てていない。

　鷹たか奈なが頼んだオレンジジュースも、氷の形が残っていない。

　気まずい──と単純に呼べない、奇妙にアグレッシブな沈黙が続いていた。

　まるで国境地帯でにらみ合う軍隊同士が、互いに開戦のトリガーを引くのをためらうように。

　最初の弾丸は相手が撃ってくれた方が気は楽になるし、責任を負わずに済む。

　それ以前に、本気で殺し合いをしたい訳じゃない。

　いきがかり上敵対する事にはなったけれど、本来は愛すべき隣人なのは間違いない。

　できれば戦わずに、相手が降伏してくれればまたみんな幸せになれるのにと、お互いが思っている。












　これは、そういう戦場だ。

「じゃ……じゃあさ。やっぱりカズが鍛えてくれって言ってきたのは、真さな愛えの用件だったんだね？」

　絶えられずに、口火を切ったのは鷹たか奈なだった。

「ボクにも頼んできたよ。紳士っぽく演技できるように教えて欲しいって」

「申し訳ありません。まさか一かず大ひろ様がわたくしとの事をお二人に話すとは思いもよらなかったもので」

　続く早少女さおとめの言葉を受けて、真愛は肯うなずいた。

　ティーカップを手にした彼女の唇はきれいなカーブを描いているけれど、目はまるっきり笑っていない。

「いいってば。あたしに直接相談されても、手助けできる事なんかないしね」

「うんうん。まあ一大がボクを頼ってくれたから分かったけど」

　答える二人もほぼ同じ表情。

　元々抱えていた難題を利用して既き成せい事じ実じつを積み上げようとする真愛と、一大の気持ちはこちらにも向いているというアピールで対抗する早少女＆鷹奈。

「あくまでわたくしと一大様の事ですから、お二人には関係ありませんのに。余計なお手間を取らせてしまったようで申し訳ない事です」

「関係なくなんかないよ。カズから頼まれたし、真愛だって友達でしょ？　困っている事があったらどんどんあたしたちに頼っていいんだってば」

　鷹奈が立てた親指で、自分の顔を差す。

「そうそう。一大に彼氏役を頼んでいるのも、あくまでも婚約や見合いを避けるための方便でしょ？　そういう事情があるんだったらボクたちだっていくらでも協力するよ」

　早少女も笑顔で身を乗り出す。

　言われた真愛は、少しぎこちない作り笑顔。

「そ、そうですわね……」

　紅茶をかき混ぜるスプーンがせわしなく回り、何度もカップにぶつかってカチカチと音を立てる。

　平静な真愛ならばあり得ない不作法だった。

　一瞬──ほんの一瞬目配せして、早少女と鷹奈は肯きあう。

　一大が真愛のニセ彼氏失格になれば、ライバルが一人消える。

　そんな簡単な話じゃない。

　恋こい仇がたきだけど大切な友達なのは変わらない。

　今回の件で真愛のバイトが禁止されたり、また見合い話が持ちかけられるようになれば、早少女や鷹奈ともなかなか会えなくなってしまう。

　そして何より、もっと大事な事がある。

　早少女も鷹奈も、八や木ぎ本もと一大という人間をよく知っている。

　彼はここで『ニセ恋人の義務が一件減って楽になった』なんて考えるような男じゃない。

　むしろ女の子から頼まれた事を完かん遂すいできなかった事を気に病む。

　多分、埋め合わせのために他の用件よりも真さな愛えを優先するようになるだろう。

　そうしているうちに、だんだん本気の本命になってしまうかも知れない。

　さらに言えば、強引にライバルを蹴け落おとしたり、悪口を言ったりするような女の子を、一かず大ひろは選ぶだろうか。あの博愛主義で優柔不断な男が。

　学校、自宅、バイト先。

　それぞれ接触できるのは別の場所、別のタイミング。しかもそれぞれ正当な理由があるから、一大とライバルの接触を阻はばみ、排除するのは難しい。

　だったら恋こい仇がたきの方に『つき合っているのは、あくまで事情があってやむを得ない事。本気じゃなくてニセなんだよね？』というのを念押しした方が効果的。

　誰もがスタート時点で負い目を持っているのだから。

　それぞれの気持ちと事情の微妙なバランスが、冷戦構造を生み出していた。

　三人というのは、よくも悪くもバランスが取れた状態だ。

『彼女』が二人だけなら、互いに相手を出し抜こうとしてひたすらエスカレートするだけになってしまう。

　そうなったら真っ先に被害を受けるのは一大だ。

　だけどこれなら、例えば真愛が抜け駆けをしようとした時には、早少女さおとめと鷹たか奈なが歩調を合わせて対抗する。

　だれか一人が圧倒的な優位には立たない。

　それに──これなら友達のままでいられる。

　真愛のピンチを救いたいという気持ちは、早少女だって鷹奈だってウソじゃない。

　ただ、間に一大が挟まっちゃってるのがいろいろ問題な訳で。

「ところでその……一大は今、何やってんの？」

　問題の名前を──どこかためらいがちに鷹奈が口にした。

「エコール・ド・パリについて何か質問されてもいいように、図書館で一夜漬けだって」

　紳士的な態度や、役作りの心構え一般についてはアドバイスできても、早少女だって特に美術に詳しい訳ではない。

　一大が一人で集中して勉強したい時に、手助けはできない。

「そっか。お勉強の方はそれで何とかするって事か。夜はあたしのところで最後の稽けい古こって事になってるし。その三み隅すみって人の実力がよく分かんないから不安は不安だけどさ。真愛は何とかして空手の勝負になるように持っていってよ」

「はい。お心遣い痛み入ります」

　鷹奈の言葉に、真愛は肯うなずいた。

　何よりも一大の誠意や頑張りを無駄にしたくないというのは、全員同じ気持ちなのだ。

「まあ、今回の件も真愛んトコから帰ったらすぐに相談してくれたし、カズの一番近くにいるのはあたしって事なんだよね。困った時に頼るだけじゃなくて、あいつから頼りにされるのってやっぱり気持ちいいよ、うん」

　実際には自分から訪ねていったという事実は伏せつつ、鷹たか奈なが胸を張る。

「早少女さおとめが相談を受けたのは、次の日でしょ？　何の遠慮もない間柄だったら、カズだってその晩のうちに電話とかしたんじゃないの？」

「一かず大ひろはボクが仕事で忙しいの知ってるもん。だから気遣って次の日まで待ってくれたんじゃないかな？」

　自慢げな鷹奈相手に、早少女も対抗する。

「でもまあ、鷹奈の言う通りだと思うよ。一大が困った時に、ボクが何か助けてあげられるっていうのは素敵だよね。ニセ彼氏をお願いしたのがきっかけでも、人間同士対等の関係なんだから」

　この瞬間にもっとも切実な事情を抱えている──即すなわち『一大を必要としている』のは真さな愛えだ。

　だから早少女の選択は鷹奈と共同戦線を張って、真愛の独走を食い止める事。

　そのために、こちらは『一大から必要とされている』というアピールだ。

「事情が事情だから仕方ないけどさ」

　鷹奈は一いつ旦たん言葉を切った。勝ち誇ったように、薄くなったオレンジジュースを一気に飲み干す。

「真愛って広い世間を知りたいし、自分で仕事できる人間になりたいって事でバイト始めたんだろ？　だったらいつまでもカズに頼ってるだけじゃダメなんじゃないの？　カズの助けがなくてもトラブルは自分で解決できるし、彼氏の話はウソでしたって正直におばさんに話せるようにならないと、いつまでも一人前になれないよ」

「うん。ボクもそう思う。今回は仕方ないけど、いつまでも志し束づかおばさんをごまかし続けるのは、真愛のためにならないんじゃない？」

　早少女もつい尻馬に乗ってしまう。

『一大と真愛のニセ恋人関係』を終了させる達成条件。

　一番切実で深刻な事情というのは、言い換えれば解決しなければならないトラブルがはっきりしているという意味になるのだ。

　さらに言い換えれば、難しいけれど解決できるトラブル。

　一大がお役御免になって、真愛から解放される。

　真愛の立場に立てば、一大を引き留めておくための言い訳を失ってしまう。

「そ、それを言うのであれば……鷹奈さんも早少女さんも同じではありませんか？　お芝居の上での悩みですとか、部活の後輩にまとわりつかれて困るですとか、そういう問題は先延ばしにせずに一日も早く解決した方がいい事ですわよね？」

　カチカチカチカチカチ。

　壊れた洗濯機の中身みたいに、紅茶が激しく渦を巻く。

　琥こ珀はく色いろの荒波がカップの縁から飛び出してしまいそうだ。

「そ、そりゃそうかも知れないけど……桃もも乃のはしつこいし……。あ、そうだ！　あたしの場合、ニセ恋人やめても幼なじみのお隣さんなのは変わらないしねっ！」

　言ってる途中で気づいて、鷹たか奈なの声が明るく弾はずみ出す。

「ぼ、ボクもそうだよね。同じクラスだし。クラスメイトのみんなが知ってる手前、そう簡単にニセ恋人関係を終わらせる訳にはいかないし」

　実は早少女さおとめが持っている、もう一枚の有利な手札がこれだ。

　一かず大ひろと自分を恋人だと認識している人数が、三人の中で一番多い。

　しかも真さな愛えと鷹奈の件を知っているのは、志し束づかや空手部の後輩など女の子の側だけの関係者。

　クラスメイトは一大と早少女、両方の知り合いだ。

　早少女と別れたら校内における一大の社会的立場が面倒な事になる。だけど真愛の場合、極端な事を言えば志束ひとりを納得させればニセ恋人関係は清算できるのだ。

　事情の切実さではナンバーワンの真愛は、実は円満解消が最も容易でもある。

「うんうん。そうだよ。バイトなんて辞めちゃえば同僚じゃなくなって、ただの顔見知りだけど、あたしとカズの家が隣同士なのは変わらないもん♪」

「い、家だって引っ越す事だってあるでしょう？　クラスだって変わる事がありますし」

「仮にそうなっても、思い出は誰にも邪魔できないもんね。何があっても、あたしとカズが幼なじみって事実は変わらない」

「ボクたちの学校、三年になる時にクラス替えはないし」

　カチンッ！

　不意に、ティースプーンが止まった。

「確かにわたくしはまだまだ未熟です。ですから成長するためにも、まだまだ一大様に助けていただかなくてはなりませんわね。どれほど時間がかかるか分かりませんけれど」

　真愛の笑みが、凄せい絶ぜつなニュアンスを帯びる。

「おふたりのご協力には感謝していますわ。わたくしと一大様の関係がこのまま続くよう、手を貸していただいたのですから」

　そう来る訳？──早少女の頰ほおがピクピク引きつった。

　さすが子供の頃から人からかしづかれ、世話をされる事に慣れている身。

　ちゃっかり『一大が鷹奈や早少女に頼った』のを『一大と真愛のために二人が働いた』という風にすり替えたのだ。

　これでは三人の中で、圧倒的に真愛だけが立場が上ということになってしまう。

　笑顔の裏、水面下で繰り広げられる熾し烈れつな心理戦。

「だ、だから真愛自身が頑張って、早く彼氏──じゃないや。ニセ彼氏離れしなきゃダメなんだってば！」

「ええ。鷹奈さんのお心遣い、大変感謝しておりますわ。これからも友人としてご助言ご助力いただければ幸いです」

　今度は鷹たか奈なの指がいらだたしげにトントンテーブルを叩たたいているのに対し、真さな愛えは優雅で落ち着いた仕草でカップを口元に運ぶ。

　一手で盤面は完全に逆転した。

　事実はどうあれ、真愛の主観の中で『一かず大ひろと真愛のために、鷹奈や早少女さおとめが骨折りした』という解釈が成立してしまえば、今までのやり方でプレッシャーをかけても無効だ。

　どうする？

　どうすればこの不利を覆くつがえせる？

　悩む早少女の脳裏に、一瞬の閃せん光こうが走った。

「そんなの当たり前だよ！　だってボクも鷹奈も、真愛の友達だもん」

「え？」

　いきなりの明るい声に、真愛がきょとんと目を丸くする。

「そのおじさんの難癖をはね除のけられなかったら、志し束づかさんの立場も悪くなるし、バイトだって辞めなくちゃいけなくなるかも知れないんでしょ？　そうなったら、ボクたちがこうして会うのも難しくなっちゃう。そんなのイヤだよ！」

　笑って──というよりは笑顔を作って、しっかと真愛の両手を取る。

「そ、そうそう！　早少女の言う通り！　あたしたち友達だもんねっ！」

　調子を合わせて鷹奈もパンと手を叩く。

　話をすり替えられたのなら、こっちもすり替えなおせばいい。

『一大と真愛の関係を維持するため』ではなく『早少女、鷹奈、真愛の友情を守るため』という事にすれば、真愛の風下に立たされる事はなくなる。

　三人同格にまで戻せる。

　しかも、これはまるっきりのウソやでっち上げではない。

　少なくとも、本心の中に含まれる成分。

　憎むだけで、他の感情を抱いだく必要がない相手なら、どんなに簡単だっただろう。

　大切な友達。

　大切な彼氏──ニセだけど──の大切な人。

　それらを全部投げ捨てたり踏みにじったりできるほど、残酷にも身勝手にもなれない。

　いやまあ。身勝手は身勝手なんだけど程度問題って事で。

「理由はどうあれ、カズがやる気出して頑張ってるのを無駄にしたくないしね。それに、真愛の話聞く限りじゃその三み隅すみって人、結構イヤな奴やつじゃん？　そんなのにカズがバカにされたり見くだされたりするのって面白くないし」

「あ、ありがとうございます」

　鷹奈の力強い笑みに、真愛は戸惑いながら礼を述べる。

「カズだけに任せておけないよ。真愛の夢を邪魔する奴がいて、あたしにできる事があるなら、何でも気軽に言って！」

「ボクも。当日は仕事があって動けないけど、今回に限らず何か困ってたらすぐに教えて。真さな愛えも、鷹たか奈なも」

　早少女さおとめも二人に向けて微笑ほほえむ。

　ライバルだって友達なんだから、幸せになって欲しいという気持ちにウソはない。

　ただし自分自身が幸せになりたいのはもっともっと本気。

　時に自分と友達の幸せが両立しないという困った事態があるだけで。

　微妙な沈黙の後のち、三人は互いの顔を見合わせて──笑った。





第８話　彼氏性能テストを突破せよ







　いよいよ当日の日曜日。

　最初に真愛から贈られた──というか強引に着せられた、一流ブランドのスーツに身を固め、一かず大ひろは迎えのリムジンに乗り込んだ。

　今日は前回よりも格式張った招待なのでマツリではなく、黒いリムジンのハンドルを握るのは正規の運転手。瘦やせて白髪交じりの、初しよ老ろうで品のいい紳士だった。

　生まれて初めて乗ったリムジンのシートはゆったりと柔らかく、それでいて体が沈みすぎる不快感はない。

　不慣れな緊張感が受け止められ、優しく包まれ、そのまま消化されてしまったみたいに自然にリラックスできた。

　もちろん車内で変な話をする事もなく、同じコースを正確にたどって天てん弓きゆう院いんの屋敷へと向かう。

　マツリの運転も上う手まいと思ったけれど、さらにレベルが違う。

　走っている事を忘れ、静かな応接室で寛くつろいでいるような感覚だった。

　一流のプロフェッショナルの技。それにふさわしい給料や待遇を真愛の家では与えているのだろう。

　然しかるべき待遇で雇やとい入れる事で、高い能力を育み、守り、必要ならば継承させる。

　これも裕福な人間の社会に対する義務という事か。

「到着いたしました。八や木ぎ本もと様」

　屋敷に到着したが、あまりに滑らかだったのでいつ止まったのか意識できなかった。気がついたら運転手が降りて、ドアを開けていた。

「あ、ありがとうございます」

　降りた一かず大ひろを出迎えたのは真さな愛えと志し束づか、それに見知らぬ中年男だった。

「一大様、今日は招待に快く応じていただき、誠にありがとうございます」

　真愛は先日にもまして清せい楚そかつエレガントな純白のドレス。スカートの裾すそを軽く持ち上げて一礼する様子は、ここが日本で今が二一世紀なのを忘れてしまいそうになる。

　志束も地味だが上等な上着にタイトスカート。

　いかにもデキる女という印象だ。

「お招きに預かりまして光栄です」

　なるべく自然な笑顔を心がけながら、奮発して買ったバラの花束を手渡す。

　受け取る真愛の頰ほおが、花びらを映したみたいにほんのり染まった。

「ほう……。その少年が例の男かね？　まあ、付け焼き刃とは言え最低限の礼儀は心得ているようだな」

　中年男が顎あごをしゃくって、一大を睨ねめつけた。

　恰かつ幅ぷくのいい体格で、背は一大と同程度。脂性の肌がてらてらと光っている。着ているスーツは上等だが、品のない派手な色。

　それこそ教養も資産もない、一流ブランドなんてものにはほとんど無縁だった一大だが、比べてみると志束の装いがどれほどしっかりしているかが分かる。

　しかも背後には黒スーツのボディガードを三人ワンセットで引き連れている。真愛を守っていたのがシュワルツェネッガーだとすれば、こっちは全員ドルフ・ラングレン風。

　上流階級の作法は分からないけれど、これはかなり失礼な事に思えた。

　ここは天てん弓きゆう院いんの本家敷地内。つまり当主を代行している志束が責任と権限を持っている領域という事になる。

　その中で個人的な護衛を侍はべらせているのは志束を信頼していない、この場の安全が保障されていないとアピールしているようなものではないか。しかも身内が。

「三み隅すみのおじさま」

　穏やかだがピンと芯しんの通った真愛の声で呼ばれ、中年男の片かた眉まゆがピクリと動いた。

「今日はわたくしたちが招いた側です。しかも発案はおじさまなのですよ。まずはこちらから挨拶するのが筋でしょう？」

「ん。まあ形式としてはそういう事になるのか」

　さっきは片方だけだったのに、今度は両方をしかめて眉み間けんにシワを寄せる。

「私は三隅。天弓院グループの関連で、いくつか社長をやっている」

「初めまして。真さな愛えさんとお付き合いしております、八や木ぎ本もと一かず大ひろです」

　差し出した右手を、相手は取らなかった。

　三み隅すみは相変わらず顎あごを反そらせた不自然なポーズで、背丈に差がない一大を強引に見くだしている。

「いやぁ。今日の趣しゆ旨しは伝えさせてたはずだから、まさか本当に来るとは思っていなかったよ」

　アンバランスな形に唇を曲げて、三隅が笑った。

　先入観を持たないようにしていたが、志し束づかやマツリが言ってた意味がよく分かる。

　どれほど財産があり、裕福で恵まれた生活を送っていても関係ない。

　どんな人間として生きるのかというビジョンを持たず、自分を律する事ができなければ、育ちがよくたってどうしようもない俗物になる。

　飾り物の箱入り娘から抜け出して、仕事ができるようになろうとしている真愛。

　重責を自ら引き受け、財団の維持に心を砕いている志束。

　そういう人間こそ、本当に『高貴』と呼ぶにふさわしいはずだ。

「三隅さん。いくら何でもその物言いは失礼ではありませんか？　彼の人物はわたしが一度ならず確かめていますし、真愛との交際も誠実で清潔なものです」

　若い真愛の発言では効果がないと見たのか。志束の厳しい口調が三隅を叱しつ責せきした。

「志束くんのような若輩にどれだけ人を見る目があるのか、私は不安なんだよ。伝統と格式を守る事こそが天てん弓きゆう院いん記念財団にとっては重要だろう？　だからこそまだ未成年なのに本家の跡取りという事で真愛が尊重され、その後見人として君の地位があると思っていたのだがね」

「何を仰おつしやりたいのですか？」

「外から、何の地位もコネクションもない若者を引き入れるというのは、伝統に傷を付けるようなものじゃないか？　さすがに自分の息がかかった人間を集めて、志束くんが何か企くわだてているとまでは言わないがね」

　当の一大の目の前で、遠慮も気品もない物言いだった。

　志束に対してもあからさまに『邪じや推すいしてます』と宣言しているも同然だ。

「伝統とは無思慮に過去のやり方を遵じゆん守しゆする事ではありませんわ。時代に応じて変わっていくのも必要でしょう。何を、何のために守るのかという展望も見識もなしに、その場その時の都合で持ち出す方が、よっぽど『伝統』そのものを軽視しているかと」

　もちろん志束だって一歩も退ひかない。しっかり論陣を張って対抗する。

「差し出がましいようですが、僕にも言わせてもらえますか？」

　一大が一歩進み出る。

　不安と期待の入り混じった眼まな差ざしで、真愛が一大を見つめた。

「そんな風に僕と真愛さんの間を勘ぐられるのは心外です。そもそも三隅さんは僕を試すためにここに呼んだのではありませんか？」

　軽んじられ、辱はずかしめられて黙っているなんてこの場にふさわしい態度ではない。

　この一週間、昼休みや放課後のちょっとした時間に早少女さおとめから特訓を受けてきた。

　その記憶が、一かず大ひろを支えてくれる。




「いい？　礼儀正しく上品にっていうのは、ただおとなしいだけじゃダメなの」

　金曜日、昼休みの屋上。

　仕事の合間にも調べ、考えててくれたのだろう。いつものメモ帳を開いて早少女が教えてくれた。

　時間を節約するため、話をする早少女も聞く一大もコンビニで買っておいたパンをかじりながらだ。

　ただ『恋愛の勉強』に付き合わされるだけ、バカップルのフリをするだけじゃない。

　本当に必要な時は互いに気取らず、飾らず、合理的な行動もできる。

　だからこそ早少女を──頼もしく思う。

「本当のプライドを持つっていうのは、根拠なしに威張り散らす事でもカッコつける事でもない。自分が何を誇るのかを自覚して、その根拠に責任を持つって事なの。例えばボクだったらアニメとか子供番組とかくだらないって言われたら、絶対に怒る。相手が取り消すまで納得なんかしない！」

　そういう事を言っている誰かの心当たりがあるのか。

　早少女は唇をつんと尖とがらせて床を蹴ける。

「そりゃそうだろうな」

　仕事に賭かける彼女の熱意を知っている身としては、当然の事だ。

　多分、早少女を前にしてそういう無礼をほざく奴やつがいたら、一大だって怒る。

「じゃあオレは真さな愛えさんの彼氏として出向くんだから、彼女を侮ぶ辱じよくしたり、二人の関係を変に勘ぐったりする奴、彼女にふさわしい人間になろうとしてるのをバカにする奴にはちゃんと腹立てていいって事か？」

　実際には一夜漬けの間に合わせだけど、キャラ設定としては真愛のためにずっと努力を重ねてきたはずだ。

「そうそう。立ててもいいっていうより、しっかり憤ふん慨がいするべきね。三み隅すみって人は絶対そこのあたり突いてくるよ。だから毅き然ぜんと、でも感情的にならないように気をつけて」

「分かってるって」

　プライドを持つ事と威張り散らす事は違う。

　本当に気け高だかいのはきちんとした裏付けがあって、責任感とセットになった矜きよう持じだ。

　即興で作り上げたハリボテのキャラなんだから本物の裏付けなんかないけれど、真愛や志し束づかという最高のモデルケースがあるし、早少女から演技のレクチャーも受けた。

　そう言えば、前に鷹たか奈なにも教えられた。

　勝たなければならない時は、空から元気ならぬ空自信でもいいからためらったり迷ったりするなと。

　多分、早少女さおとめが念を押してるのも同じ事なのだろう。

「ホント、ありがとうな。仕事とか忙しいのに。前のダブルブッキングの時もそうだけど、他の女の子の事で手間かけさせちゃって」

「ううん。だって一かず大ひろにはニセ彼氏なんて無理を聞いてもらってるんだから、このくらいはギブ・アンド・テイクだもん。真さな愛えは、ボクの友達でもあるしね」

「そう言ってもらえると気が楽だな」

　一方的な好意に甘えるより、互いに下心コミで利用し合っている方が気楽というのは一面の真理だ。

　思えば『いい人』から脱却できなかったのは、そのあたりの見極めがどっちつかずだったせいもあるのか。

　神か仏に比肩する無償で無限の慈悲で親切にしてるのでない以上、はっきりと『彼女が欲しいから、みんなにいい顔してるんです』という下心を隠さない方がよかったのかも知れない。

　どっちにしろ今となっては後の祭りだけど。

「本当は当日もサポートできればいいんだけどね……」

「気にするなって。早少女は仕事が第一だろ。今日まで助けてくれただけで十分感謝してるよ」

「うん。いいね。そういう事言う一大って、いいと思う」

　微笑ほほえみ、手を後ろで組んで、早少女がくるりと振り返って背を向けた。

　ふわりとなびいた長い髪から広がった柑かん橘きつ系けいの香り、そしてそれでも隠しきれない微かすかな汗の匂においが、一大の鼻先をくすぐる。

「女の子に優しくて、マメで、一所懸命で……そういう人だから、ボクは一大を選んだんだもんね」

　これはつまりアレか。

　頼みを断らない性格をきっちり見切ってニセ彼氏を頼んだという意味か。

　それはその通りだろうけど、今さら確認する話でもないような気もするが。

「……じゃあ明日、一大がもっと頑張れるように魔法かけてあげる」

　足音も揺れもない静かなステップで、早少女が近づく。

　両手を腰の位置で組んだまま、互いの胸と胸がくっつきそうなくらいの距離で、すっとまぶたを閉じてつま先立ちに背伸びする。

　柔らかくて、熱くて、湿った唇が触れた。

　一大の右手に。

　こちらの口元めがけて寄せられてきた早少女の唇を、思わず手のひらで受け止めてしまったのだ。

　この一週間は毎日、相手の動きに素早く反応する練習をしていた。これは成果と呼んでいいのか。それとも副作用と言うべきか。

「……え？　イ、イヤなの？」

　ブロックされて、早少女さおとめが二歩ほど後ずさった。

「わ、悪い……っていうか、何でオレが謝るんだ？　今のは早少女、お前がやり過ぎ！　そ、その……あくまでオレたちはニセの恋人なんだし、キスはマズいだろ？」

「ボ、ボクは別に構わないけどね。今は声優だからそういうケースはないけど、ドラマでも舞台でも、恋人役だったらキスくらいは普通にする事ある……はずだし」

　真っ赤な顔で説明する早少女は、彼女らしくない前のめりの早口だ。

「一かず大ひろは……ボクにキスされるの、イヤ？」

　上目遣いで尋ねてくる。

　男の魂の急所を直撃する、強烈な反則攻撃だ。

「イ、イヤじゃないっ！　はっきり言って嬉うれしい！　だけど、嬉しいからこそ、ここでやっちゃう訳にはいかないんだよ！」

「えっ？」

「……その……前に早少女にツッコまれたじゃないか。オレには女の子の好みなんかないって」

「あれは話の成り行きみたいなものだよ？　そんな深刻に考え込まなくても。ボクが悩んでる時は、一大の方がもっと楽になれって言ってくれたじゃない？」












「それでもだな──上う手まく言えないけど……人によってはキスなんて大した事ないのかも知れないけど、早少女さおとめにとってはどうなんだ？　こないだだって、ノリだけでやっちゃいそうになって、結局やめただろ？」

「……うん……」

　あの時から、頭の片隅でずっと考え続けていた事だ。

「慣れちゃったらキスくらい平気でも、最初のキスって一生で一回だけで、絶対にやり直しとかできないだろ？　それならオレは本当に好きな人としたいと思うし、早少女だってそうじゃないか？」

　そして考えた末に弾はじき出だされた結論がこれだった。

　好きか嫌いかという二分法で測っていいなら、早少女への評価は『好き』だ。

　だが、それを言ったら一かず大ひろは女の子は大概『好き』になってしまう。

　もちろん早少女はクラスメイトや何かのその他大勢に比べたら、ずっと濃い『好き』には違いないけれど、どうしても『最初は向こうから変な話を持ちかけられて、引き受けた弾はずみで流されちゃった』という負い目は消えない。

　それに、真さな愛えや鷹たか奈なもいる。

　同じニセ恋人を三人並べて誰が一番好きなのか。

　こうやって並べて比べられる時点で本当の『好き』とは違うんじゃないか。

　そんな疑問が頭から離れない。

　だいたい、こっちが一方的にそんな風に悩んだって、向こうは三人ともあくまで『ニセ』なんだから、下へ手たをすれば空回りの一人芝居で迷惑をかけるだけだ。

「そ、そうだけど……っていうかそうだから……なんだけど」

「大丈夫」

　さっき唇が触れた手のひらの真ん中を守るように右手を握りしめ、固めた拳こぶしを左手で包み込む。

「その……口と口じゃないけど、早少女の気持ちだけで十分だ。それに、オレが真愛さんトコで頑張ってる同じ時に、早少女も一所懸命自分の仕事してるんだって思える方が、ヘタな励ましなんかよりよっぽど力強いよ。あっ！　べ、別に早少女のキスがヘタとか、そういう意味じゃないからな！　誤解するなよ！　だいたいオレ、キスの上手さが分かるような経験ないしっ！」

「うん。分かってる」

　不意打ちが失敗したせいか。さっきまでは戸惑いつつ、どこか悲しそうにも見えた早少女の表情がぱっと明るくなる。

　細い小指が、唇が作った笑みのカーブを滑らかになぞる。

「そうだね。ボクも、頑張る。離れてても一大が頑張ってるんだから。これって、離れていても特別に信頼し合ってるって事だもんね」

「ま、まあそういう事になるのかな……」

　照れくさくて右みぎ頰ほおを搔かこうとして──慌てて左手に変える。

　ちょっと不自然なポーズになってしまったけれど、キスされた右手を開くのはちょっともったいなかった。




　そうだ。

　きっと早少女さおとめだってマイクの前で、彼女の戦いを戦っている。

　彼女からもらった自信を無駄にしないためにも、こんな奴やつを相手に引き下がる訳にはいかない！

　思いが力になって眼まな差ざしに宿る。

　一かず大ひろが真まっ直すぐに見つめた視線から、三み隅すみは顔を逸そらした。

「おじさま。一大様は古武術の心得がありますのよ。ご自慢の空手でお相手して差し上げてはいかがですか？」

　まるで逃げる三隅を追いかけ、追い詰めるかのように、真さな愛えの柔らかな言葉が投と網あみのように投げかけられた。

　一大としても望む展開だ。だが振り向いた三隅の口から飛び出したのは、予想外の言葉だった。

「や、八や木ぎ本もとくんのような元気のある若者に、私のような歳としの者が相手をするのもかえって失礼だろう。おいっ！」

「自分でありますか？」

　三隅に指差されたラングレンの一人が、小首を傾かしげながら一歩進み出る。

「そうだ。勝負は彼とやってもらおうじゃないか？」

「自分がこの少年とですか？　ご命令とあれば、もちろん従いますが……」

　サングラスで半分隠れた顔は納得のいかない表情だった。

「おじさま！　いくら何でもそれはひどいのではありませんか？　本職の方にお相手させるなんて！」

「優秀なボディガードを雇やとう経済力を私は持っている。つまりこの男も私の力の一部だよ」

「そんな……」

「真愛さん、大丈夫。これが試しだというなら、僕は受けて立ちます」

　なおも批難しようとする真愛を抑え、一大は一歩進み出た。

　真愛の彼氏なら、彼女にふさわしいパートナーになりたいと願っている男なら、この程度の無理難題に異議申し立てなどしない。

　早少女から学んだ通り『演じる役柄』らしい行動が、自然に胸の芯しんからわき出してくる。

「でも一大様……」

「僕を、信じて」

「……はい。一大様がそう仰おつしやるなら」

　真っ直ぐに目を見つめると、真愛も静かに肯うなずく。

　さすがの天てん弓きゆう院いん家も敷地内に武道場や体育館は併設されていないから、勝負は庭で行われる事になった。

　一かず大ひろは鷹たか奈なから借りてきた道着。もちろん白帯だ。

　ラングレン一号は上着を脱いでランニングシャツ。首、肩、腕、胸──筋肉がこれ見よがしに盛り上がっている。下半身はスラックスのままだが、靴は脱いでいる。

　実は履いたままでも戦う訓練は積んでいるし、様々な事態に備えて爪先には強化プラスティックの防護板が内蔵されていて、蹴けりの威力を高める効果もある。だからこそ不公平がないように脱ぐしかなかったのである。

　もちろんサングラスも外した。

　顔面や胴体の防具はなく、どちらも拳こぶしと脚にクッションパッドを着けただけ。

「これは、あまりに危険ではありませんか？」

「確か八や木ぎ本もとくんは古流の武術を学んでいるのだろう？　だったらこの格好が戦いやすいんじゃないかね」

　志し束づかの抗議に、三み隅すみはにやりと唇を曲げる。

「志束さん、お気遣い感謝します。ですが僕なら平気です。これでやりますよ」

　下へ手たに顔面を守る防具などを着けたら、慣れていない分動きづらくなる。それに元々何発ももらうつもりはない。

　勝つにせよ負けるにせよ、クリーンヒット一発で決まるはずだ。

「本人がいいと言ってるんだから構わないじゃないか。早く始めよう。一本勝負で構わないな？　二本目から先は多分無理だろうからな」

「では、わたしが審判役を務めさせていただきます。始め！」

　苛いら立だたしげな三隅の言葉に、志束が進み出て右手を挙げる。

　正式な試合ではない。だけど一大は両の拳を腰の高さに置いてから、深々と一礼をした。

　この立ち合いはいかなるルールにも従っていない私的な、しかし真剣勝負だ。こんな作法など無意味どころか隙すきを見せるだけの行為でしかない。

　それでも一大は鷹奈から教わった形にこだわった。

　どんな相手、どんな状況でも礼儀を守るのは、真さな愛えの彼氏として当然だと思ったから。

「少年。君の流りゆう派はは？」

　それまで無言だったラングレンが重厚な低音で訊たずねる。

「知人から個人的に手ほどきを受けているだけで、正式に入門している訳ではありません。ですから流派は名乗りません。我流とでもお考えください」

　この答は単なる事実を言っただけではない。これなら、自分が負けても氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの名誉に傷はつかない。

「なるほど。……では、行くぞ」

　ラングレンも頭を下げてから構えを取る。

　数メートルの距離を開き、二人が向かい合う。体格では、一大の方が二回りも小さい。

　どちらも動かないままの、凍りついたような沈黙を破ったのは三み隅すみだった。

「そんな子供相手に何をしてる！　さっさと片付けないか！」

「……はい」

　一瞬眉み間けんにシワを浮かべた後、ラングレンが重々しい足取りで間合いを詰めてくる。

　右手を握りしめたまま、一かず大ひろは視覚に意識を集中する。

　相手の足運び、視線、筋肉の微妙な動き──その『起こり』を読み取るべく。

　脳裏に閃ひらめいたイメージにすべてを委ゆだね、視界をさらに絞りこむ。

　見えた──！

　ラングレンが左手を突き下ろす。

　それよりもコンマ数秒早く反応し、低く身を屈かがめる。

　拳こぶしを握りしめる。

　早少女さおとめから受け取ったエネルギーを宿した右の拳を。

　相手の鉄拳を肩の上でやり過ごし、思い切り体重を乗せて踏み込みながら右正拳を脇腹目掛けて突き出す。

　ズンッ！

　　ドンッ！

　足音と打撃音が、わずかにズレながら鳴り響く。

　拳が、燃えるように熱い。

「ごっ！」

　短くうめいて、ラングレンが一歩後ずさる。すぐに体勢を立て直し、ローキックが飛んでくる。

「そこまで！　勝負あり！」

　志し束づかの声と同時に、相手の足は一大のスネまで数センチを残してピタリと静止した。

「見事だったぞ、少年」

「ありがとうございます！」

　いかつい顔に微笑を浮かべるラングレンに、改めて頭を下げる。

　幸運はいくつもあった。

　相手が試合用の道着ではなく、通常の服装を脱いで試合に臨んだ事。道着と違って素肌が隠れていないから初動を観察しやすくなった。さらに下半身は普通のスラックスで、一大との体格差もあるから、動きやすく手加減しやすいパンチで仕掛けてくるというヤマも張りやすかった。

　何より幸運だったのは、三隅が指名したのがこちらとの実力の違いをきちんと認識した上で『あまり痛めつけずに勝負を決めよう』と考えるような善人だったという事だ。

　鷹たか奈なと早少女。

　二人からもらった強さや勇気を、この一点一瞬に集約して叩たたき込こめた。

「ま、待て！　まだ戦えるだろうが！」

「空手の試合であれば、充分に有効な一打が入ったと判断しました」

「それに一本勝負と言ったのは三み隅すみのおじさまですわ」

　三隅の不満は、志し束づかと真さな愛えがあっさりと封じた。

「これで……まず一つ。認めていただけますね？」

　一かず大ひろも眼まな差ざしに力を込めて、三隅を睨にらみつける。

　紳士的というのは穏やかで控えめなだけではない。大切な何かを侮ぶ辱じよくされたり、相手が約束を守らない時には毅き然ぜんとした態度を取るのも必要。

　これも早少女さおとめから教わった重要な鍵だ。

「……分かった。まあ殴り合いが強いのは確かみたいだな」

　一大が勝ち取ったポイントの価値を貶おとしめる言葉を付け加えるのを忘れずに、三隅は口をへの字に曲げた。

「だいたいだな。体を鍛えて強ければいいというものではない。さっきも言った通り、必要なら強いボディガードを雇やとえばいいだけの話なんだからな」

「普段わたしに言っている事とは、ずいぶん違いますわね」

「次の試験だ。屋敷に戻れ！」

　志束の指摘を無視して、三隅は大おお股またで歩き出す。

　道着から着替えるヒマもなく、一大たちもそれに従った。

　客間に戻ると、三隅は部下に命じて二つの包みを持ってこさせた。

　どちらも全く同じ大きさ。四人がけの食卓ほどもある四角く厚い板状のものだ。

　部下たちの手で一方の包装が丁寧に剝はがされると、中から現れたのはきちんと額装された油絵だった。ヨーロッパのどこかだろうか。青空を背景に石造りの白い家並みが並んでいる、明るい風景画。

　イーゼルにかけられた絵を前に、なぜか志束が舌打ちをして眉まゆをしかめる。

「腕力などよりも大切なのは教養、そして審しん美び眼がんだ。こればっかりは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではないからな。生まれた時から一流に囲まれた環境で育ってこそ、優れた感覚が養われるのだよ」

　例えばいわゆるグルメでも、家に専任の料理人がいて、幼い頃から一級品を味わってきた人間でなければ旬の素材の本当の旨うま味みは分からないという話もある。

「さて、八や木ぎ本もとくん。この絵の作者が分かるかね？」

「確信はありませんが……ユトリロですか？」

　よく観察してから、慎重に答える。

　エコール・ド・パリの主要な画家については、一夜漬けの連続で勉強した。目の前の一枚は、モチーフもタッチもユトリロっぽい。それに三隅が特に好きでコレクションしているのもユトリロだと、事前に真愛から情報を得ている。

「さすがにそれくらいは即答してくれないと困るな。本題はこれからなんだから」

　三隅がパチンと指を鳴らすと、もう一枚の包みが解ほどかれた。

　現れたのは──まったく同じ絵。

「これは、片方が本物でもう一方は贋がん作さく──じゃない模作なんだがね」

　本物は厳重に保管し、何かの事情で他人に見せる際には原則として模作の方を引っ張り出すと、三み隅すみは自慢げに語った。

「万が一にも傷ついたり汚れたりしてはいかんし、ほとんどの客は本物の値打ちなど分からんからな。下へ手たな奴やつに見せたら目アカがつくという奴だ」

　三隅が口にした言葉は、一夜漬け勉強の途中で知っていた。

　美術コレクター──特に日本人の中には、自慢の品が他者の目に触れる事を極端に嫌う者がいる。

　その事で作品が汚けがれ、値打ちが下がるという一種の迷信だ。

　よい物を、なるべく多くの人間のために紹介する。作品の価値が伝わるような展示を考えるという真さな愛えや志し束づかとは真ま逆ぎやくの考え方に、一かず大ひろは胸の芯しんがむずむずするような不快感を覚えた。

「八や木ぎ本もとくんには、どちらが本物か当ててもらおうか？」

「……」

　模作が現れた時点で予想された出題だった。

　ユトリロについての知識や、通り一遍の美術史みたいな話だったら大急ぎで頭に詰め込んだ知識で多少は太た刀ち打うちできるかも知れない。

　だけど絵の真しん贋がんを見極めるなんてのは、シロウトには無理だ。

　それこそ日頃から本物に接している人間か、訓練を積んだ専門家でもなければ不可能。

　同じ大きさの包みが二つ並んだ時点でこの無理難題を予測したから、志束は舌打ちをしたのだ。

「天てん弓きゆう院いん財団の中ちゆう枢すうに外から食い込もうというのだからねぇ。この程度の事は軽くこなしてもらわないと困るよ」

　嫌みをたっぷり混ぜ込んだ嘲ちよう笑しようが、一大に投げつけられる。

「三隅さん、さすがにアンフェアではありませんか？　この絵はあなたが秘蔵していて一般公開されていないものです。本物に接する機会がないのに、真贋判定なんて不可能でしょう！」

　志束が抗議しても、三隅はふんと鼻で笑った。

「この絵そのものを見た事がなくても、ユトリロの作品に接していればタッチは知っているだろう。いや。ユトリロに限らず本物の一級品に触れていれば、そのオーラとでも言うべき何かを感じ取れるはずじゃないかね？　例えば志束くん自身なら、よく見ればどちらが本物か分かると思うがね」

　志束が唇を嚙かむ。

「まあ『育ちの悪い僕にはできません。ごめんなさい』と尻尾しつぽを巻いて逃げるのなら、それでも構わないがね。正直さは庶民の美徳だよ」

　もう傲ごう慢まんさを隠そうともしない。楽して稼げるはずだった白星を一つ落としたせいで、かえって意固地になっているようだ。

　負けたくない。

　地位や財産があっても、心の貧しい奴やつになんて。

　こんな奴に、真さな愛えの邪魔をされてたまるか！

　決意し、心を落ち着け、二枚の絵の前に進み出る。

　遠くから見ているだけでは高精度のコピーどころか、ネコ型ロボットのひみつ道具でも使ってまったく同じものを増やしたようにしか見えない。

　目を凝こらし、今度は思い切り顔を近づける。

　油絵の具を重ねた立体的な筆致が読み取れるけれど、それも右と左で完全に一致しているように見える。

　三み隅すみが言うようなオーラなんて両方にあるようにも、どっちにもないようにも思える。

「……」

　額に汗がにじみ出してくる。

　紳士らしくハンカチを使おうと思ったけれど、道着のままだった。

　袖そでや手の甲で拭ぬぐうのと、そのままにしておくのはどちらが不作法だろうか。

　待て待て。今はそんな事を考えている場合じゃなくて──。

　何の手がかりもない。焦りばかりが募る。

　いっそ確率五〇パーセントに賭かけて当てずっぽう？

　ダメだ。選んだ理由を訊たずねられて、まともに答えられなかったらどうする？

　自分が恥をかくだけならともかく、真愛にまで迷惑がかかる。

「どうした？　やっぱり庶民にはこういうものは判断できないかね？」

　嘲あざけりが耳の奥へと強引に押し入ってくる。

　流れる汗に、つい手を上げた時──。

　額に、柔らかいものが触れた。

「落ち着いてくださいませ、一かず大ひろ様」

　真愛だった。

　彼女のハンカチが、一大の汗を優しく拭ふき去ったのだ。

「真愛……さん？」

　穏やかに微笑ほほえみながら、真愛ははっきりと告げる。

「真筆は右側ですわ。左はよくできた模写ですが、筆の伸びが多少不足しています」

「え？」

　まさか彼女がカンニング──というには堂々としすぎているけれど──をするなんて、一大にとっても予想外の出来事だ。

「は、反則だ！　それはルール違反だろう！」

　三隅が大声で叫ぶ。

　真さな愛えが選んだのが正解である事を、彼の激高ぶりが証明していた。

「おじさまは先ほどの試合の際におっしゃいましたわよね。雇やとい入れるだけの資力があるのだから、警護の者に戦わせてもこれは自分の力の証明だと。でしたらわたくしが正解を教えても、それは一かず大ひろ様の力ではありませんか？」

「そんな理屈が通るか！　その小僧が、お前を雇っている訳でもないのに！」

　一大を指差しながら、三み隅すみは口から唾を飛ばして大声を上げる。さらに足は床をドンドンと踏みならす。

　まるで礼儀知らずの見本市だ。

「雇用関係にはありません。ですが、わたくしが自ら一大様に力を貸したいと思いました。その方かたが苦境にあれば手を差し伸べたいと思わせる人柄も、お金や知性、教養に劣らない立派な資質です。何よりわたくし自身が、人に助けられるだけでなく、人を助ける事ができる人間になりたいと願っているのですから」

　胸を張って朗々と主張する真愛の迫力に、三隅は二歩後ずさった。

「一人で何もかもできる人間などおりません。ならばいざという時に助力をしてくれるだけの信頼に足る友達や仲間との人脈も、必要な能力の持ち主を雇う財力と同じ──いいえ、もっと価値ある財産ではありませんか？」

　一大の頭を、早少女さおとめと鷹たか奈なの顔が過よぎる。

「何よりも、一大様とわたくしの間には他の何にも代え難い信頼と──愛情がありますわ。友達どころではない、将来の伴はん侶りよです」

　笑顔ではっきり『愛』と言い切られて、今度は一大が気け圧おされてしまうが、ここで逃げる訳にはいかない。

　こんな真愛が愛し、信頼するにふさわしい男として振る舞わなければ。

　早少女の言葉を思い出せ。

　なりきる自分と、それを冷静に観察してチェックする自分。

　役者と観客の合わせ鏡を自分の中に持て。

『自分ならこうする』という意志と『あの人にこうしてほしい』という期待を一致させれば、自おのずと答は出てくる。

「……確かに僕には幼い頃から培つちかった教養や審しん美び眼がんはないかも知れません。これから学んでいっても、生まれながらに豊かな環境にいた人には敵かなわないでしょう」

　真愛に負けないように背筋を伸ばし、堂々と胸を張り、視線に力を込めて三隅を射貫く。

「ですが、人を見る目は確かなつもりです。真愛さんを選ぶくらいには」

「一大様……。わたくしもただ守られるだけでなく、愛する人の苦境に手を差し伸べられる人間になりたいのです。今が、その第一歩になれれば……」

　潤んだ瞳で見上げる真愛の肩に腕を回し、そっと抱だき寄せる。

　華きや奢しやな体が己にもたれかかってくる、その体重を受け止める心地よさと誇らしさ。

　向上心を持ち、礼節を守り、しかし目上の相手であっても不当な侮ぶ辱じよくには屈しない。

　真さな愛えに似合う男はこうするべきだという言動を、一かず大ひろの中の役者は選び、観客は望んだ。

　だけど役者でも観客でもない、素の八や木ぎ本もと一大は心の中でパニックを起こしていた。

『やべーよ、これ！　どーすんだよ、おれ！』

　こっちを目の仇かたきにする親戚と、志し束づかおばさんの前でここまでやっちゃったという事は後戻りできないんじゃないか？

　ニセとか芝居とか言っても、もう許してもらえない高さまで上っちゃってませんか？

「……き、貴様……」

「あなたの負けです。おとなしく引き下がったらいかがですか？」

　歯がみする三み隅すみに、志束が宣告した。

「正直な話、わたしも今まで八木本くんを完全に信頼はしていませんでした。けれど今日彼が示してくれたものは賞しよう賛さんに値します。自分より大きなプロに臆おくせず立ち向かい、僅わずかな勝機をつかみ取る勇気。あなたの失礼な物言いにも感情的にならず、しかし侮ぶ辱じよくを甘んじて受け入れない気位。どれもまるで少女マンガのヒーローみたいな──あ、その……」

　うっとりした表情でそこまで言って、志束はケホケホとわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「とにかくあなたなどよりもずっと紳士と呼ぶにふさわしい人間であると、真愛の後見人であるわたしが保証します。必要なら、正式な婚約について一族の長老会に諮はかっても構いません」

「こ、婚約だと？　こんなどこの馬の骨とも知れぬ小僧と!?」












「異議を申し立てるのであればどうぞ。今回はあくまで私的な用件として容いれましたが、同じ事を繰り返すのは二度手間。次があるのなら、一族の正式な会合の席で八や木ぎ本もと君を紹介する事になりますわ。今日の経緯も、詳細に説明する事になるでしょう」

「……く……っ」

　三み隅すみの顔があからさまな屈辱に歪ゆがんだ。

　元々一族の主流ではなく、正攻法では勝ち目がないからこそ今回みたいな因縁をつけてきたのだ。

　これから話を大げさにすれば『三隅が課した無理難題をクリアした』という事そのものが一かず大ひろにとって有利なカードになり、三隅の方の立場はますます弱くなる。

「僭せん越えつですが、僕としても事を荒立てたくはありません。今日は、あくまでもごく私的に顔合わせしただけという事で、お互いの胸の内に納めておきませんか？」

　一大の中の『真さな愛えにふさわしい彼氏』は考えていた。

　ここはこう言っておくべきだ、と。

　話を大きくするのは本意ではないし、志し束づかの顔も立てたい。三隅に対しても勝利に奢おごって一方的にやり込めるのではなく、向こうにも逃げ道を残した形で貸しを作った方が後のち々のちのためになる。

　何より、自分を助けてくれた真愛の気持ちを考えても、こうするのが一番いい。

　彼女の助力で得た勝利を己の事として誇るのは、紳士の行動ではない。

　そして『状況全体を上から見下ろす観客』はパニックを起こしていた。

　ヤバい。どうしようもなくヤバい。お願いですから三隅さん、そのまま引き下がってくださいと。

　ここで向こうが意地になって逆らい、志束もそれを受けて立ったりしたら、一族の長老会なんていう仰々しいモノを前に、正式の婚約なんて事になる。

　あくまでニセ彼氏。

　後戻り不可能なところにまで踏み込みすぎると、オレはいいけど真愛が困る。

　一度婚約してそれを解消なんて話になったら、多少なりとも彼女の名誉というか外聞というか、そんな物が傷ついてしまうんじゃないか？

　内心の焦りを顔に出さないよう意志の力を総動員して、ちらりと傍かたわらの真愛を見る。

　一番の当事者として『正式な婚約』を避けねばならないはずの彼女は、なぜだか嬉うれしそうにニコニコ微笑ほほえんでいるだけだ。

　これはあくまで三隅や志束にアピールするための演技なのか。

　それとも事の重大さに気づいていないのか。

「……分かった……。今日のところはそういう話で構わん」

「三隅のおじさま。せっかくですから、仲直りのお茶などいかがですか？」

「結構だ！　行くぞ！」

　真愛の誘いも断り、三隅はボディガードを引き連れて大おお股またで去っていく。

「八や木ぎ本もとくん、ありがとう」

　緊張を解いた志し束づかが、笑顔で語りかける。

「正直、わたしも最初はあなたを見くびっていたわ」

「ありがとうございます」

　評価は嬉うれしい。どんどん真さな愛えとお似合いの高さまで上っていく気分だ。

　ただし問題はそのハシゴは登る端から下の段が消滅して、下りられなくなってしまうという点だが。

「そうですよ、おばさま。何と言っても、一かず大ひろ様はわたくしが見み初そめた殿方なのですから」

　真愛がぎゅっと一大の腕を抱だき寄せてまた一段ハシゴが外されても、紳士を演じている身としては静かに笑っているしかできないのであった。





エピローグ







　三み隅すみのテストが終わった後は、前回と同じような軽いお茶の席があっただけで、一大は夕方には真愛に見送られ、朝と同じリムジンで帰路についた。

　気分は、精神的なトライアスロン完走直後。

　柔らかなシートに包まれ、しかも真愛の目もないし志束に見せる必要もないとくれば思いっきりだらけてしまいたいところだけど、運転手から報告が届けられる可能性も考えるとまだ気を抜く訳にはいかない。

　結局、一大が解放されたのは自宅近くで下車してからだった。

　運転手は家まで送っていこうとしたのだけど、一分でも早くリラックスしたくて、近所の大きな通りで降ろしてもらったのである。

「ふぅ～っ！」

　解放され、大きく背伸びしながら額の汗を拭ぬぐう一大を、電信柱の陰から見つめる四つの瞳があった。

「どうやら大丈夫みたいだね」

「ええ。わたくしの取り越し苦労のようでした」

　鷹たか奈なと真愛である。

　一かず大ひろを逆恨みした三み隅すみが何かやってくる事を警戒し、密ひそかに彼を守るべく合流したのである。

　三隅がそういう事をやりかねない男である事を、真さな愛えは知っている。

　もちろん屋敷から追いかけてきたワンボックスカーの運転も、鷹たか奈なに電話をかけたのもマツリの仕事。彼女も近くで車ごと待機している。

「まあ、普通のボディガードの三人や三〇〇人、あたしの敵じゃないけどね。カズに手ぇ出すようだったら、あたしが速やかにご先祖様のところに送ってやるもんっ！」

　凄せい絶ぜつな笑顔を浮かべて鷹奈が指を鳴らす。

　必要以上にやる気満々なのは、ストレスをぶつける相手を求めているかのようだ。

　むしろ三隅が安易な仕返しをしてくれた方が、鷹奈的にはすっきりしただろう。

「さて、と。カズがトラブルに巻き込まれる事もないみたいだし、真愛はもう帰った方がいいんじゃない？」

「ご心配なく。壇だんさんが一緒という事で、志し束づかおばさまには許しをいただいております」

「そうなんだ。あ、そうだ。技をコーチした身としてはさっそく対戦結果の報告を、カズ本人の口から聞かなくちゃいけないんだよね」

「それは後日にした方がよろしいのではないでしょうか？　一大様はお疲れのはずですわ。今日のところは一人でゆっくり休む時間を差し上げるのが、思いやりというものではないでしょうか？」

「善は急げって言うじゃない？　何てったってあたしはお隣さんの幼なじみで、カズが疲れたら一分足らずで帰れるんだもんね。そうだ！　あたしのベッドでそのまま寝かせてあげたっていいし」

「さ、さすがにそれは不謹慎ではないでしょうか？　同どう衾きんするなど……」

「ドウキンって？」

「ひ……一つの床とこで一緒に休む事ですっ！」

　きょとんと尋ねる鷹奈に、真愛は真っ赤な顔で説明した。

「そんなんじゃないってば！　カズが寝てるところを、あたしはただ見てるだけでいいのっ！　あいつの寝顔って、む、無邪気でかわいいんだよね」

　勝ち誇ったような──だけど嚙かみながら鷹奈が答える。

「そんなにいつも、一大様の寝顔をご覧になっているのですか？」

　問い詰める真愛は、まるで感情を抑え込んでいるように淡々とした表情と口調。

「そ、それは……子供の頃の話だけどさ……。で、でも、あたしの寝顔はしょっちゅう見られてるよ！　お互いに相手の家に勝手に上がれるような間柄だもんね！」

「それはつまり、異性として意識されていないという事ではありませんか？」

　真愛の指摘を受け、鷹奈の唇が変な形に曲がった。

「一大様にとって鷹奈さんはどこまでも女ではなく、幼い頃からの気軽な友人でしかないから、そのような遠慮のない態度が取れるのですね。本当に友人としての信頼、安心感というのはうらやましいですわ」

「……く……っ！」

　格闘で言えば勢いよく突っ込んだところに当てられた的確なカウンター。いや、こちらの力を利用した合気道の投げ技だ。

「ああ、そうですわ。わたくしもせっかくここまで来たのですし、この機に鷹たか奈なさんのお部屋に遊びに行ってもよろしいでしょうか？」

　ふたりとも、微妙にぎこちない笑顔。

　互いの意図は言葉にしなくてもはっきり分かっている。

　鷹奈としては、真さな愛えがさっさと戻れば帰宅した一かず大ひろと自分の二人きりの時間を持てる。

　もちろん真愛はそんなシチュエーションを許したくない。

　しかし一大＆鷹奈の自宅近辺は彼女にとってアウェイのグラウンドだし、笑顔で送り出したのにここで出て行くのは不自然。

　だからせめて鷹奈をフリーにしないで食い止める。

　自分が利益を得られないのなら、せめて相手が一方的に得するのを食い止めようという一進一退の攻防なのだ。

「い、いやぁ。あたしの部屋なんて散らかってるし、おもてなしもできないから真愛が来るようなところじゃないよ」

「そんな事は気にしませんわ。わたくしたち、友達でしょう？」

「このあたり住宅街で駐車場とかないし。壇だんさんだっけ？　あの人も車をいつまでも道路に停とめておけないでしょ？」

「て、適当に周囲を流させておけば大丈夫です」

「それってガソリンの無駄じゃん。それに、真愛はケータイとかないからあのメイドさんに迎えに来てもらうにも連絡とれないでしょ？　今度都合いい時に改めて招待するから、今日のところはまっすぐ帰った方がいいって」

　静かに激突する視線の間に火花が散る。

　早少女さおとめが仕事で動けない今は絶対に逃せないチャンス。

　一対一の直接対決で主導権を握れば、今後の対人関係で大きなアドバンテージになる。

　そんな訳で。

　丁ちよう々ちよう発はつ止しとやり合っている二人の注意はお互いに向けられてて、一大に接近する人影に気づくのが遅れた。




「八や木ぎ本もと一大ね？」

「え？」

　いきなり呼び止めたのは、派手な格好の女の子だった。

　赤ワインを限界まで煮詰めたような限りなく黒に近い紫を、純白のフリルで飾り付けたドレス。同系色のデザインの日傘。

　まるでゴスロリ保護区からやってきた、今では失われつつある純血種のゴスロリという雰囲気だった。

　帽子を目ま深ぶかに被かぶっているせいで、顔は下半分しか見えない。

　だけど心当たりがある。

「え……？　だってお前……」

　口から出かかった名前を、唇を閉じてブロックする。

　知り合いなら、自分の名前を確認したのは何な故ぜだ？

　確かに半分しか見えていないけど、顔はよく似ている。

　変な格好をしているのも、態度が怪しいのも、役作りの一環なのかも知れない。

　だけど彼女が今、ここにいるはずがないじゃないか。

　おかしい。

　何かが不自然だ。

　たとえるなら、いざという時に言い逃れできるように明らかな差異をあらかじめ盛り込んであるニセのブランド商品。

『ほら。ここがこんなに違うでしょ？　だから類似品じゃなくて別物ですよ』と言われているような気分だ。

「えっと……その……」

　知ってる名前で呼んでいいのかどうか、戸惑いながら曖あい昧まいに声をかける。

　だが、ゴスロリ少女は答えない。

　まるでこちらの視線を遮さえぎるみたいに、日傘の向きを変える。

「その……何やってんの？」

　もう一度質問すると、微妙に見覚えあるようなないような少女は、ようやく唇を開いた。

「わたしは──謎の美少女Ｘ」

「はあ？」

　何ですか、その未知数Ｘは？

　自分で謎の美少女なんて言っちゃいますか？

「八や木ぎ本もと一かず大ひろ。あなたは、この謎の美少女Ｘとつき合うのよ」

　さっきよりもさらに予期せぬ宣言。

　言うが早いか、少女は華やかな日傘を投げ捨てた。

　シルクで作られた大輪の花が微風に舞う。

　ほんの一秒。目を奪われた一大の間近で、謎の美少女Ｘが伸び上がる。

「早少女さおとめっ！」

「早少女さん？」

　やはりここにいるはずのない二人──鷹たか奈なと真さな愛えが急に現れて叫ぶ。

　ずっと一大の頭に引っかかっていた名前を。

　そして──。















あとがき




　皆様、ご愛読ありがとうございます。

　おかげさまでドラマＣＤ化が決定しちゃいました！

　声優という設定のヒロインを本物の声優さんに演じてもらえるなんて、いきなり夢みたいな話が飛び込んできて正直戸惑っています。

　実は最初の打ち合わせの段階では早少女さおとめのキャラ設定として声優以外にラノベ作家とかマンガ家なんて案もあったのですけど、やっぱり声優にして正解でした。あ。もちろん早少女だけじゃなくて鷹たか奈なも真さな愛えも、主人公の一かず大ひろも。声がついてどんな表現になるのか、僕自身も楽しみです。

　もちろんただ舞い上がるだけじゃなくて、せっかくのチャンスなんですから作品に活いかす事を考えなきゃいけないんですけどね。本編中でも、早少女の仕事が本格化してきましたし。

　さて、一巻二巻でも担当Ｋさんの素晴らしさを紹介してきましたが、今回もその勇者っぷりは遺憾なく発揮されました。

　あとがきから先に読む方かたのために具体的な事はちょっとボカしますけれど、今回もこのようなやりとりがありました。

Ｋ『このシーンですけど、揉もまないんですか？』

岸『えっ？　そこはその……ちょっと抑えようかなぁと』

Ｋ『しっかり揉ませましょう！』

岸『揉ませるんですか？』

Ｋ『揉ませるのです。もちろんイラストにしますから！』

　このようにして嫌がるあたしに無む理り矢や理り恥ずかしいことを……じゃなく、どうもビビリ体質というか及び腰な僕の背中を押してくれるのが勇者担当Ｋさんなのです。みんなで応援しましょう！




　次巻はドラマＣＤと同じ頃にお届けする予定です。

　話題として目立つもの以外にも嬉うれしい事も、面倒な事も、日々積み重なっていきます。

　忘れず、だけど囚とらわれず、顔を上げて前を向いていきましょう！








二〇一一年一〇月　　岸きし杯はい也や
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